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姫狐の召使いサーバント２





春日みかげ
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　第一話　六条さんの出現




　いづれのおほん時にか、女によう御ご更こう衣いあまた侍さぶらひ給たまひけるなかに、いとやむごとなききはにはあらぬが、すぐれて時めき給ふ、ありけり。





　どの天皇様の御み代よであったか、女御とか更衣とかいわれる後こう宮きゆうがおおぜいいた中に、最上の貴族出身ではないが深い御ご愛あい寵ちようを得ている人があった。







──桐きり壺つぼ







　　　　[image: ]





　この物語は、フィクションであるのか、ノンフィクションであるのか、当事者たちにもわからない不可思議なお話である。


　近ちか頃ごろ、平安京で評判になっている少女・朝あさ日ひ奈な紫むらさきは、現代人だ。


　高校二年生だが、外見は小学校高学年のぎりぎり幼女に見える。


　紫は探検好きな性格が災わざわいして、ある日、謎なぞの廃はい神社の祠ほこらに無む謀ぼうにも突とつ撃げき。


　祠の中で妙みような古こ文もん書じよを発見して、その古文書を開いてしまった。


　で。


　気がつくと現代の横よこ浜はまからあやかし・物ものの怪けが溢あふれる謎めいた平安京に漂ひよう流りゆうしていた。


　だが当人は、あまり気にしていない。むしろ「すごい探検体験だね、自伝が出版できるよ」と喜んでいる。


「もうすぐ賀か茂も祭まつりね、光ひかるくん」


　賀茂川の畔ほとりをすたすたと歩いている紫の肩かたには、妙なぬいぐるみのようなものがちょこんと載のっている。


　そのぬいぐるみが、小さな口を開いて人語をしゃべった。


「さよう。もうすぐ賀茂祭ですな、ご主人さま」


　紫は物の怪に懐なつかれる性質で、ゆるキャラ系精せい霊れいねこたまを飼っているのだ。


　そんな紫は最近では時の帝みかどの覚えもめでたく、完全にこの奇き妙みような都での暮らしに適応していた。


「紫、賀茂祭ってなんだっけ」


　紫の隣となりを歩いていた少年は、「平安時代の衣服って歩きづらいよね」と困こん惑わくしながらそうたずねた。


　彼こそは、幼なじみの紫の巻まき添ぞえをくらって平安京に流れ着いた被ひ害がい者しや・水みず原はら光。


「賀茂祭は賀茂祭よ。光くんってものをしらないわね」


　幸運の持ち主らしい紫は、この平安京に漂ひよう着ちやくしてすぐに、時の帝のきょうだいである兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みやと藤ふじ壺つぼに出会い、いろいろあったが今では藤壺に気に入られて「兵部[image: ]宮の養女」という身分を与あたえられている。


　身分なき地じ下げ人にんという立場から貴族階級をすっ飛ばして、皇族待たい遇ぐうである。


　おかげで、紫は都で暮らしやすくなった。


　探検しほうだいの身分なのだ。


　しかも、この平安京は、鬼おにが跋ばつ扈こし、烏からす天てん狗ぐが飛び回り、無数の妖よう怪かいや怨おん霊りようが徘はい徊かいするワンダーランド。すべてがリアルなほんもの。ディズニーやＵＳＪも足元にも及ばぬ巨きよ大だいアトラクション街だ。


　紫が推理したところ、時代はおそらく平安時代中期。


　関東で反乱を起こした平たいらの将まさ門かどが敗れてのち、しばらく年月が流れており、平安京は文字通り平和そのものであった──物の怪の跋扈を除いては。


「ふうん。そうかい。それじゃ紫が賀茂祭について説明してくれないか」


　一方の光は、昔からいまいち運が悪い。


　平安京に漂着するとほぼ同時に鬼に襲おそわれ、助かったと思ったらこんどは狐きつね耳みみの陰陽おんみよう師じ・安あ倍べの晴せい明めいの式神にされてしまい、「犬わん股こ」という名前まで付けられてしまう始末。


　この平安京では、陰陽師が飼う式神とは人間以下の存在である。人外である。物の怪の眷けん属ぞくである。


　光はいわば、平安京タウンカーストの最低クラスからこの都での暮らしをスタートさせられる羽目になったのだ。


　その後、帝の政治的な思おも惑わくや晴明の悪戯いたずら心などが複雑にからまって、光は臣しん籍せき降下した皇族のみが名乗れる「源げん氏じ」という姓せいを賜たまわり、藤ふじ原わら左大臣の娘むすめ・葵あおいと政略婚こん約やくさせられ、しかも晴明の式神という立場からは逃のがれられず、さらに幼なじみの紫のお守もりという現代以来みゃくみゃくと続く仕事も続けさせられ……。


　で、その三人の女の子が三人とも、光が暮らす安倍晴明の屋や敷しきに住み着いている。


　気け高だかい貴族の娘・葵は、「光さんはわたくしの婚約者ですわ」と光の所有権を主張する。


　噓うそ吐つきでひねくれている陰陽師・安倍晴明は、「光は私の式神だ」と光の所有権を主張する。大切なことなので二度言いました。
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　あけっぴろげでストレートな紫は「光くんはわたしと結婚するのよ」と光の以下同じ。


　この三人が、常に光を巡めぐって暗あん闘とうしているものだから、光は片時も心が安まらない。


　まあつまり今の光は、はたから見れば今をときめく源氏の貴公子、安倍晴明の屋敷で三人の女の子と仲良く暮らしている究極のリア充じゆう、千年後の未来にまでプレイボーイとか好色一代少年などと語り継つがれるようなモテモテ野や郎ろう、光爆ばく発はつしろ！　というポジションにいる。


　いるのだが、本人はぜんぜん嬉うれしくない。


　光は「心静かに暮らす」という高校生らしくない枯かれたポリシーの持ち主なのだ。


　目立ちたくないのだ。亡なき母がイタリア人の血をひいていたため、光の頭はチャラく見える茶ちや髪ぱつ。学校でもよくネタにされたり、からかわれたりしていた。


　まして、この平安京では、茶髪は目立ってしかたがない。


　ああそれなのに──。


「光くん？　光くんって、ものごとをわざわざ小難しく考えて勝手に悩なやむ悪あく癖へきがあるわね。賀茂祭は賀茂祭よ！」


「……つまりよく知らないんだね、紫も」


「そ、そんなことないわよ？　ねこたま、解説して！」


「承知いたしましたご主人さま」


　ねこたまは紫を甘やかしすぎるなあ、と光は思った。


「よいですか光どの？　賀茂祭は下しも鴨がも神社と上かみ賀が茂も神社が執とり行う由ゆい緒しよある祭りですぞ。勅ちよく使し一行は内だい裏りから、斎さい王おうさまご一行は賀茂斎さい院いんから、華か麗れいな牛ぎつ車しやを中心にめいめい着き飾かざった貴人たちがゆるりと下鴨神社へ巡じゆん行こうし、さらに賀茂川沿いに北へと進んで上賀茂神社へと至りまする」


「勅使？　斎王？　なんだいそれ？」


「偉えらいご身分の方々ですぞ。光どのは今をときめく源氏の貴公子。今年の勅使に任じられるやもしれませぬぞ」


「ふうん。京都のお祭りは[image: ]ぎ園おん祭まつりだけかと思ってたよ。平安京に住んでいれば、平安時代に詳くわしくなれそうだ」


「賀茂祭の絢けん爛らん豪ごう華かな行列は、晴明どののお屋敷に近い一いち条じよう堀ほり川かわを通りまする。祭り当日の一条大おお路じには貴族たちが牛車で殺さつ到とうし、見物用の桟さ敷じきをこしらえまする。ここで激しい場所とり合戦が行われるのが通例でございますぞ」


「ふうん。要は上野公園での花見みたいなものか」


「幸い、晴明どののお屋敷から一等地までは目と鼻の先、場所とりは簡単でしょうな」


「そういうことよ光くん。わかった？」


「紫はなにも説明していないじゃないか……」


　光はなかなか平安京の地理を覚えられないでいる。


　そもそも。


　上賀茂神社がある上流側は賀茂川。


　中なか津つ川がわと合流した先の下流側は、鴨かも川がわ。


　今歩いている「かもがわ」は、賀茂川なのか鴨川なのか、いったいどっちなんだ。


　それはさておき、光は、紫がすっかりこの世界に適応してしまっていっこうに現代に帰ろうとしないことをちょっと心配している。


「紫はそろそろ現代に帰らないと、桐きり子こさんが困ってると思うんだよね。捜そう索さく願いとか出されたらあとあと厄やつ介かいだし。どうすれば帰れるんだろうな」


「うん。だいじょうぶ。今は大冒ぼう険けん家としての仕事が最重要だから。わたしはこのミステリー平安京を三十年くらい探検したら帰るわ！」


「……桐子さんを三十年も心配させるのはよくないよ？」


「お母さんにそんな思いはさせないわよ。今から三十年後に、失しつ踪そうした日の『一日後』の現代に戻もどればいいのよ！　これなら一晩外がい泊はくしてました、ですむでしょ？　てへぺろ？」


「……一夜にして中年になった男女が、桐子さんのもとにただいまーと押しかけるのか？　通報されるぞ」


「あ、そうね。三十年の時差が生じちゃうのね？　うーん。命令よ！　若返りの薬を作りなさい光くん！」


「僕はドラえもんじゃないぞ」


「三十年もあれば開発できるでしょう？」


「たった三十年でそんなものが開発できれば、誰だれもコラーゲンだのＤＨＡだのビタミンＥだののサプリメントを買い求めないと思うよ」


「無能ねえ、光くんは。なにがなんでもやり遂とげてみせるという根こん性じようがないわね」


「そもそも、どうやってもとの世界に帰るんだよ」


「それはこの大冒険家の紫さまが、いずれ解明するわ！　平安京をあちこち調査していれば、いずれ帰り道に繫つながるドアが発見できるはずよ」


「『どこでもドア』とか『タイムマシン』とかそういう安直な発想を子供に植え付けたのが、ドラえもん最大の罪だと思うんだよね」


「この大冒険家の紫さまが真ま面じ目めに推理すると、ここに来た時の逆をやればいいと思うの」


「逆？」


「そうそう。学校の帰りに、廃はい神社の祠ほこらに入って古こ文もん書じよを開いたのが、そもそもわたしたちがこの世界に転送された原因じゃない？」


「そうだったね。僕はさんざん止めたんだけどね。紫はあとさき考えないからね」


「昔のことを振ふり返ってもしょうがないでしょ光くん！　わっほー！」


「少しは失敗を振り返らないといくら生きても経験値が増えないと思うんだよね」


「帰る時は、あの逆をやればいいのよ！　どこかの神社でなにかの本を開くの！　すると時空の扉とびらみたいななにかが開いてもとの世界に戻れるって寸法なわけ♪」


　光は言いたい。


　どこか、とか、なにか、とか、実はなにも特定していない曖あい昧まいな単語が多すぎる。


「……神社か……どんな神を祀まつっている神社だったか思いだせないな……」


「古文書があったでしょ。あれが謎なぞを解く鍵かぎよ！」


「あの古文書のタイトルもわからない……たしか『●●物語』と書いてあったことしか……手がかりはこれだけか。さっぱりわからないじゃないか！　京都にいくつの神社があると思ってるんだ？　そもそも、ここは僕たちの世界と繫がっている過去の世界なのか、それとも異世界なのか？」


「まあ、くまなく探検していけば、どんどん手がかりは増えるわよ♪　光くん、この天才冒険家の朝日奈紫を信じたまえ！」


「さすがはご主人さま！　まるで無む根こん拠きよにもかかわらず揺ゆるがぬ自信、いかなる破は滅めつが迫せまってもブレぬ楽観！　天晴あつぱれでございます。各神社の解説役はそれがし、ねこたまがうけたまわりまする！」


「ねこたま、お願いね！　まあ三十年も調べれば解明できるわよ！」


　昔から紫はアグレッシブでご陽気でポジティブ・シンキングの塊かたまりでいいなあ、と光はこの小こ柄がらな幼なじみがちょっとだけうらやましくなった。


　目立つことが苦手でついものおじしてしまう自分を、紫はいつも引っ張ってくれる。


　とはいえ。


（僕がいつも守っていないと、方向音おん痴ちだからね。紫は。また遭そう難なんされちゃ困る）


　手がかかる幼なじみで、妹分ではある。


　ただし。


　光は、母親が帰りを待っている紫だけを現代に帰すつもりで、自分まで帰る気はあまりない。


　彼には両親も兄弟もいない。


　現代世界と光を繫げてくれていた存在は、マンションのお隣となりに住む幼なじみの紫と、その母・桐子さんだけだ。


　もちろん、桐子さんに一目会いたい、という思いはある。


　母を知らない光にとって、桐子こそが実の母親とも言うべき存在だったから。


　ただ、この世界で、晴明の式神として生きていくのもいいかな、と思っている。


　平安京をさまざまな怪かい異いから守護している陰陽師・安倍晴明。


　狐きつね神がみの母を持つという晴明の頭には、常人には見えない狐耳がちょこんと生えている。


　晴明は、人間のようであり人間ではないようであり、神のようであり神ではないようでもある。


　この世界には、人間と、神・物ものの怪け・妖よう怪かい・鬼おに・怨おん霊りようなどと呼ばれる超ちよう自然的な種族、大きくわけて二種類の知的生命体が存在する。


　怨念や憤ふん怒ぬに憑つかれた人間が鬼や怨霊になることはあるが、（おそらくは）生まれつき人間とそうでないもののどちらでもあるという微び妙みような存在は晴明以外には滅めつ多たに見当たらない。


　晴明という少女は、生まれながらにして、どっちつかずの立場なのだ。


　孤こ独どくなのだ。


　そのくせ、晴明は噓うそばかり吐つく。


　陰陽師は言こと霊だま遣つかいであると同時に、その言霊の力を常人よりも怖おそれる。


　ほんとうの言葉、ほんとうの想おもいを、他人に容易に明かすことができない。


　この世界に来るまでは斜はすに構えてどこかひねくれていたところがあった光は、最近、多少なりとも他人の思いをしんしゃくできるようになってきた。


　なにかあれば「中二病だよ」の一言でものごとを切り捨てて自分一人現実から超ちよう越えつしているふりをしていた自分も、噓を吐いて自分と世界の間に壁かべを作ってきた晴明と似ているのだ。光はそう思っている。


　二人は、とても、似ている。


　他人に心を開くことを、距きよ離りを詰つめることを、とても、怖れている。


　ただ違ちがうことは、光には血こそ繫がっていないが紫という家族がいてくれた。


　紫は、たとえどれほどの過あやまちを光が犯おかしたとしても、笑え顔がおで光を受け入れてくれる。


　だから、紫は家族なのだろう、と光は思う。


　家族がいてくれた自分はほんとうはとても幸運だったのだ、幸福だったのだ、と。


　ただ、自分が目をふさいで気づこうとしなかっただけだ、と。


　今は、紫を実の妹以上に愛いとおしく思っている自分の気持ちを、恥はじることはない。


　もしもまた紫が命の危機に陥おちいったら、その時は自分の命を投げ出しても一いつ切さい後こう悔かいすることはない、とも。


　だが。


　晴明には、誰もいない。


　過去を語ることもしない。


　同じ陰陽おんみよう師じの[image: ]あし屋や道どう満まんとは、かつて、晴明は仲間だったらしい。


　だが今は、その道満は平安京の平和を守る仕事についている晴明と対立し、平安京を破は壊かいしようとする怨敵となっている。


　しかも、光はまだ十七年ほどしか生きていない。


　半分は狐神である晴明は少女のままの姿で、もっと長い年月を生きている。


　その分、晴明の孤独は深くて大きいのだろう。


　道満と怨敵になってしまった、決定的な事件が、あったようだ。


　だが、晴明が自らの過去について詳しく語ることはない。


　いつの日か、晴明が僕の心の傷になっていた記き憶おくを思いださせてくれたように、僕を過去の悲しみから解放してくれたように、こんどは僕が晴明の悲しい過去を受け入れる人間になれたら。


　まだ、残念なことに今の自分はそのような器うつわの持ち主ではない。


　でも、きっと、いつの日か──。


　晴明とともに式神として生きていけば、いつかは。


　最近の光は、そう願っている。


　一方。


　紫は「帰るなら光くんと一いつ緒しよ」だと思いこんでいる。


　だから二人の会話は実は微妙にズレているのだけれど、どちらもまだ気づいていない。


　賀茂川沿いをこうして並んで歩いている今は、まだ──。











　賀茂川の畔ほとりを二人と一いつ匹ぴきで散歩している途と中ちゆうだった。


　ボロを頭から被かぶった小柄な人ひと影かげが、よちよちと向こうから歩いてきた。


　尋じん常じようの気配ではない。


　光は、少し身構えた。


　紫が、光の腕うでに抱だきついてくる。


　すれ違いざま。


「ああ、やけるよ。やける、やける」


　意外にも幼い娘むすめの声で、そうつぶやきながら、ボロは去っていった。


「……誰だったんだろう？」


「わたしたちがリア充じゆうすぎるので、見ているだけで焼けてきちゃったのね！」


「そうかなあ？　予言めいた言葉に聞こえたけど」


「気のせいよ光くん」


　このことは、予兆にすぎなかった。


　このあとだ。


　光にとって、この日はある意味、運命の一日になった。


　一台の牛ぎつ車しやが、川の向こう岸をゆるゆると進んでいた。


　従者は二人である。


　光が「牛車はほんとうに遅おそいなあ。平安京の貴族って気が長いよね」と向こう岸を眺ながめながら歩いていると、異変が起きた。


　水の中から川岸へと這はい上がってくる物の怪の姿が、いくつも見えた。


　緑色の小柄な身体からだ。


　岸にあがっても、その物の怪たちの身体は粘ねん液えきに覆おおわれて濡ぬれている。


　二本の足で立ち、二本の腕を持ち、手の指の間には膜まくがあった。


　背中には亀かめのような甲こう羅らがある。


「あれはもしかしなくても河童かつぱだわ！　さすがエイリアンランド平安京、真っ昼間からすごいわね！」


「人に害をなす物の怪はたいてい夜に出しゆつ没ぼつするというから、あの河童たちは善良な河童なんだろうね」


「って、おもむろに従者たちと相撲すもうをとりはじめたわ？」


「河童は相撲が好きらしいからね。優勝賞品はきゅうりでいいらしいし、無欲な連中だよね」


「ああっ、光くん？　従者たちを川へ投げ捨てた河童たちが、牛車を引き倒たおしたわ？」


「優勝賞品のきゅうりをねだっているんだろうね」


「光どの！　おとぼけはたいがいになされよ、あれなる物の怪ども、牛車に乗っている貴人に対して明らかに害意がありますぞ！」


「ええっ？　それはたいへんだ！」


「光くん、もう少し観察していたいけれどここは式神の出番よ！　行って来て！」


「……晴明もいないのに、僕一人で退治できるかなあ。河童はおおぜいいるよ？」


「できれば一匹捕ほ獲かくしてねっ！　河童をロングインタビューして、あとで手記を出版するから！　世紀の大ベストセラーになること確定ね！」


「……やれやれ。ちょっと行ってくるから待っていてくれよ。迷子になるなよ」


「わかってるわよ！」


　橋はまだずっと向こうだった。


　光は沓くつを脱ぎ、頭に被っていた烏え帽ぼ子しを紫に預けると、一人で賀茂川を泳いで向こう岸にわたった。


　狩かり衣ぎぬの広い袖そでが邪じや魔まで、なかなかうまく前進できないが、最近は式神として晴明に鍛きたえられているので横浜時代より体力はついている。


　以前の光なら、


「どうして僕がこんなことを……風か邪ぜひきそうだ……」


　というふうにとりあえず愚ぐ痴ちっておくべき場面だが、今の光は式神稼か業ぎようが板についてきている。


　すっかり人命救助が日常になっていた。


　屋や敷しきで三人の女の子にかこまれて修しゆ羅ら場ばになっている時よりも、物の怪調ちよう伏ぶくという仕事を遂すい行こうしている時のほうがよほど心静かにいられるし。


　それと、体力が増したのは、晴明から血を分け与あたえられたのが一因かもしれない。


　光は狩衣を濡らしながらも対岸に辿たどり着いて、急いで牛車に駆かけ寄った。


　すでに牛車は横倒し状態で、簾すだれが破られている。


　今まさに、牛車の屋形の中に、河童たちが侵しん入にゆうしようとしていた。


　前方の出口、後方の入り口、いずれも複数の河童がふさいでしまっている。


　屋形に乗っている人物は、逃にげ場がない。


　誰だれが乗っているのか、光にはわからない。


　乗っている牛車の種類によって身分のおおよその見当はつくのだが、光はそのような貴族社会の細かい身分格式を気にかけたことなどない。


　ただ、平安京の式神サーバントとして、悪あしき物の怪から人を守るだけだ。


　走りながら、河童の数を目で数える。


　五体、六体……。


　ボス格の河童がわかれば、そいつを倒すことで全員逃げ散るはずだ。


　だが、光には河童の見分けがつかない。誰が誰だかわからない。


「人間だ」


「邪魔だてするな」


「邪魔するとお前も賀茂川に叩たたき込むぞ」


　河童たちに気づかれた。


　どうする。


　一匹の河童が簾を引きちぎって、今まさに屋形の中に飛び込もうとしている。


「光くん！　そいつ！　今、屋形に入ろうとしている河童さんが大将よ！」


　向こう岸から、大冒ぼう険けん家が的確なるアドバイスを飛ばしてくれた。


「「「げー、バレた！　なぜっ？」」」


　河童たちが悲鳴をあげる。


「甲羅が一回り大きいし色が渋しぶいもん！」


　紫にはほんとうに大冒険家の素養があったのかもしれない。


　この世界に慣れたせいか、近ちか頃ごろの大冒険家は意外にも抜ばつ群ぐんの推理力を発揮しはじめている。


「ありがとう。それじゃあ、『龍りゆう穴けつ結界』発動、と」


　光は屋形に首を突つっ込もうとしていた大柄な河童の首をつかまえると、河童の気を掌てのひらから吸い取り、力を奪うばって引きずり出した。


　掌から物ものの怪けの気を吸収する。


　これが、光の式神としての固有能力、龍穴結界。


　人間に対しても有効なのかどうかは、試ためしてみたことがないが、たぶん有効だろう。


　使いようによっては兇きよう器きにもなる。


　ゆえに、光はいっそう「心静かに」という境地を保たねばならない。


「ぐえええ？　き、貴様、なにやつっ!?　あーれー？」


　河童の大将は黄色い声をあげながら、じたばたともがいた。


　しかし、光に首根っこを文字通り押さえられていて、抵てい抗こうできない。


「力が、力が抜ぬけるううう～！　子分たち、助けておくれ～！」


「「「た、大将お～!!」」」


　河童たちが光に向かっていこうとしたが、その足が途中で止まった。


「「「こいつ、光源氏だ！！！」」」


　平安京に巣くう物の怪たちの間で、光は有名人である。


　基本的に、悪い意味で。


「安倍晴明の式神か！」


「あの[image: ]屋道満の気を涸からしつくせるほどの霊れい力りよくの持ち主だという！」


「掌が虚こ空くうに繫つながっているらしい！」


「そんな化け物みたいなやつがなんで貴族やってるんだ？」


「やばい、このままじゃ大将がからっからに干ひからびちまう！」


「子分たち、助けてくれええええ～！」


　河童の大将を片手で捕とらえたまま、光は怯おびえる河童たちに静かな声で言い放った。


「何かわけありなのかもしれないけど、白昼堂々乱暴はよさないか」


　光も紫も、物の怪に対して敵意はない。


　むしろ、人間に住み家を奪われて物の怪と呼ばれ続けている彼らには同情的だ。


「「「わけはある！」」」


「どういうわけだい？」


「「「話すと長い！　話しているうちに大将が枯れてしまう！！！」」」


「そうか。じゃあ解放しよう」


　光は、あっさりと河童の大将から手を離はなした。


「ありがとうござい！」


「「「それでは俺たちはこれで！」」」


「おい。わけを話していけよ」


「「「その人間の女から直接きいてくだされ！」」」


「ありがとうござい光源氏どの！　われらは長時間陸にあがっていると皿が割れるので、今日はこれにて！」


「「「申し訳ありません光源氏どの！！！」」」


　河童たちはいっせいに、賀茂川の中へと飛び込んで逃げていった。


　去る者は追わずとは言うが、さすがに河童と川の中でスピードを競きそって勝つ自信は光にはない。


　舞ぶ台たいが川の中だったら、今のようにうまくいったかどうか。


「あーっ！　光くん、一匹捕獲してって頼たのんでおいたのに！　ひどい！」


　向こう岸で、紫が頰ほおを膨ふくらませている。


「河童の正体は宇宙人リトルグレイかもしれないのにいいいい───！」


　いまいちなにを言っているのかわからなかった。


　光は「濡れてしまったなあ」と乱れた前まえ髪がみを直しながら、倒れた牛車の屋形へと向かい、中を覗のぞきこんでみた。


「あのう……だいじょうぶですか？」


　乗っていた者は、若い女性貴族だった。


　男が乗っていると思いこんでいた光は、彼女の素す顔がおを見てしまった。


「──ありがとうございます、源氏の君。わたしは無事です」


　美しい、と素直に驚おどろいた。


　平安美女らしく、長い黒髪が見事なことは言うまでもなく──いや、髪が黒くない!!


　どうしたことか、茶色い、いや金色に近い長ちよう髪はつの持ち主だった。


　簾が破られている屋形の中まで日の光が差し込んできて、その髪がきらきらと金色に輝かがやいて見える。


　歳としの頃ころは光より少しだけ上だろうか。


　大きな瞳ひとみも、黒くはなかった。


　不思議なことに、瞳が碧あおい。


　ややおでこが広く、一見して理知的な少女だとわかった。


　しかし、大きな垂れ目や鼻にかかったような甘い声は、どこか童わらべのようでもあった。


　顔だちは日本人の少女に見えるが、どこか、外国人を連想させる。


　平安京では異相の美少女と言っていい。


　不意打ちだった。


　いきなりこれほど美しい少女に出会ってしまった光の心はさすがに乱れた。




[image: ]


「あれ、女の子だった！　ごめんなさい。ぶしつけなことを」


「いえ。あなたが源氏の君なのですね。わたしと髪の色が同じですね」


　大きな垂れ目が、笑うと八の字のようになって、子供のように見える。


　やわらかい声。


　光は思わず、自分の髪を手で触さわっていた。


「源氏の君はもしかして、わたしの一族の故郷から来た方でしょうか？」


「そうですね……」


　と言われても、この少女の一族の故郷がどこかわからない。


　ヨーロッパのほうだろうか、ロシア系、それとも中央アジア？


　こういう話は紫のほうが詳くわしい。


　それよりも、名前がわからないと、会話が進まない、と光は思った。


「ええと、あなたの名前は？」


「通り名でよろしければ」


「あ。もちろんです。本名を明かすのは危険なのでしたね、平安京では」


「お救いいただいたのに、ごめんなさい」


　平安京でもっとも強力な呪しゆは、言こと霊だまである。


　言葉に、霊力が宿るのだ。


　晴明が噓うそ吐つきなのも、言霊の力を怖おそれ憚はばかるためだ。


　もっとも半分は、人を騙だましてからかうのが楽しいという生まれながらの性格ゆえなのかもしれないが。


　その言霊の中で、もっとも基本的で強力なものが、名前だ。


　この世界の人間は、真の名を知られると、いろいろと不都合に巻きこまれる。


　たとえば呪じゆ詛その際、呪のろう相手の真ま名なを知っていれば呪詛の効力は格段に高まる。


　陰陽おんみよう師じや物の怪に真名を知られれば、真名という言霊によって縛しばられて虜とりこにされかねない。


　あれ。心が惑まどって、くしゃみが出そうになってきた。どうも僕はこの美人すぎる女の子に出会ってあわてているようだ、と光は自分がおかしくなった。


　美少女ならば、晴明（性格悪し）、葵（たけだけしいところあり）、紫（ロリ成分高し）と毎日飽あきるほど見ているはずなのだが、この優やさしげではかなげな少女は、その三人の誰とも違ちがっていた。


　だいたい三人とも、見た目は美少女だけど、凶きよう暴ぼう性が高すぎる。


　呪じゆ符ふを貼はってきて電でん撃げき攻こう撃げきしてきたり、破は魔まの弓で矢を放ってきたり、「この勇者ライト！　浮うわ気き者！」とののしって合気道の必殺コンボをしかけてきたり。


　物の怪よりも手て強ごわい、おそるべき面々であった。


　都の人々は、源氏の君は三人の美少女を虜にして全員と同居している、なんという好色なんたる風流、と噂うわさしあっているが、実際には三人は光にとって妻とか恋こい人びととかそういうものではなく、〈強敵〉と書いて〈とも〉と呼ぶべきおそろしい存在なのだ。


　だから最近の光はすっかり「女の子って見た目は愛らしいけど中身は阿あ修しゆ羅らだからね」と悪い意味で悟さとりつつあった。


　しかし、今目の前にいる彼女はまるで違った。


　とろけるようなやわらかい笑え顔がお、甘い声。


　知性的でいて、かつ、幼さが残る表情。


　こうして話しているだけで、心が癒いやされそうになる。


　世の中には、こういう女の子らしい女の子がほんとうにいたのか、と感動すらした。


　光は「こんなところでは誰だれに聞かれるかわかりませんからね。もちろん通り名でけっこうですよ」と微笑ほほえんだ。


「僕の名前も実は通り名ですからね。まるで本名のように聞こえますが」


「ああ、そうでしたか」


　少女も微笑みを返して、そして、名を名乗った。





「わたしの通り名は──六ろく条じようの御み息やす所どころです。六条通りに屋や敷しきを構えています」





　光は驚いた。


　いつか藤原くんが言っていた、葵さんよりも面めん倒どう臭くさいかもしれないという六条御息所って、この子だったのか。


　思ったより若い。僕とほとんど変わらない。


　そもそも、彼女のどこが面倒臭いのか、わからない。


　むしろ、全身から癒やし系のオーラを放っているように感じられて、どんどん惹ひきつけられていきそうだ。


「噂の貴公子、源氏の君。もっと香こう木ぼくの匂においがきつくて鼻持ちならない殿との方がたかと思っていました。ごめんなさい」


「噂は一人歩きしますから」


「ほんものは意外と普ふ通つうの男の子ですね。あ、普通というのは期待外れとかそういう意味では。ごめんなさい、わたしったら」


　いえいえ、現実の僕は普通どころか、犬わん股こ扱あつかいを受ける日々です、と光は思った。


　六条御息所。


　とてつもなく厄やつ介かいな女性だという噂とは、まるで違う。


　そうだ。平安京の男たちは、厄介とか面倒とかのレベルの閾しきい値ちが低すぎる。


　こんなに優しそうで利発そうでそして幼さも残した姫ひめが、厄介な人であるわけがない。


　乾かわいていた心に、清せい涼りような水を注がれたような気分だった。


　だから、明かした。


「僕の本名は、秘密ですよ、水原光と言います」


「まあ。真名を明かしてしまって……だいじょうぶなのですか」


「はい。六条さんになら」


「……ありがとうございます。源氏の君」


　六条御息所、いや、六条さんは、感動しているかのように瞳を輝かせていた。


　真名を打ち明けるということは、絶対的な信しん頼らいの証あかしなのだ。


「六条さん、またご縁えんがありましたらお会いしましょう。とりあえず川に落とされた従者の方々を捜さがしてきます」


「はい。いずれ落ち着きましたら、今日のお礼をさせてくださいね。あと」


「あと？」


「わたしたちは年ねん齢れいが近いようですから。これからはお友達にお話しされるような口調で話しかけてくださいね、源氏の君」


「ああ。はい。わかりました」


「違うでしょう。わかった、ですよ？」


「うん、わかったよ」





　これが。


　光と六条御息所の最初の出会いだった。


　平安京を震しん撼かんさせる世紀の大事件は、この二人の運命的な出会いからはじまったのだ。


　とりあえず、向こう岸で嫉しつ妬との炎ほのおに燃え狂くるっていた紫に「なによ今のは？　ナンパ？　妖よう怪かい退治を名めい目もくにケータイの番号でもわたしてたの？　あの女は誰っ」と叱しかられてお仕置きされるという小さな事件が速そつ攻こうで勃ぼつ発ぱつしたわけだが、すでに紫についてはある意味達観している光は「これが僕の運命さ」と受け流した。


　だが紫が怒おこれば怒るほど、ますます六条さんの優しげな微笑みが、とても貴重で希け有うなもののように思われてくるのだった。




　第二話　六条さんへの接近




　光る源氏、名のみことごとしう、言ひ消けたれ給たまふとが多かなるに、いとど、かかるすきごとどもを末の世にも聞き伝へて、かろびたる名をや流さむと、しのび給ひける隠かくろへ事をさへ、語り伝へけむ人のものいひさがなさよ。





　光源氏、すばらしい名で、青春を盛り上げてできたような人が思われる。自然奔ほん放ぽうな好色生活が想像される。しかし実際はそれよりずっと質じ素みな心持ちの青年であった。その上恋れん愛あいという一つのことで後世へ自分が誤って伝えられるようになってはと、異性との交こう渉しようをずいぶん内輪にしていたのであるが、ここに書く話のような事が伝わっているのは世間がおしゃべりであるからなのだ。







──帚ははき木ぎ







　　　　[image: ]





　平安京は怨おん霊りようから自らを守るように設計された、風水都市だ。


　陰陽おんみよう道どうでは丑うし寅とらの方角、すなわち北西の方角が「鬼き門もん」とされる。


　鬼おに、すなわち怨霊や物ものの怪けが平安京に侵しん入にゆうしてくる際には、この鬼門の方角から入ってくるのだという。


　そこで平安京から見た鬼門の方角には、鬼門封ふうじの要かなめとなる霊れい的てき防衛施し設せつが建てられていた。


　その施設こそが、天台密教の総本山・叡えい山ざんだ。


　開祖は、伝教大師最さい澄ちよう。


　だがこの頃ころの叡山は、荒こう廃はいしていた。


　以前にすさまじい大火によって叡山の心臓部である根こん本ぽん中ちゆう堂どうをはじめとする多くの堂どう塔とうが焼失し、折も折、関東で平たいらの将まさ門かどが反乱を起こしたために叡山の復興はならず、以来そのままになっている。


　全山が焼失したわけではなく、横よ川かわと呼ばれる地区などは比ひ較かく的てき無事であった。


　だが、本堂・根本中堂がある東とう塔どう地区、つまり叡山の中心部は今なお焼け野原である。


　今。


　二人の者が、その荒廃した叡山をのぼっている。


　一人は白はく面めんの仏ぶつ僧そう。


「これはこれは。ずいぶんと荒あれてしまったものだ」


　年齢は三十代か。


　整った顔立ち、長い睫まつげ、二ふた重え瞼まぶたを持った大きな目、女のように白い肌はだ。


　仏僧でありながら、長い髪かみを腰こしまで垂らしている。


　奇き妙みような男だった。


　もう一人は、きゃしゃな少女だ。


　見える者の目には、彼女の頭に狐きつね耳みみがちょこんと生えているのが見えるだろう。


　だが、相当な霊れい力りよくを持つ人間の目にすら、彼女が狐神の眷けん属ぞくであることはわかるまい。


　陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいだ。


「やれやれ、鬼門封じの叡山がこの通りだ。平安京の防衛ははなはだ困難になっている」


「どうでもいいさ、良りよう源げん。今の私はこの現世から超ちよう然ぜんとしている主義なのさ」


「晴明。お前は噓うそを吐つくのが仕事だという。ならば、ほんとうのお前は実は超然としていないわけだな」


「ふん。貴様こそ、女を尊とうとい叡山に入れてよいのか。女によ人にん禁制の山だぞ」


「今の叡山にそのような心配は無用だ。女どころか物の怪、怨霊の類たぐいが続々と叡山を突つっ切って都に押し寄せているのだからな」


「良源。貴様のような仏僧にとっては、煩ぼん悩のうを誘さそう女のほうがよほどおそろしいぞ」


「晴明、お前は例外だ。なぜなら、人間ではない」


「ふん、そうだな、私は妖よう狐こだからな。叡山とて狐の性別など問うまい」


「それも噓か晴明。お前はつまり、自分は人だと言っているのだな」


「揚あげ足をとるな。貴様とは会話にならんな良源。実につまらん」


「私もそう思う」


　両者の間には、常に緊きん迫ぱくした空気が流れている。


「良源、貴様の目にわが狐耳は見えるか？　叡山開かい闢びやく以来最高の霊力を誇ほこる天才なのだろう？」


「……私には見えぬ。仏法と陰陽道とは似て非なるもの。相あい性しようが合わぬようだ」


「ふん。この世に、万ばん能のうの法などない」


「私もそう思う。万能の法があれば、世はこれほど乱れてはいない」


　かつて根本中堂が建っていた場所までのぼりきった二人は、西の彼方かなた、平安京を眺ながめた。


　良源。


　近おう江み浅あさ井いの生まれ。


　今の地名で言えば、長なが浜はまで生まれ育った下級豪ごう族ぞくの子である。


　幼少の頃は、日ひ吉よし丸まると名乗っていた。


　身分は低かったが、叡山に入り仏門で修行を積んだ良源は、生まれ持った才知を花開かせ、めきめきと頭角を現して今では叡山の次期天台座ざ主すの座を窺うかがっている。


　いまだに青年のようでもあり、時には老人のようにも見える。


　年ねん齢れい不ふ詳しようとしか言えない。


　安倍晴明については、もはや説明不要だろう。


　狐神の母と人間の父との間に生まれた、と称しようする陰陽師。


　二人は、仏僧と陰陽師という違ちがう職に就いているが、それぞれが強力な霊力を持ち、同じ仕事をしている者同士だ。


　朝ちよう廷ていの霊的守護者なのだ。


　良源は鬼門封じの要・叡山を担当し、晴明は平安京内部を担当している。


　時折、お互たがいの仕事の状じよう況きようを報告し合う義務がある。


　だが、晴明は良源から距きよ離りをおいているし、良源も晴明を「得体の知れない者」と警けい戒かいしている。


　晴明は藤ふじ原わら左大臣家と繫つながりが深く、良源は同じ藤原家でも右大臣家に繫がっている。


　左大臣家と右大臣家は、朝廷の権力を巡めぐって対立しているのだ。


「晴明。かつて平将門と藤原純すみ友ともはこの叡山にのぼって都を眺めながら意気投合し、関東と西さい国ごくとで同時に反乱軍を率い朝廷を転てん覆ぷくさせようと誓ちかい合ったというが」


「ただの噂うわさ話ばなしだろう」


「将門は『我は王族なり。まさに天子となるべし。お前は藤原氏なり。関かん白ぱくとなるべし』と純友に語ったという」


「ふん。平将門は桓かん武む帝ていの子孫だったからな」


「そして藤原純友は今をときめく藤原家の一族だった」


　かつて、反乱があった。


　東国で、武家である平へい家けの一門・平将門が挙兵し、「新しん皇のう」を名乗って関東を独立王国化しようとした。


　西国では、藤原家の一門・藤原純友が挙兵し、海かい賊ぞく王となって瀬せ戸と内うちの海や朝廷の九州における拠きよ点てん・太だ宰ざい府ふを荒らし回った。


　二人の挙兵はほぼ同時だったため、朝廷も当初はなかなか対処できなかった。


　純友はあと一歩で、平安京になだれこみ朝廷を転覆させる寸前まで行ったのだ。


　今はその二人とも、朝廷軍に倒たおされてこの世の者ではなくなっているという。


　反乱は、失敗した。


　平安京は、守られたのだ。


「二人は関東と西国で軍事蜂ほう起きするにあたり、まず叡山を破は壊かいしたのではないだろうか。もっとも、破壊は完全ではなかった。横川あたりなどは焼け残った。それゆえ、叡山は将門を調ちよう伏ぶくすることができた──」


　ふん、と晴明が小さく笑った。


「良源、わざわざ私を叡山に呼び出した理由は？」


「ここは将門と純友の結盟の場だからな」


「不ふ浄じような女人を叡山に入れたと知れれば、天台座主が遠のくぞ」


「なに、安倍晴明は特別だ。安倍晴明なしに平安京の防衛は不可能だからな」


「坊ぼう主ずらしくないな、貴様は。実に生なま臭ぐさい」


「晴明。私は叡山を復興する」


「ほう。壊こわれたものを、わざわざもとの姿に戻もどそうというのか」


「根本中堂を壮そう大だいな伽が藍らんとして再建し、難なん攻こう不ふ落らくの防衛拠点とする。密教の霊力だけではまだ不足だったのだ」


　良源は、氷のような視線で晴明をにらみつけていた。


「叡山が完かん璧ぺきな鬼門封じの要よう塞さいとなるためには、武力が必要だ」


「武力？」


「将門や純友の圧あつ倒とう的てきな武力を打ち破れたのはなぜか？　ただ叡山の調伏のみの功績ではない。武力も重要な役割を果たした。叡山を完璧な防衛要塞にするには、霊力と武力の両輪が要いると私は思う」


「おい良源。それは武士の仕事だぞ」


「学のない武士など信じられるものか。私利私欲で動く野や蛮ばんなやつらだ、いざとなれば反乱軍に荷か担たんするかもしれぬ。仏法をおさめ道徳を学んだ僧こそが兵士を兼かねるべきなのだ。いわば、僧兵だ」


「僧兵？」


「そうだ。霊力と武力を兼ね備えた存在、僧兵だ。叡山自身が武力を持てば、乱れた世は再び平安となろう」


　仏を目指す坊主が薙刀なぎなたを持って暴れるのか、まさに末法の世だな、と晴明は苦く笑しようした。


「晴明。私は道徳を知らず武力だけに頼たよる武士を台たい頭とうさせるつもりはない。お前たち陰陽師もだ」


「良源。貴様は叡山を独立国家にでもするつもりか」


「違う。私は朝廷の守護者だ。僧兵は、あくまでも将門や純友のような強大な武力に対たい抗こうするためのものだ」


「どうだろうな。なぜ私にそのような話を教える」


「将門と純友の結盟の逸いつ話わにならって、ここにお前を呼んでみた。お前の心に、朝廷に対する反逆心があるかどうかを、見定めるために」


「ほう。見定められたか？」


「……お前は容易に尻尾しつぽをつかません。だが私はお前を疑っている。これは勘かんだ。安倍晴明。将門と純友の乱を陰かげで操あやつっていたのは、お前ではないのか？」


「九きゆう尾びのうちのひとつの尻尾も見えぬか良源。お前の霊力も知れたものだな」


「妖狐め。いずれお前が将門・純友と関かかわっていたという物証をつかんでみせる」


　良源は、猟りよう犬けんのような男だった。


　おのれの任務に対して、異常なほどに忠実で、そして切れ者だ。


　自らの正義を疑うこともない。いや、与あたえられた任務以上のことは、考えない。


　晴明は、ただ静かに笑って、答えなかった。


　言こと霊だまを遣つかうのは、まことに難しい。


　自らの過去をすべて抹まつ消しようすることもまた、難しい。


　そろそろ屋や敷しきに帰りたいな、と思った。


　このような殺さつ伐ばつとした腹の探さぐり合いなどやらなくていい、自分の屋敷に。














「晴明さん！　帰りが遅おそいですわよ！　もう夕ゆう餉げがはじまってしまいますわ！」


　晴明は牛を繫がない牛ぎつ車しやに乗って帰宅するなり、居い候そうろう状態の葵あおいに叱しかりつけられた。


　葵は藤原家左大臣の娘むすめで、帝みかどの意向で光ひかるの許婚いいなずけとなった。


　今をときめく藤原家の姫ひめだ。もちろん都でも屈くつ指しの美少女だが、それにしても乳がでかすぎる。なにを食えばこんなふうに乳だけ育つのだろう、と晴明はいつも不思議でしかたがない。


「晴明さん？　どこをじろじろ見ていますの？　夕餉の時間ですわよ」


「ん？　ああ。光と紫むらさきは戻っているのか」


「賀か茂も川がわで河童かつぱからどなたかを救ったそうですけど、ぴんぴんしていますわ」


「河童が白昼堂々、人を襲おそうのか」


「ええ、ええ。珍めずらしい話ですわね。そんなことより、さあ早く」


「あー。おかえり晴明ちゃん。今日はねえ、河童を目もく撃げきしたのよ！」


　紫が、どや顔で晴明を出で迎むかえてきた。


「晴明おかえり。今日は重要な会議があるって言っていたけど危険はなかった？」


　そして、まだ夕方なのにすでに眠ねむそうな顔をしている光が。


　相変わらず、なんというか、ぼやぼやしている。


　野心など、かけらもない。


　そもそも野心という言葉を知らずに生まれてきたようなところが、光にはあった。


　私の屋敷に戻って来たのだな、と晴明は思った。


　仏の教えなどに救いを見いだしたことはない。


　だが、この屋敷にいて、光たちと雑談をしている時、晴明は救われている。


　ただの人間にとっては、当たり前の日常にすぎない光景。


　それでも晴明にとっては、何にもかえがたい時間だった。


　もちろん。


「なに。ただの退たい屈くつな会議だったさ」


　その想おもいを、素す直なおに言葉にはしてやらないが。
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「というわけで今日の河童の件なんだけど！　この大天才冒ぼう険けん家の紫さまの推理を聞いてくれるかしら？」


「もぐもぐ。やはり霊れい力りよくを回復するには油あぶら揚あげと稲いな荷り寿ず司しに限る。これらは私が考案して料理人たちに調理法を教えてやった料理でな、大豆は身体からだによいのだ」


「はいはい、皆みなさん？　おかわりする方は順番に！　あと紫さんも晴明さんも、食べながらしゃべらない！」


「……騒さわがしいよね、夕餉になるといつも」


　光は、だんだんこの状況に慣れてきている自分がちょっと怖こわかった。


　若い男一人に、女の子が三人。


　しかも三人とも絶世の美少女と言っていい、口さえ開かなければ。


　自分が都中の人々から「好色風流貴族」とかその種のあだ名をつけられて騒がれていることは知っている。


　だが、噂などあまり気にしないことにしている。


　なぜなら問題は噂よりも、目の前の現実だった。


　ほんとうに、騒がしい。


　紫はマシンガンのようにトークし続けているし。


　晴明は油揚げと稲荷寿司を「私のものだ」とお箸はしで守りながら周囲を威い圧あつしているし。


　葵は語っている内容はまあまともなのだが、いちいち声が大きいし。


　しかも。


「光くん？　わたしの鮎あゆをわけてあげるわね。はい、あーんして♪」


「待て。光に餌えさをやるのは飼い主である私の仕事だ。さあ光、ご飯をやろう」


「光さんの食の管理は、許婚であるわたくしの仕事ですわよ！　光さん、たっぷりとお豆を食べて体力をつけるのですわ！　わたくしたちの子供のために！」


「はあ？　誰だれが子供産むのよ、ばっかじゃないの？」


「それはもちろん、このわたくしに決まってますわ、紫さん」


「光くんの赤ちゃんを産むのはわたしよ！」


「子供は子供を産めませんわよ、もう少し成長してからおっしゃれば？　おほほほほ！」


「うぐぐ、ぐぬぬ！　胸なんて飾かざりなのっ！　むっかつくこの乳牛ううううう！」


「光。どうせ豆を食べるなら、油揚げにしたほうがよいぞ。断ればお仕置きだ」


　いつもこうなる。


　光の独どく占せん支配権を巡めぐって、三人は常に仲なか違たがいしている。


　選せん択たく肢しは三つ。





１：紫の鮎をいただく


２：晴明のご飯をいただく


３：葵のお豆をいただく





　正解は！


　誰のおかずを選んでも、アウトだ。


　速そつ攻こうでゲームオーバーだ。


　なので光は、敢あえて無言でお味み噌そ汁しるをすする。


　悟さとり澄すました仏僧のような表情を作って。


　光は問いたい。なぜ毎日の食事タイムが、いつも修しゆ羅ら場ばになるのか。


　心静かに暮らすためには、この三人がもう少し仲良くしてくれないといけない気がする。


　だが。


「葵ちゃん？　光くんのお嫁よめさんはこの紫さまだと千年前から決まってるのよ。証しよう拠このオーパーツだってあるのよ」


「あらあら。王おう派は閥ばつなどと言われてもよくわかりませんわね。いいですか紫さん。わたくしと光さんの婚こん約やくは帝が決めたことですのよ？」


「貴様たち。私の式神を巡って無意味な争いはやめろ。光は私が飼っているのだぞ」


「晴明さんは黙だまっていてくださるっ？　光さんと夫ふう婦ふになるご予定はないのでしょう？」


「そうよ晴明ちゃん。飼い主とお嫁さんは違ちがうのよ？」


「それとも晴明さんも、光さんのお嫁さんになる野望の持ち主なのですかしら？」


「いつもすかしてるけど、晴明ちゃんだって実はあやしいよねー。けっこうわたしたちと同次元で争ってるよね」


「言われてみればそうですわね」


「……そ、そんなわけ、なかろう。なぜ私が自分の式神ごときとっ！」


「じゃ、晴明ちゃんはこの話とは関係ないのね。光くんの保護者なのよね。だったら、わたしとこの乳牛、どっちを光くんのお嫁さんにするか選びなさいよ！」


「いずれにしてもこれで一人うざい敵が消えましたわね紫さん、おーほほほ！」


「……ぐぬぬ。私の屋敷に住み着いておきながら、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな。呪のろってやる。呪ってやるぞ、貴様ら」


「あらあら。わたくしを祝いわってくださるの？」


「呪うのだっ！」


「似たような漢字ですわね」


「ぜんぜん違うぞ！」


　とてもじゃないが、仲良くできそうになかった。


　光は「はあ」とため息をつきながら、お味噌汁を飲み干した。


　平安京の食事は、なんとも塩しお辛からいものが多い。


　干ひ物ものとか。


　保存食系が主流なのだ。


　山の中の盆ぼん地ちだからかなあ、と思う。


　しかも仏教が肉食は悪だと教えているので、貴族として普ふ通つうに暮らしているとなかなか獣けもの肉にくにありつけない。


　牛のサーロインだのハラミだのロースなど、御ご法はつ度と。もってのほか。


　タンなんて、残ざん酷こくすぎるぅ！


　もっとも、貴族の作法などガン無視している晴明の屋敷に暮らしているので、食べたいと言えば調達してもらえるのだけれど。


　しかしもう少し栄養をとらないと、貴族は長生きできないと思う。


　その点、油揚げや稲荷寿司を主食にしている晴明は永遠に生きられそうだね、とも。


　大豆はタンパク質豊富だから、肉をあまり食べない貴族にとっては貴重なタンパク源。


　しかも肉と違ってヘルシー。


　メタボの心配もない。


　二十一世紀では牛乳よりも豆乳！　がトレンドだった。


「それで晴明って大食いなのにすらりと瘦やせていて綺き麗れいな身体のラインを保っているのかなあ……」


　つい、じろじろと晴明の細い手足なんかを眺ながめてしまって、箸で目を刺さされた。


「痛いじゃないか晴明」


「変態じみた視線で私のしなやかな肢し体たいを見るな」


「変態じみてないよ！　晴明は大豆をたくさん食べるからスタイルがいいのかなあ、って感心していたんだよ！　いわば芸術を鑑かん賞しようするようなおごそかな気分でだね」


「すたいる？」


「身体が綺麗だっていう意味」


　ぴこぴこ。


　晴明の頭の狐きつね耳みみが跳はねた。


　かわいい、とときめいたせいで、光の鼻がむずむずしてきた。これは光の癖くせだ。興奮すると鼻がむずむずして、くしゃみが出そうになる。


「ふん。たしかに、ちんちくりんな幼女体型の紫や、牛の妖よう怪かいとしか思えない乳だけでかい葵などよりは、私の身体のほうがはるかに美しいことは言うまでもないがな」


　ぶーぶーと抗こう議ぎする紫と葵を無視して、晴明は得意顔で語り続けた。


「しかし私が綺麗なすたいるとやらを保っているのは、油揚げだけのおかげではないのだぞ、光」


「ふうん」


「乳牛のような下品な身体にならぬよう、陰陽おんみよう道どうの秘術を用もちいているのさ」


「へええ。晴明も乙女おとめなんだね。どういう術？」


「夜な夜な、生まれて二十日以内の新しん鮮せんな人間の赤子をさらって、その肝きもを喰くらうのさ。これが永遠に美少女として生きられる真の秘ひ訣けつさ、ふふふ」


「またまた。噓うそだよね？」


「ほんとうなのだ光。陰陽道を少しでもかじった者にとっては常識なのだぞ。私は今までに八百八人の肝をいただいたぞ」


「そうか。レバーは鉄分が豊富だしね。女の子は鉄分不足気味になることが多いらしいけど、それだけ肝を喰らっていれば鉄分補給はばっちりだよね……っておいっ！　いつまでその適当に思いついた作り話を続けるんだよっ！」


　ちっ、と晴明が舌打ちする。


「なんだ。つまらぬな。噓だとわかっていたのか」


「当たり前じゃないか。僕を怖がらせようとしたんだろうけど、さすがに猟りよう奇き的すぎるよ。どうせならもう少し微び妙みように信しん憑ぴよう性せいのある噓を吐つけよ」


「ふふ。私の噓を見破るとは光クンも成長したものだなあ」


「そりゃ毎日さんざん騙だまされているからね」


「ほんとうは、朝一番に自分の尿にようを飲むのさ。量はひしゃく一いつ杯ぱい分だ。それで身体からだの余分な毒が抜ぬけて若返ることができる。無む駄だな贅ぜい肉にくが綺麗に落ちて、しなやかで美しい肢体を保てるし、お腹なかまわりもすっきりだ。葵も紫も試ためしてみるがよいさ」
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「そうだよね、朝一番の尿療りよう法ほうって実じつ践せんしている女の子けっこういるよねえ、っておいっ！　狐耳の穴の奥まで朝一番のあたたかいゆばりを注ぎこむぞっ！」


「なんという卑ひ猥わいかつ異常な発想。変態だなキミは」


「晴明が振ふったネタだろ？」


　律りち儀ぎに突つっ込んでいる光の横では、紫と葵が、そわそわしている。


「……おしっこ飲めば晴明ちゃんみたいなモデル体型になれるの？　や、やってみようかしら……でも光くんのならともかく、自分のなんて飲みたくないわ……う～ん……」


「まあまあ。わたくし、これ以上胸が膨ふくらむと困りますの。尿をいただくことで、胸の成長を抑おさえられるのであれば……試してみる価値はありますわね……」


「って、二人とも騙されてどうするんだよ？　晴明の悪質な噓に決まっているだろっ！」


「え～？　噓なの？」


「良薬は口に苦にがしと申しますわ。かなり真実味がありましたけど」


「ふふ。噓さ。光の助言を採とり入れて、ぎりぎり実践できそうなところを突いてみた。こんないいかげんな噓でも意外と騙せるものだな」


「晴明ちゃん。実は噓だというのが噓で、ほんとうはその療法って有効なんじゃない？」


「自分の身体から出たものなら、効くような気がしますわね。この胸の成長をそろそろ止めなければ。そのためならどんな療法でもわたくしは試してみたい！」


「葵さん、あきらめて！　紫もまんまと深読みさせられて罠わなに落ちてる！」


「ふふ。人間は真実よりも、自分が信じたい言葉を信じるものなのさ。美しい体型を維い持じしたい、これは乙女の夢だからな」


「晴明、女の子の心の弱点を突くような悪質な噓はどうかと思うよ」


　光はため息をついた。


　晴明の虚きよ言げん癖へきのおかげで、いつも会話がこんがらかって先に進まない。


　何か晴明に話したいことがあったはずなのに、忘れてしまったじゃないか。





　夕ゆう餉げの半ばで、紫が切りだした。


「平安京に、図書館はない？」


　紫は、ちゃんと覚えていたのだ。


「図書館？」


「本をたくさん集めている建物よ。わたしと光くんはとある本を探しているの」


「知らぬな」


　晴明は素知らぬ顔で、油あぶら揚あげを「はむはむ」とかんでいる。


　晴明が食べている姿はどこかハムスターっぽい、と光は発見した。


「わたしと光くんが夢のない現代からこの平安京ワンダーランドに漂ひよう着ちやくした原因は、廃はい神社の祠ほこらで発見した謎なぞの古こ文もん書じよなの！」


　名探たん偵ていモードに突とつ入にゆうした紫が、まくしたてる。


「その古文書は千年くらい昔のものっぽかったわ。書名は『●●物語』。この●●の部分は、光くんが無知で無学でへっぽこだったから読み取れなかったんだけど」


「紫は、『物語』という文字も読めなかったじゃないか」


「いいから話を続けさせて！　わたしがその本を開いた瞬しゆん間かんに、二人とも記き憶おくが飛んで、気がついたら平安京にいたの！　これって謎でしょ！　頂ちよう上じよう袁えん紹しようでしょ！」


「超ちよう常じよう現げん象しよう、な」


「あの神社が祀まつっていた神さまの名前と、あの古文書の書名。この二つの名前を特定できれば、わたしたちが平安京に来ちゃった原因が解けるという予感がするわ！」


「まあね。たぶんね」


「同じ条件を再現すれば、現代に帰ることもできるはずよ！」


　名前は言こと霊だまだってよく晴明ちゃんは言うよね？　晴明ちゃん、わからない？　と紫が晴明の頰ほおをふにふにと突くが、晴明は相変わらず興味なさげに油揚げをもくもくとかじっている。


　だが、お尻しりから飛びだしている尻尾しつぽが、ぶんぶんと揺ゆれていた。


　感情が乱れているな、と光は思った。


　晴明の感情は狐耳と尻尾を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんなところがあるのだが、光は気の流れを見る能力を習得しつつあるせいか、最近では他の女の子の心情を認にん識しきできるスキルまでだんだん身についてきて、「リア充じゆうって気き遣づかいばかりさせられていいことないよね」と苦々しく思っている。


　それに、なぜ晴明が気分を害しているのかまでは、光には読み取れない。


　それだけに、かえって疲つかれる。


「お二人がこの都に来られたのは、晴明さんが式神を召しよう喚かんしたからでしょう？　手て違ちがいがあって、式神のかわりになぜかお二人が」


　葵が目を輝かがやかせながら食いついてきた。


　やんごとなきお姫ひめさまのわりには、好こう奇き心しんがあるというか、冒ぼう険けん好きらしい。


「葵ちゃん。きっと、あの祠にあった古文書が晴明ちゃんの術に呼応したのよ！」


「まあ紫さん。鋭するどい推理ですわ。そうかもしれませんわね」


「あの古文書はとっても古かったから、すでにこの時代の平安京に現物があるかもしれない。そう、大冒険家紫さまは推理したの！　仮に二つの世界が同じ世界だったら、だけど」


「ではその本を発見すれば、紫さんはもとの世界に戻もどれますのね？」


「あの神社が祀っていた神さまも特定しないといけないけど、たぶん帰れるわ！」


　ぱたぱたぱた、と晴明が無言で狐耳をぱたつかせているが、葵には見えない。


　晴明は「空気を読めこのバカ女が」と言いたいらしい。


　だが、なぜ葵に腹を立てているのかまでは、光には読めない。


「そうそう紫さん。この都に、書物を収集している学者がおりますわよ」


「学者？」


「あのお方のお屋や敷しきになら、もしかしたらその問題の本があるかもしれませんわねえ」


「えええ？　誰だれだれ？　教えて！」


「惟これ宗むねの允ただ亮すけという人で、明みよう法ぼう道どうの大家ですわ。天下の生き字引と称しようされるほど大量の本を集めて、すべて読破しておられるそうですわよ」


　ぶんぶんぶん、と晴明の尻尾が激しく回転しはじめた。


　葵にはもちろん見えない。


「明法道ってなに、葵ちゃん」


「法律を学ぶ学問ですわ。しかし惟宗允亮さんは法律だけでなく、古今東西のあらゆる知識を集めておられるそうですから」


「陰陽道や神社関係の本もいっぱい持ってるかしら？」


「もちろんですわ」


「よし、行くわよ！　光くん、急ぎなさい！　出発するわ！」


　もうすぐ夜だよ、またこんどにしよう、と光が諫いさめる。


「昼間は比ひ較かく的てき安全だけどさ、夜の都は物ものの怪けが跋ばつ扈こするんだよ？」


「光くんがいれば問題ないわよ」


「わたくしも行きたいですわね！　世紀の大学者、惟宗允亮さんの蔵書をいちど拝見してみたいものですわ！　尿を飲まずに胸だけこのままで都合良く瘦やせる方法がわかるかもしれませんもの！」


　ただでさえ騒さわがしい紫にくわえて葵までついてきたら、収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうだった。


　光は二人を制して、立ちあがった。


「……僕が一人で行ってくるよ」


「えええ？　どうしてよ？」


「行きたいですわ」


「僕一人で行くのがいちばん安全なんだよ。晴明はついてこないだろうしね」


　しぶる二人を「まあまあ」となだめながら、光は出発準備をはじめた。


　晴明は、なぜか「ふんっ」と拗すねてそっぽを向いている。


　誘さそったほうがよかったかなあ、と光は後こう悔かいして、


「晴明も来る？」


　と声をかけたが、


「いやだ。なぜ私がそのようなところに行かねばならぬのだ」


　とあっさり断られてしまったのだった。


　耳の跳はね具合を見ると、ほんとうに行きたくないらしい。


「光。学者の屋敷になど行かぬほうがいいぞ。大量の言霊を溜ため込んでいる危険な場所なのだからな。私などは惟宗の屋敷の前を通りかかっただけで立ちくらみがする」


　忠告までされてしまった。


　本気で心配してくれているらしい。


「キミはまだ式神としては半人前だ。妙みようなものに憑つかれるかもしれんぞ」


「ありがとう晴明。危なそうだったら、すぐに切りあげてくるよ。だいじょうぶ」


　光が牛車に乗って出発する際も、晴明は心配そうに光の顔を見つめていた。
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　光が乗っている牛車には、ちゃんと牛が繫つながっている。


　西にしの洞とう院いん大おお路じをまったりと南へ進みながら、「もー」と鳴いている。


　晴明が操あやつる例の牛抜ぬきの牛車は、晴明がいなければうまく動かせない。


　惟宗允亮の屋敷に到とう着ちやくした頃ころには、すでに深夜になっていた。


「いくらなんでも非常識だったかなあ」


　少し後悔しながら惟宗允亮の屋敷内に通された光は、目を疑った。


　広大な建物の壁かべという壁が、本ほん棚だなで覆おおいつくされている。


　むろん、本棚にはびっしりと書物が詰つめ込まれていて、隙すき間まがない。


「これが平安京を代表する大学者のお宅かあ。さすがだなあ」


　それだけではない。


　やけに廊ろう下かが長く、曲がりくねっていて、まるで迷めい路ろだった。


　本の迷宮の中を歩かされた光は、やがて一室に通された。


　やはり、壁の全面が本に埋うめつくされている部屋だった。


　そこには、筆を持って書き物をしながら、一人の少女が待っていた。


　金色の長い髪かみ。


　大きな垂れ目。


「ようこそ源げん氏じの君。惟宗允亮の娘むすめです。父は病やまいで臥ふせっているんです。わたしがかわりに」


「って、きみは……六ろく条じようさん！」


「源氏の君、こんばんは。ふふっ」


　六ろく条じようの御み息やす所どころこと、六条さんだった。


　賀茂川で河童かつぱに襲おそわれているところを助けたばかりの少女である。


「六条さんが、惟宗さんの娘さんだったなんて。知らなかったよ。驚おどろいたなあ」


「ふふ。わたしも驚いたわ。これも前世からの縁えにしというものかもしれないわね」


「前世ねえ」


　六条さんの話し方も砕くだけて、二人は古くからの親友のような口調で語り合った。


　どこが面めん倒どう臭くさい人なんだよ、藤原くんが女性を見る目もしれたものだったなあ、と光は思った。


「書物を探しているとか？」


「そうなんだよ」


　光は、六条さんの前に座ると、自分と紫にまつわる事情を語った。


　六条さんは微笑ほほえみながら、荒こう唐とう無む稽けいとも思える光の身の上話を聞いてくれた。


　聞き上手だ。なにを聞いても表情を崩くずさず、常に優やさしげに微笑んでくれていて、そして時々「へえ」とか「えええ」とか本気で相づちを打ってくれる。


　六条さんが相手なら光はいくらでも話せそうだった。


「その紫という人は源氏の君の妹さんなの？」


「うん、まあ妹だね。紫は冒険好きでね、何度も危険な目に遭あってきたのに懲こりてないんだよなあ。それでこうして平安京に」


　本が原因でこの世界に飛ばされてきたって、とても楽しそうなお話ね、と六条さんが好奇心に満ちた目を輝かせる。


「父も私も本の虫なの。書物ならこの屋敷にいくらでもあるわ。今から問題の『●●物語』を一いつ緒しよに探しましょう」


「でも、もう夜だけど……いいの？」


「うん。離はなれで寝ねている父を起こさないように気をつけてくれれば、特に問題ないわ」


「ヘンな噂うわさが立つよ。光源氏が六条さんのお屋敷に一いつ泊ぱくした……なんて言われたら六条さんに迷めい惑わくだよ」


「わたしは噂なんて気にしないわ。私は宮みや仕づかえしていた頃、規律を破った兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みやを棒で叩たたいたのよ？」


「そういえば、そんな話を藤原くんから聞いたな」


「こう見えても、わたしはしっかりしているの。父が病で寝たきりなので、わたしが家を支えているんだから」


　ありがとう六条さん、と光は礼を言いながら立ちあがり、捜そう索さくを開始した。


「手がかりは『●●物語』という書名だけなんだ。●●のところにはどんな文字が入っていたのか、わからない。現代人の僕には読めなかった」


「ふふ。千年後の未来では、文字の書き方が変わってしまっているのね」


「そうなんだよ。平安時代の文章は、僕にとっては暗号だよ。文字じたい達筆すぎて読めないし、文章そのものもさっぱりだ。しゃべり言葉はたいして変わらないのに、書き言葉は暗号そのもの。妙だよね」


「だって、しゃべり言葉と書き言葉は違うもの。最近では、ひらがなが発明されたから書き言葉も多少はしゃべり言葉に近づいてきたけれど、もともと書き言葉は漢文調だもの」


　六条さんが書いていた文章をちらり、と覗のぞきこんでみた。やはり読めない。


「すごいね。六条さん、達筆だね。なにを書いているの？」


「いろいろよ。日記とか。物語とか。ただの愚ぐ痴ちとかね。もっとも、人の悪口は書かないことにしているの。言こと霊だまが呪しゆになってしまったら、たいへんだから。ふふっ」


「言霊が、呪に……」


「そう。わたしが書いた文章は、強力な言霊を秘ひめているみたいなの。だから書き物をする際には、呪を生まれさせないように注意しないといけないの」


　ふう、と六条さんが困ったようにため息をついてみせた。


「だったらなにも書かなければいいんだけれど、わたし、文章を書くのが大好きだから。ふふ」


「六条さんが書いている文章を読めたらいいのになあ。僕の世界では、しゃべりも書き言葉も完全に同じだったんだよ」


「そうなの？　そういう文章はわたし、読んだことがないわ。面おも白しろそうね……きゃっ？」


「あっ」


　爪つま先さきだちしながらお互たがいに本棚の上の方をまさぐっているうちに、肩かたが触ふれあってしまって、思わずどちらからともなく「ごめんなさい！」と飛び退のいてしまった。


「ご、ご、ごめん！」


「う、ううん。わたしのほうこそ大声を出しちゃって、ごめんね」


　父が目覚めなければいいけど、と六条さんがかぼそい声を漏もらした。


　どこかふと悲しげな表情になった六条さんの横顔に、光はどきりとした。


　六条さんは兵部[image: ]宮事件のために才女とか面倒臭いとか言われて敬遠されているようだが、実際に会ってみるとこんなにも優しくてはかなげな女の子だった。


　それに、どういうわけか平安貴族なのに外国人の血をひいているらしい。髪の色や瞳ひとみの色を見ればわかる。


　もしかしたらそのことが、六条さんが敬遠される理由のひとつなのかもしれない。


　光も、髪の毛が茶色いために学校ではよくいじめられたりした。


　二人は似ていた。


　どこか、他人とは思えない。


「あの……源氏の君？　わたしの顔になにかついてるかな？」


「あ。ごめん。ぼーっとしちゃった」


　お互いに、気き恥はずかしくなって視線を逸そらし合ってしまった。


　もう、夜中である。


　六条さんの従者はみんな仕事を終えて寝たり帰宅したりで姿がみえないし、父である惟宗允亮は離れで寝ているという。


　周囲に人ひと影かげは見当たらない。


　この狭せまい部屋に、二人きりだ。


　光も六条さんも同時にそのことに気づいたらしく、どんどん頰ほおが赤くなってきた。


「……ええと。その。問題の本が見つかれば、それで帰り道は見つかるのかしら？」


「いや。そもそもこの世界が僕たちの世界の過去にあたるのか、異世界なのか、そこもつきとめないといけないしね。それに」


「それに？」


「古こ文もん書じよがあった廃はい神社だよ。あの神社で祀まつっている神さまの名前もつきとめたい」


「神さまの名前。たしかに言霊の中でも、もっとも重要なものね」


「晴明と同じようなことを言うなあ」


「だって常識だもの。平安京という名前だって、言霊なのよ。かつて長なが岡おか京きようを捨ててこの地に遷せん都とした桓かん武む帝ていは、怨おん霊りようの祟たたりから逃のがれて平安に暮らしたい、と真しん剣けんに祈いのっていたんだと思うわ」


「だから、平安京、か。桓武帝はなにをそんなに怖おそれていたのかな」


「弟の早さわ良ら親しん王のうを怖れていたの」


「弟？」


「桓武帝が即そく位いした時に、次の帝みかどは弟の早良親王、と定められたの」


「そうなんだ。でも人情としては弟じゃなくて、自分の子供に位を継つがせたくなるよね」


「ええ。だから桓武帝は早良親王に罪を被かぶせて左遷したの。淡あわ路じに島流しにしようとしたんだって」


「うわあ。よくある話だね……」


「早良親王は淡路に流される途と中ちゆうで無実を訴うつたえながら死んでしまったんだって。それから桓武帝の周辺で次々と祟りが起きたのね。家族がたくさん亡なくなり、疫えき病びようが流行し、都は壊かい滅めつ状態に」


「それで平安京に遷都を？」


「そう。陰陽おんみよう道どうの思想に基もとづいて怨霊の祟りを防ぐ都として新たに設計された平安京に」


「その頃から、陰陽師が活かつ躍やくするようになったのかな」


「同時に、早良親王を御ご霊りようとして祀る神社をたくさん建てたのよ」


　御霊。平安京に来てから、たびたび耳にする言葉だ。


「晴明も時々口にするけど、御霊ってなに？」


「祟り神である怨霊を、逆に朝ちよう廷ていを守ってくれる守護神として神社に祀ったものが御霊」


「都合がいいなあ」


「でも、神さまってそういうものでしょう？」


　僕は神さまになったことがないからよくわからないな、と光は思った。


「もっとも、藤原家の陰いん謀ぼうで九きゆう州しゆうの太だ宰ざい府ふに左遷されて亡くなった菅すが原わらの道みち真ざね公は、まだ御霊になりきっていないみたいだけれどね」


「御霊になりきっていない？」


「なにしろ平安京はじまって以来の大怨霊だものね」


「ふうん。菅原道真は、僕の世界では、温和な学問の神さまだったけどね」


「じゃあ、さすがの道真公も千年後には鎮しずまっているんだね、ふふ」


　まあ要するに神社と言っても、どの神さまをお祀りしているかでまるで別のものなんだよね、と六条さんが苦笑いした。


「そうなんだよな。晴明が式神を召しよう喚かんした際に、なぜ僕たちが呼ばれてしまったのか。たぶん、本だけでなくあの神社そのものにも謎なぞを解く鍵かぎがある」


「神社の主神をつきとめるための手がかりはある？」


「……ううん……それが……紫とノリツッコミの応おう酬しゆうをしていたせいで、神社そのものに関する記き憶おくが定さだかじゃないんだよな」


　僕の世界では、神社って気をもらいにいくパワースポットだったり、縁えん結むすびの祈き願がんをしにいく観光名所だったりで、誰だれが何のためにどんな神さまを祀っているかなんてあまり気にかけなかったからね、と光が肩をすくめた。


「まあそれが現代という世界なんだよ」


「源氏の君。平安京の貴族はそれぞれの家に氏うじ神がみを持っているのよ。家と氏神とは切り離せない関係なの」


「物ものの怪けや怨霊がはびこってる魔ま都とだからね。河童かつぱも出てくるし」


　そのおかげで源氏の君とこうして友達になれたけどね、と六条さんははにかみながら微笑んでいる。笑うと、ますます目が垂れる。


　この笑顔はかわいすぎるな……僕の理性がどうにかなってしまいそうだ。ダメだ。こんな時こそ「心静かに」という僕の主義を貫つらぬくべきだ。


　光はけんめいに、理性を保とうと努力している。


　まずは聞きかじりの般はん若にや心しん経きようを唱えてみたが、無む駄だだった。


　次に念仏。これもダメだ。


　それじゃお題目。ぜんぜん効かない。


　しかたなく、晴明の呪じゆ符ふ攻こう撃げき、葵の弓矢攻撃、そして紫の合気道コンボを連想してみた。


　これは効いた。


　悲しすぎるほどに。


　僕は彼女たちに調教されている、と光は思った。


「そ、そうだ。河童はどうして六条さんを襲おそったんだろう？」


「えっ？」


「きみに直接聞け、と河童の大将が言っていた」


「うーん。この家の先祖が、河童と浅からぬ因いん縁ねんがあったらしいわ」


「惟宗家の先祖？」


「そう。これは秘密なんだけど……異世界から来たあなたになら、教えてもいいかな？　こちらの部屋に来て、源氏の君」





　六条さんに、薄うす暗ぐらい別室に通された。


　そこは書庫ではなかった。


　祭さい壇だんの上にともされた蠟ろう燭そくの光がかろうじて室内をうっすらと照らし出していた──そこに飾かざられていたものは。


「これは。仏像じゃない。十じゆう字じ架かだ！」


　光は「信じられない」と自分の目を疑った。


　平安京の貴族の屋や敷しきに、どうして十字架が？


「キリスト教がすでに平安時代に伝来していたなんて、僕が教わってきた歴史と違ちがう」


「きりすと教という言葉は初耳ね。わたしたち惟宗家の人間は、景けい教きようって呼んでいるわ」


「景教？」


「惟宗家の先祖は渡と来らい人じんなの。気が遠くなるような西方の世界から。遠い遠い沙さ漠ばくの彼方かなたから来た民族なのよ」


　六条さんの言葉が、信じられる。


　この碧あおい目、金色の髪かみ、白い肌はだ。


　すでに日本人の血も濃こくなっているから、完全な外国人には見えないけれど、それでも六条さんは異い邦ほう人じんだ。


　光がそうであるのと同じに。


「わたしの先祖の一族は西方世界から景教をたずさえて、この東の島国に辿たどり着き、今の平安京のあたりに土着したの。桓武天皇が早良親王の怨霊を怖れて遷都を計画した際に、この地に都を誘ゆう致ちしたのね」


「そうなのか。途方もない話に聞こえるけど。僕は、平安京の信しん仰こうは仏教一色だとばかり思ってたよ」


「あら。仏教も景教もどちらも海の向こうからわたってきたものでしょう？」


　言われてみれば、その通りだ。


「仏教徒の勢力と、この国にもともとあった神々を信仰する勢力は、戦争まで起こしていがみあったというわ。でも、わたしの先祖は景教を広めなかった。この国の神々の世界に溶とけ込んで、公おおやけにはこの国に合わせた氏神を祀りながら、こうしてひっそりと一族の中だけで景教の神を祀ってきたの」


　だから結局、仏教が勝っちゃったんだけどね、と六条さんが舌を出して苦く笑しようしてみせた。


「わたしの一族は伝統的に争いごとが苦手な学がく者しや肌はだの人が多かったの。景教が争いを禁じているからかなあ。父もそうだし、わたし自身もそう」


　その瞳に、光は思わず吸い込まれてしまう。


「だから平安京の建設に尽じん力りよくしたはずの一族が、今ではすっかり忘れ去られて過去の存在になってしまったわけ。父はその学識で異例の出世を遂とげて『次に藤原家に左遷されるものは安倍晴明か惟宗允亮か？』って噂うわさされるほど身分違いに偉えらくなったけど、一族の多くは地方へくだってしまった」


「もともとは藤原家なんかよりもすごく強力な一族だったんだ……」


「そう。もうみんな忘れちゃったけどね。惟宗家は過去の存在。歴史の闇やみの中に静かに消えゆくのを待つばかり」


「……六条さん」


「気にしないで。わたしだって父から教わった昔話をしてみただけで、ぜんぜん実感ないもの。ふふっ」


　河童とはどういう縁えんが？　と光は緊きん張ちようしながら聞いてみた、が、六条さんは相変わらず苦笑して「それが、実は昔のことすぎてわからないの。ごめんね」と謝ってきた。


「ほんとうはね。なんとなく、この部屋をあなたに見てもらいたくなっただけなの」


「そうか。教えてくれてありがとう。景教のことは誰にも言わないよ」


「うんうん。源氏の君とわたしだけの秘密ね」


　六条さんと、秘密を共有した。


　光の心臓の鼓こ動どうが高鳴ってきた。鼻が、むずがゆい。


「景教の書には、こういう言葉があるの。『初はじめに言ことばがあった。言は神と共にあった。言は神であった』──この世界は、神が言こと霊だまによって作った世界だというのね」


「聞いたことがあるな。聖書の言葉かな」


「混こん沌とんの中にこの世界を成立させている力の根源は、言霊。言葉の中に、神が宿る。これって今の平安京にふさわしい考え方かも。陰陽師さんなら、それが呪しゆだ、って言いそうじゃない？　ふふっ」


　完全に、意識してしまっている。


　胸の奥が、甘酸っぱい。


　僕は平安京に召喚された謎を解くための調査に来ているんだ、決して六条さんとデートしに来たわけでは……ああ、でも、リア充じゆうってもしかして毎日こういう甘酸っぱい思いを味わっているんだろうか？　だとしたら、心静かに暮らすというポリシーは忘れてもいいかもしれない。


「ろ、六条さん。念のため質問。惟宗家のご先祖が公に祀まつっている氏神は？」


　六条さんは、にへら、とまた笑え顔がおになった。


「いくつかあるけれど、有名なのは伏ふし見み稲いな荷り大社の稲荷神かな」


　稲荷神かあ。実にわかりやすい。現代でもメジャーだし。


　待てよ？


　光は、奇き妙みような符ふ合ごうに、気づいた。


「……稲荷……？」


　稲荷といえば、狐きつね神がみ。狐神といえば晴明。


　狐の好物と言われ、現代の稲荷神社に必ずお供え物としておかれている油あぶら揚あげと稲荷寿ず司しを発明したのも私だと晴明は言っている。真っ赤な噓うそかもしれないけれど。


　なぜか晴明は稲荷神社を嫌きらっているけれど。


　そして、その、晴明と縁が深い稲荷神社を建てたのが、六条さんと惟宗家のご先祖。


　この符合には、何か意味があるのではないだろうか？


「まあ、ただの偶ぐう然ぜんかな」


　このまま妄もう想そうをたくましくしていくと紫の大好物のひとつ・トンデモ歴史推理ワールドに踏ふみ込んでしまいそうだったので、光はそこで考えるのをやめた。


　だいたい晴明の言葉は噓の含がん有ゆう率が高いし。


　その時。





「いったい誰と話をしているんだ！」





　しわがれた老人の怒ど鳴なり声が、遠くからかすかに聞こえてきた。


「いけない。父が起きちゃったみたい。叱しかられちゃう」


　六条さんが首をすくめた。


「父は優やさしい人なんだけれど、男女交際には異常に厳きびしい人なの。宮みや仕づかえをやめろと言いだしたのも、帝みかどのお手がついたら、わたしが藤原家に憎にくまれて苦労することになると思いこんでいたためで」


「そうなんだ。ごめんね」


　こんなにかわいい娘むすめを持ってしまったら、そうなるのも当然かもしれない、と光は思った。


「源氏の君。わが家には、まだまだ書物はたくさんあるから。見つかるまで探そうね」


「そうだね」


「また来てくれる？」


「もちろん。ほんとうにありがとう、六条さん。なんだか、故郷に帰ってきたみたいな気持ちになれたよ」


「……そんなこと真顔で言われると、照れるなあ」


「ずっと遠くの世界から来た者同士だからかな。髪の色が同じだもんね、僕たちは」


「源氏の君」


　六条さんの目が潤うるんだ。だが、部屋の中が薄暗くて光には見えていない。


「わたしは今は、宮仕えしていないから。父の介かい護ごと書き物くらいしかすることがないから。だから、必ず来てね」


　光は「必ず」と、約束した。


　呪が、生まれた。


　光はまだ、気づいていない。


　もっとも──。


　気づこうにも、この呪が生まれた直後に、あのかしましい三人が突とつ撃げきしてきたのだから、誰だれも光を責められない。





「光。私の許可も得ずによくも女といちゃいちゃしていられるものだ。これはお仕置きだな」


「光くん、裏切ったわね！　平安京の謎なぞを暴あばくとか言っておきながら、実は浮うわ気きしていたのね！　噓と浮気と裏切りを重ねるだなんて、最悪だわ！」


「まあまあ光さん。許婚いいなずけたるわたくしの面目は丸まる潰つぶれ。射い殺ころさせてもらいますわよ」





　ちょ。どうしてこの三人がこの屋敷に押しかけてきているんだ。


　悪夢に違いない。きっとそうだ。幻げん覚かくだ。心静かな境地を手に入れつつある僕に、「騒さわがしい暮らしに戻もどってこい」とばかりに最後の試練が襲おそいかかってきたんだ。


　光は立ちくらみがした。


　しかしこれは現実である。


　しかも。


「源氏の君？　このお三方はどなたたちかしら？」


　……六条さんの笑顔の裏にちらりと般はん若にやの面のようなものが見えた気がした。


　明らかに、今までの無む垢くで清純な笑顔とは、別物。


　光は返答につまった。


「僕を飼っているご主人さまと、僕と将来を誓ちかい合っていると思いこんでいる幼なじみと、おっぱいが大きい僕の許婚です」


　とは言いにくい、ただならぬものが六条さんの細い身体からだの周囲に溢あふれ出していた。


　ああ。六条さんの屋敷に、晴明、紫、葵の三人が押しかけてくることなど、いったい誰が予想しえたであろうか。


「帰りが遅おそいと思って心配して来てやったら、もうこれだ」


「学者さんの屋敷を訪問して古こ文もん書じよを探すんじゃなかったの、光くん」


「さすがは都でいちばんの風流人・光源氏さん！　まさに外げ道どうですわね！」


　どうすればいいんだ。


　どうすれば。


　今、光は困こん惑わくしている。


「ここはたしかに大学者・惟宗さんのお屋や敷しきだよ。こちらの女の子は、惟宗さんの娘さんで、ええと」


「六条御息所です」


　六条さんのほんわりとした笑顔が、三人のかしましい夜や叉しやのこめかみを直撃した。


　ぴきーん。


「……ほう……平安京随ずい一いちの才女、六条御息所か。たまたま私たちを押しとどめて強ごう引いんに一人で夜にたずねた屋敷に、このような金きん髪ぱつの美少女がいたというのか。ずいぶんとよくできた話だな」


「まあ。この方がわたくしの兄が光さん相手に噂していた、あの六条さんですのっ？」


「ふぅ～ん。光くん。わたしに黙だまって、こんなガ～ルフッレェ～ンドを作っていたの～」


　もう、心静かな境地など、維い持じできようはずもない。


　目の前に、三人の修しゆ羅ら。


　六条さんも、般若のごとき黒い気を発している。


「ああ。人はこのような時に、神仏に祈いのるのだなあ。僕はもう出家してしまいたい」


　光は、一心不乱に祈った。


　唱えた。


　最近、お坊ぼうさんに教わった偉い大だいなる経きよう文もんを唱えた！


　ああ釈しやく尊そんよ！　修羅どもより無実の僕を守りたまえ！


　摩ま訶か！（まか！）


　照しよう見けん！（僕は気づいた！）


　五ご蘊うん皆かい空くう！（この肉体も精神も幻想であり、実体はないと！）


　度ど一いつ切さい苦く厄やく！（やった僕は一切の苦しみから解放された！）


　色しき即そく是ぜ空くう！（この世界には実体はなく！）


　空くう即そく是ぜ色しき！（実体がないからこそ存在できるのだ！）


　羯ぎや諦てい！　羯諦！　波は羅ら羯諦！（これぞ悟さとりだあああ！　うわああああ!!）


「ごまかすな！　いきなり般若心経を唱えるな、このバカものが！」


「なにもかもが幻想なら、わたしの攻こう撃げきも幻想なのよね？　じゃあ光くんをボコボコにしても幻想なんだから文句ないわよね？」


「さすがは『空』の属性持ちですわね光さん。その若さで悟りをお開きになっただなんて。でもお仕置きは実行させていただきますわよ」


　来た……！


　でも、一切は空なんだ、あらゆるものに実体はない、だから問題ない……はず。


　びびびび。


　晴明が、額に護ご符ふを貼はり付けてきて、光の全身に電撃を流した。


　ばきばきばき。


　葵は、「きいい」と金切り声を発しながら弓で殴なぐってくる。


　ぶんっ、ごんっ、どすうううん。


　そして紫は、得意の合気道コンボ技わざで、光の身体を軽々と持ち上げて後頭部から床ゆかに叩たたき付ける。


　これぞ、お仕置きの輪りん廻ね。


　ああ……この三連弾だん攻撃を僕は最近、どれだけ喰くらってきただろうか。


　光は目から星を飛ばしながら、新たなる悟りをここに悟った。


「いってええええええええ！　やっぱり、一切は空だとか、噓うそ八はつ百ぴやくじゃないか！」


　一周回って、もとに戻っただけだった。


「やめてください。あなたたちはいったい」


　六条さんが、床に倒たおれ込んだ光をかばって抱だきしめたから、三人の修羅・羅ら刹せつ・悪あつ鬼きはますます怒いかりの炎ほのおに身を焦こがした。


「私は安倍晴明。そやつのご主人さまだ！」


「わたしは紫。光くんと将来を誓った運命の天才美少女よ！」


「わたくしは藤原左大臣家のやんごとなき姫ひめ・葵ですわ。光さんの許婚ですのよ」


「……左大臣家……藤原家……の姫、ですって？」


　六条さんセンサーは、三人のうち、葵にロックオンされたらしい。


　あの優しい六条さんが、葵さんをにらんでいる！


　光はいったいなにが起きているのか、にわかには信じがたかった。


「藤原家の姫は帝に嫁とつぐものと思っていたわ。源氏の君にまで触しよく手しゆを伸のばすなんて、藤原家ってほんとうに強欲なのね」


「あらあら。致いたし方かたありませんわ、父の命令ですもの！」


「そこまでして権力がほしいのかしら、藤原家の皆みなさんは。いつもいつも娘を政略の道具にして」


「わたくしは権力のために光さんと許婚になったのではありませんわ！　このお方はわたくしがいないとダメなんですの！」


「……わたし、藤原家は好きじゃないの。学問の力も言こと霊だまの力も養わずに、ただ、娘を入内じゆだいさせてその身体で帝てい室しつから権力を奪うばい取っていく。下げ劣れつな一族だわ」


　ひぃ、愛らしい笑え顔がおでなんて黒いことを言うんですか六条さん！


　光は思わず目をふさいだ。


「まあまあ。惟宗家が学問以外にとりえのない斜しや陽ようの一族だからって、そのような物言いはいかがなものかしら六条さん？」


「そういうふうに他人を見下すから藤原家の姫が嫌きらいなの、わたし」


「あなたは宮仕えしていながら帝のお手がつかず、今はお屋敷に引きこもって嫁ぎもせずに学問三ざん昧まいだそうですわね。女としての魅み力りよくに欠けるもののひがみですわね、おーほほほ」


「なんですって？　わたしは貴人にみそめられればそれが女の幸せだと思いこんでいるあなたたちバカな姫とは違ちがう！　わたしはわたし自身の意思で生きているわ！」


「あらあら。花の命は短いですわよ六条さん。今はこのわたくしに匹ひつ敵てきする美び貌ぼうの持ち主ともてはやされていても、たちまち蜘く蛛もの巣すが張りますわよ。それに」


「それに？」


「わたくしが光さんにみそめられたのではありませんわ。わたくしが光さんをみそめたのですわ！　そこを誤解していただいては困りますわねっ！」
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　そこからついに、つかみ合いのケンカに発展した。


　華か麗れいに着き飾かざった平安美少女同士の乱らん闘とうだ。


　雅みやびとはほど遠い仁義なき戦いが、今、光の目の前で展開している。


「よせ。落ち着け二人とも。あさましい」


「ひええ。葵ちゃんも六条ちゃんも、なにも乱闘しなくてもいいのに」


　晴明と紫が止めに入らなければならないほど、二人の戦いは神話伝説クラスのハードなものとなった。


「……六条さんが……六条さんが……三人の羅刹に、心を侵しん食しよくされていく……」


　光はもう、失神寸前。倒れたまま、口から泡あわを吹ふいている。


　この騒さわぎを、離はなれで寝ねている六条さんの父・惟宗允亮が聞き逃のがすはずがない。





「いったいなにを騒いでいるのだ！　娘むすめに夜よ這ばいをかけてきた輩やからがおるな！　斬きり捨ててやろうぞ！」





　天地が割れんばかりの怒ど声せい。


　六条さんの顔色が、さあっ、と青ざめていた。


　歯がかちかちと鳴っている。


「……いけない。父がこっちに来ちゃう。太た刀ちを抜ぬいて襲おそってくるわ」


「なんだって？　どれだけ厳しいお父さんなんだ」


「源氏の君。皆さんも、早く屋敷の外に！」


「まあまあ。学問ばかりしているから、ちょっと非常識になっているのですわね。今をときめく憎にっくき藤原家の姫がここにいると知れたらたいへんですわ」


「逃にげましょう、光くん。わたしは物ものの怪けは好きだけど怖こわい人間のおじさんは苦手なの」


　ぴこぴこ。


　離れから聞こえてくる惟宗允亮の怒声を聞いていた晴明の頭の狐きつね耳みみが、妙みような跳はね方をした。


　痙けい攣れんしているかのような不自然な動きだった。


「ふうむ。ただならぬ妖よう気き……君子危あやうきに近寄らず」


「妖気？　またまた晴明、僕を担かつごうたってそうはいかないよ」


「光、命が惜おしいなら二度とこの屋敷をおとずれぬことだな」


「え？」


「アホづらをするな。この屋敷をたずねることを禁止すると言っているのだよ、光クン」


「噓うそだよね？」


「噓ではない。この私がキミに噓を吐ついたことなどいちどでもあったか？」


「噓の五ご重じゆうの塔とうの頂上にまたひとつ噓を積み重ねたじゃないか、たった今」


「いいから、行くぞ」


　晴明は、しぶる光を追い立てて門の外へと連れだしていった。


　そうこうしている間にも、惟宗允亮の叫さけび声はどんどん接近してくる。


　紫、そして「この決着はいずれつけますわよ！」と咆ほう哮こうする葵も、晴明に続いた。


　残された六条さんは、呆ぼう然ぜんと、晴明の言葉を繰くり返すのだった。





「……屋敷をたずねることを、禁止……」
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「どうして六条さんの屋や敷しきをたずねちゃいけないんだよ晴明。まだ問題の古こ文もん書じよは見つかってないんだよ？」


「あの惟宗允亮という男の声、異様な邪じや気きを漂ただよわせていた。近寄らぬが吉きちさ」


「お父さんは病やまいで臥ふせっているって六条さんが言っていたよ。病のせいで気が滅め入いっていらいらしているだけだよ」


「そうかな。私はもっと禍まが々まがしい気を感じたのだがな」


「六条さんのお父さんが物の怪に憑つかれているとでも？」


「ならまだいいが。そうでもない気がする」


「なんだよ。要は、僕が六条さんの屋敷に行くのがいやだってことだね晴明」


「そ、そういうことを言っているのではないぞ！　調子に乗るな光！」


　牛抜ぬきの牛ぎつ車しやに乗った四人が、一いち条じよう戻もどり橋近くにある晴明の屋敷へと戻る途と中ちゆう。


　牛車内で、晴明と光は口論になった。


「六条さんだってお父さんをそんなふうに言われたらかわいそうだよ」


「言霊を操あやつる学者とは剣けん呑のんなものだぞ。平安京はじまって以来の天才学者・菅原道真は、この国最大最強の祟たたり神となった。菅原道真亡なきあと、久々に高貴でない家いえ柄がらから学問の力で異例の出世を遂とげた人物があの惟宗允亮さ」


　惟宗允亮はいわば菅原道真二世といったところだな、と晴明。


「菅原道真は、藤原家に妬ねたまれて左さ遷せんされたから怨おん霊りようになったんだろう？　学問が悪いわけじゃないと思うけどね」


　葵が「まあまあ」と光の頰ほおをつねってきた。ぎゅうううう。細身なのに相変わらずすごい力だ。


「ひててててて」


「ずいぶんと六条さんに甘いですわね、光さん？　わが藤原家が悪いとおっしゃるの？」


「そうは言ってないよ。ただ、菅原道真さんが大怨霊になるほどの恨うらみを抱いだいたからには、恨みを抱かせたほうにも一因はあるんじゃないかって……それだけだよ」


「きっといろいろな事情があったのですわ。わたくしは当時まだ生まれていませんでしたから、わかりませんけど」


　紫が「う～ん、ミステリ～ぃ！」とツインテールの尻尾しつぽを揺ゆらしながらヘンな声をあげた。


「菅原道真って天神さまのことよね？　太だ宰ざい府ふ天満宮や北野天満宮に祀まつられている、学問の神の天神さま。どうして天神さまが怨霊だなんて話になってるの？」


　言霊を操る学者は怨霊になりやすいのさ、と晴明が薄うすい笑いを浮うかべた。


「六条さんの先祖は平安京に都を誘ゆう致ちした強力な豪ごう族ぞくだったけど、いつの間にか藤原家の陰かげに埋うもれてしまったそうだよ。どうして藤原家とそれほどの差がついたんだろう」


「部屋にこもって書物ばかり読んでいたからですわ、光さん」


「もしかして藤原家に暗殺されまくったんじゃないかしら？　これは陰いん謀ぼうよ光くん！」


「光。形あるものはいずれ壊こわれる。いかなる一族もいずれは衰すい退たいするさ。彼女の一族だけが不運なわけではない」


「でも晴明。一族の繁はん栄えいや衰退が永遠のものではないとしても、こうなった理由はあるだろう」


「用もちいる武器が違ったのさ」


　晴明は、惟宗家にも藤原家にもこだわりがないらしい。


「光。惟宗家は言霊を武器にした家だからこそ、衰退したのだよ」


　ゆらゆらと牛車に揺られながら、淡たん々たんと、語った。


「対する藤原家は、血を武器にしてきた。婚こん姻いん政策だな。帝室に藤原家の血を入れることで権力を奪ったのさ」


　そもそも戦うルールが違っているってことか……と光は納なつ得とくした。


「六条さんは、それで葵さんを目の仇かたきにしたんだね」


「光さん。あの女はわたくしの美貌とこの母性溢あふれる豊かな胸に嫉しつ妬としたんですわ。ずいぶんと瘦やせていましたものねえ」


「はいはい」


「ちょっと光さん？　一言でさらっと片付けないでくださるっ？」


　晴明ちゃん、どうして血のほうが有利な武器になるの？　いざ格かく闘とうとなれば血なんて目つぶしくらいにしか使えないわよ？　と紫が微び妙みようにズレた意見を述べ、晴明が答えた。


「藤原家の戦い方のほうが、この国に合っていたのさ。なぜなら帝てい室しつじたいが血の力によって帝みかどの位を代々継けい承しようしてきたのだから」


「ああ。そういえば、そうだね」


　光がうなずく。


「これはこれでよいところもある。実力あるものが帝に選ばれる仕組みならば、帝位を巡めぐって戦争がえんえんと繰り広げられることになるだろうしな」


　実際、唐とうという国はそれで滅ほろびた。今の唐は、数えきれぬ皇帝と王がひしめきあって絶え間のない戦争を続けている、民たみは塗と炭たんの苦しみを味わっている、と晴明は光に教えた。


「菅原道真も、藤原家が血の力でまつりごとを行うというこの国の仕組みによって失しつ脚きやくさせられ、怨霊になってしまったのさ」


　表情を変えずにそう語る晴明は、淡々としていた。


　しかし、狐耳が元気なく、へにゃん、としおれている。


　光には見える。


　そして、紫にも。


「晴明ちゃんは、どうして朝ちよう廷ていに仕えるようになったの？　道どう満まんちゃんは晴明ちゃんのことを裏切り者！　って呼んで怒おこっていたけど」


　晴明は、小さく微笑ほほえんだ。


「たしかに、芦あし屋や道満と私は、かつて交流があったさ。陰陽おんみよう師じ同士だからな」


「それが、どうして……道満ちゃんと晴明ちゃんとは真逆の道を歩むことに。道満ちゃんは、どうして都を滅ぼそうとしているのかしら」


「たとえ都を滅ぼしても道満の怨念は晴れぬ。むしろ増ぞう幅ふくする。私は、怨念の輪りん廻ねにとらわれたものどもの魂たましいを救いたいのさ」


「怨念の輪廻？」


「怨念は強きよう烈れつな呪しゆさ。肉体が朽くちても、怨念が残ればその怨念は形を変えてこの世にとどまり続ける。誰だれかを呪のろえば呪うほど、怨念は強くなる。それは呪われる相手のみならず、呪う当人にとっても苦痛でしかないのだよ」


　道満との間で過去になにがあったんだ？　と、光は思いきってたずねてみた。


　これまで何度となくたずねてみた問いかけだ。


　今までは、晴明は苦く笑しようするだけでなにも答えてくれなかったが──。


　今こ宵よいは、なぜか違ちがうらしい。


「やれやれ。そろそろわが過去を明かす時が来たか。諸君、ここだけの秘密だぞ」


「うん」


「ごくり……！」


「まあまあ。晴明さんの謎なぞめいた過去が今、明らかに？」


　緊きん張ちようして、光と紫、そして葵がいっせいに生なま唾つばを飲みこんだ。


「私と道満とは、女の子同士でありながら、将来を誓ちかい合った恋こい人びとだったのだ」


「「「ええええええええ」」」


「二人が陰陽師になったのは、女の子同士で赤ちゃんを産む秘術を追い求めてのことだった」


「な、なんだってえええええ？　まさかの百ゆ合り展開かよっ？」


「なるほど！　愛情が裏返って憎ぞう悪おになったのね！」


「殿との方がたなしで赤ちゃんを産めるわけありませんわ！」


「うむ。この国の陰陽道ではらちがあかず、われらは唐にまでわたって本場の道教を学びあれこれ調べたが、結局は産めぬとわかった」


　そりゃ産めないだろ、と光が呆あきれ声で一言。


「私は道ならぬ恋をあきらめて道満に『別れよう』と切りだした。接せつ吻ぷんこそ重ねていたが二人とも生き娘むすめだから、まだ人生をやり直せると思ったのだよ。その時からだ、あやつが私に並々ならぬ殺意を抱いたのは」


「おおー！　愛情が殺意に裏返ったんだわ！　百合の上にストーカーとか、道満ちゃんってかわいい！」


「ショックだ！　晴明が百合だったなんて、僕は死ぬほどショックだ！　これが小説だったら僕は今いま頃ごろ、本を破り捨てている！　そして焼く！　焼いている動画をネットにアップする！」


「そんなこんなで長年にわたって生娘をこじらせた上に私にふられた道満は気がふれて、なにもかも平安京と朝廷が悪い、まつりごとが悪い、と八つ当たりをはじめたのだ」


「そんな理由だったのかよ！」


「まあ、生娘をこじらせた女にはよくある話さ。どうだ？　どきどきしたか、光クン」


「しないよっ！　晴明が男に興味ないと知って、なぜか僕は出家したくなったよ！　ああもう、なんだかむしゃくしゃしてやってられないよ！」


　光はなぜか、今、人生に激しく絶望していた。


　悲しみと落らく胆たんに満ちていた。


　これほどがっかりさせられたことはなかった。


　悔くやしい！　女の子に生まれて来なかった自分が呪わしい！


　なぜ僕は男の子などに生まれてしまったんだあああああ！


　いったいなぜこれほどに悔しくて悲しいのだろう。


　光自身にはわからない。


　ぽん、と晴明が光の肩かたを叩たたいてきた。


「ははは。もちろん全部噓うそだ。そんな気持ちの悪い趣しゆ味みなど私にあるはずがなかろう」


　とてもゆかいそうな笑顔だった。


　ぶちん。


　心静かな境地は、光速で宇宙の果てへと飛び去った。


「へっくちゅん！　その狐きつね耳みみに僕が二週間はき続けた下着をまるめて奥まで突つっ込んで糸で耳を縫ぬい合わせて頭を平べったくしてやろうか！」


「待て。光、落ち着け。いいかげん、私の性格に適応しろ。私の吐つく噓をいちいち真に受けていたらほんとうに気がふれるぞ！」


「もうふれたよっ！　今の話が純じゆん朴ぼくな少年にとってどれほどの衝しよう撃げき的トラウマ体験だったと思ってるんだよ、うわあああああ！」
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　結局、晴明と道満の過去は、明かされないままだった。


「実に謎だらけね、晴明ちゃんは。生きるミステリーのかたまりと言ってもいいわね」


　紫は好こう奇き心しんに満ちた目で、光に狐耳をつねられて「触さわるな！　やめぬかこの変態め！」と泣いている晴明を眺ながめているのだった。


　こうして暴れている光は、いつ晴明がほんとうの過去を語ってくれるのか、あるいは僕に語ってくれる日は来ないのだろうか、と内心は不安でもどかしくていたたまれない。


　だが、まだ今は。


　晴明と冗じよう談だんを言い合ってじゃれあっていられれば、それで満足すべきなのかもしれない。


　少なくとも、晴明が笑ってくれるのであれば、僕はそれでいい。


　今の僕は。


　でもいつかきっと、晴明が自分の過去を僕に打ち明けてくれる日が来ることを──。


「って、いつまで私のヨタ話に興奮して耳を引っ張っているのだこの変態式神が！　呪じゆ殺さつするぞっ！」


「晴明。今、僕はちょっといい具合に感傷的になってたんだよ。現実に引き戻もどして邪じや魔ましないでくれ」


「知るかっ！　放せっ乙女おとめの恥はずかしい部分をべたべた触るないやらしいっ！」


　結局。


　牛抜ぬきの牛車の車内は、いつものように騒さわがしかった。


　六条さんが車内を見ていることに、誰も気づいていない。


「もう、源氏の君には会えないのかしら。そんなのいやだわ」


　と唇くちびるをかみしめながら、六条さんの魂が牛車の屋形内を彷徨さまよっていることに、誰も。


　ただ一人気づくべき晴明は、狐耳に対する光の執しつ拗ような攻こう撃げきのために身体からだがしびれて、気づくことができないでいる。


　その時は、迫せまっていた。




　第三話　六条さんの覚醒




　御心ざしの所には、こだち前せん栽ざいなど、なべての所に似ず、いとのどかに、心にくく住みなし給へり。うちとけぬ御ありさまなどの、気色ことなるに、ありつるかきね、おもほし出でらるべくもあらずかし。





　源氏の恋人の六ろく条じよう貴き女じよの邸やしきは大きかった。広い美しい庭があって、家の中は気高く上手に住み馴ならしてあった。まだまったく源氏の物とも思わせない、打ち解けぬ貴女を扱あつかうのに心を奪うばわれて、もう源氏は夕顔の花を思い出す余裕を持っていなかったのである。







──夕顔
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　その日の朝。


　晴せい明めいとともに内だい裏りに参さん内だいした光ひかるは、ついてきた紫むらさきを藤ふじ壺つぼが暮らす飛ひ香ぎよう舎しやに待たせると、貴族たちの中に並んで座り、会議に出た。


　帝みかどと、その正妻である弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ご。


　光の向かいには、その父・右大臣。そして右大臣派に属している叡えい山ざんの僧そう・良りよう源げん。


　光の側には、左大臣、藤ふじ原わらくんこと藤原中ちゆう将じよう、そして晴明。


　その空間は朝から、緊きん張ちようした雰ふん囲い気きに包まれていた。


　右大臣と左大臣は、相変わらず不仲だ。


　同じ藤原家とはいえ、骨こつ肉にく相あい食はむという表現がぴったりである。


「先日、鞍くら馬ま山やまで安あ倍べの晴明がまた騒そう動どうを起こしたという。左大臣どのは、いかに責任をとられるおつもりか」


　と右大臣が迫はく力りよく満点の声ですごめば、


「あ、安倍晴明はただ悪さをする[image: ]あし屋や道どう満まんを懲こらしめるという職務を果たしたまで」


　左大臣が、しどろもどろに答える。


「いつになれば晴明は[image: ]屋道満を調ちよう伏ぶくするのですか。平安京の内々の物ものの怪けは晴明が、外から来る物の怪は叡山が担当しているはず。職務怠たい慢まんではないですか」


　弘[image: ]殿の女御が、父である右大臣を擁よう護ごするために口を挟はさんできた。


　まさに女じよ傑けつという貫かん禄ろくがあり、そのへんの武士よりもずっと怖こわい。


　光も左大臣も「ひぃ」と震ふるえあがった。


　当の晴明は素知らぬ顔で、よそ見をしている。


「それとも、安倍晴明は[image: ]屋道満と裏で繫つながっているのではありませぬか」


「ははは。そんなはずがあるものかね」


　震えている父にかわり、息むす子この藤原中将が切り返した。


「晴明が都の治安維い持じのためにがんばっていることは、この俺と源げん氏じの君が保証するぞ」


「あ、うん！　そうだね！」


　あわてて光がうなずいた。


「晴明の忠誠心は私も保証する。しかしながら物の怪の跋ばつ扈こは日を追うごとに派手になってきている。良源、事態を打開するための献けん策さくがあるというが」


　帝が、弘[image: ]殿の女御に遠えん慮りよしながら、良源にたずねた。


　良源は「はっ」と氷のような視線で晴明をにらみながら、答えた。


「鬼き門もん封ふうじの要かなめである叡山を復興し、強化すべきかと。再び将まさ門かど・純すみ友ともの乱のような重大な事態を起こさぬためにです」


「叡山は火災によって見る影かげもなく衰すい亡ぼうしている。復興は容易ではなかろう。朝ちよう廷ていには財源がない」


「おそれながら右大臣さまより、叡山に荘しよう園えんを寄進していただけるとのこと。荘園から入る年ねん貢ぐによって復興は可能です」


　荘園とは、貴族の私有地のことだ。


「荘園か。しかしそれでは、右大臣家と叡山の結びつきはいよいよ──」


　帝は利発ではあるが、性質は争いを好まぬ柔にゆう和わな人だ。


　妻である弘[image: ]殿の女御には頭があがらない。


　それ以上、反対できなかった。


「さらに。荘園を経営するにあたり、叡山の僧そう侶りよを武装させることを帝にお認めいただきたいのです。僧兵、と名付けようと思います」


「良源？　僧に武器を持たせるというのか？　殺せつ生しようを禁じる御み仏ほとけの教えに背そむく行こう為いではないのか」


「都の内外で、治安は乱れきっております。荘園を盗とう賊ぞくどもに荒あらされぬためです。この都になにかあった時には叡山の僧兵が命にかえて帝をお守りいたします」


「都は武士が守っている」


「お言葉ですが、武士はあまりに粗そ暴ぼうにすぎます。彼らには教養がなく、自家の栄えい達たつのみを望んでおります。そのような者どもにこれ以上過大な力を与あたえてはなりません。関東で勢力を拡大し新しん皇のうを名乗った平たいらの将門をお忘れですか」


「……将門は……しかし……」


「仏法を護持する僧兵こそが、朝廷を守護する天下の国軍にふさわしいのです」


　帝は迷った。名案だが、叡山に荘園を提供するのが右大臣家だというのなら、結局は右大臣家の私兵に近いのではないか。


　帝はまつりごとの不平等を解決するために、衰すい微びしていた左大臣家に光という新しい駒こまを与え、専せん横おうをほしいままにしている右大臣家に対するくびきとした。


　そして今、右大臣家は良源という駒を強化し、巻き返そうとしている。


　衰微した叡山をこのままにしておけば、都はいよいよ物の怪に侵おかされていく一方だ。


　絶大な霊れい力りよくを誇ほこる晴明とて、身体はひとつしかない。


　叡山を復興させて鬼門を封じる必要はある。


　それは事実だ。


　良源の案を却きやつ下かする理り屈くつは、なかった。


「良源。ことは重大である。少し考えさせてくれ」


「はっ」


　右大臣と弘[image: ]殿の女御が、にたり、と笑った。


　してやったり、と言いたげだ。


「今決めなければならぬことがほかにある。賀か茂も祭まつりが迫っている。私は、藤原中将と源氏の君を今年の勅ちよく使しとしたい」


　右大臣が「左大臣家の二人ですな」と苦にがい顔をした。


「二人は都で一、二を争う風流貴公子。派手でよいではないか、右大臣」


　帝の言う通りだった。女が強いわが家には男手が足りぬ、と右大臣は嘆なげいた。


「あのう。勅使とはなんでしょう、帝」


「源氏の君は、賀茂祭ははじめてであったな。馬に乗り行列にくわわって歩いてくれ」


「はい」


「当日は、一いち条じよう大おお路じにおおぜいの見物客が集まる。今話題の源氏の君を一目見たいと若い女が殺さつ到とうするであろうな」


　派手好きな藤原中将は「都一の風流人は俺だと証明してみせるぜ源氏の君」と妙みようにやる気になっている。








　しばし、休きゆう憩けい時間となった。


　帝は（僧兵の件、いかがするか）と愁うれいに満ちた顔で悩なやんでいる。


　貴族たちはその場に座ったまま、雑談をはじめた。


　光は、僧兵の話の意味が、よくわからない。


　晴明にたずねてみたが、


「光。法も言こと霊だまであり呪しゆさ。わからぬままに首を突つっ込むとやけどするぞ」


　いつもの調子ではぐらかされてしまった。


「晴明。いつも呪の一言で片付けるけどさ。もう少しこんせつていねいに説明してよ、ねこたまのように」


「法はおそろしい呪なのだよ。ひとたび法を成立させてしまえば、その呪は長く長く続くから」


「なんでもかんでも法律を作って縛しばりたがる政治家ってたまにいるよね」


「だがな、光。実は、物語のほうがよりおそろしい」


「どうして？　物語は架か空くうのお話なんだから、法ほど強い呪にはなりえないのでは？」


「凡ぼん百ぴやくの物語はそうだ。しかし才能ある者が命をかけて書きこんだ強きよう烈れつな物語は、千年も先まで人の心を縛るさ」


　そんなベストセラーを僕が書けたら、子々孫々まで印税生活できるね、と光は思った。


　ダウト。


　著作権は永遠には続きません。


　期限があります。


「話がどんどん逸それている。藤原くん。叡山を武装させるってどういうことなのかな」


　ストレートな藤原くんに聞いてみた。


「いいかい源氏の君。晴明と叡山は物の怪調伏を生業なりわいとする者同士、いわば商売敵がたきだ」


「ふうん」


「右大臣家は叡山の力を増大させて晴明の権限を奪うつもりだぜ」


「どうして？」


「わが左大臣家が源氏の君と縁えん続つづきとなって力を盛り返してきているからだよ。お前の影えい響きよう力はけっこう大きいんだぜ。晴明が後ろにいるからな」


「そうなのかぁ」


「右大臣家はあくまでも自分たちだけでまつりごとを行うつもりなのさ。だから叡山を援えん助じよするんだ」


　光は、


「はあ……」


　と大きなため息をついて脱だつ力りよくした。


「意外とどろどろした政治をやってたんだね、平安貴族って」


　藤原中将が「そりゃもうたいへんだよ」と苦く笑しようした。


「権力というのは物の怪よりも厄やつ介かいでおそろしいものだからなあ。もっとも、女の子のほうが怖いけどな」


「貴族はいつも音楽と歌と恋れん愛あいにうつつを抜ぬかしているリア充じゆう風流ライフを送っているとばかり思っていたよ」


「ははは。こんなノリは朝のうちだけさ。俺はこういうのに興味ないし、このあとはずっと俺たちの時間だぜ源氏の君！」


「待て。光に妙な遊びを教えてもらっては困る」


　まつりごとにまったく関心なさげだった晴明が、「はっ」と目覚めたように狐きつね耳みみを揺ゆらし、藤原中将をにらんできた。


　だがその間も、良源は冷たいまなざしで晴明の頭のあたりを凝ぎよう視ししている。


「あのロン毛のお坊ぼうさんは、どうして晴明を見てるんだろう。まさか晴明に恋こいを？」


「違ちがうぞ光。うっとうしいやつだあれは。私が謀む反ほん人にんではないかと疑っているのさ」


「謀反人？」


「あやつは朝廷にまつろわぬもの、まつろわぬ可能性のあるもの、すべてを狩かろうとしているのさ。融ゆう通ずうのきかぬ番犬のような男だ」


「……まさか狐耳を見破られたりしない？」


「ふふ。密教を究きわめてはいてもしょせんは人間。今のところはだいじょうぶさ」


「僕は人間じゃないとでもいうのかい晴明」


「おや。キミは犬の股またと書いて犬わん股こだろう。もしかして人間になりたいのか」


「ひどいや！」


　帝が、光と晴明の掛かけ合いを眺ながめながら、笑った。


「晴明がそのように楽しげに微笑ほほえむ姿は珍めずらしいな」


「晴明はいつもこんな感じですよ帝」


「…………」


　ぱたぱた、と尻尾しつぽを振ふりながら晴明は黙だまってしまった。


「よいことだ。若い女によ人にんには、笑顔が似合う。かの六ろく条じようの御み息やす所どころも笑わぬ才女であったが」


　ふと光は、帝にたずねてしまった。


「帝は、六条さんをご存じでしたか」


「もちろん。彼女は内だい裏りづとめをしていた頃ころ、わが弟の兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みやを法に照らして罰ばつし、一いち躍やく有名になった。たぐいまれな才能と美び貌ぼうの持ち主であった」


「どうしてやめてしまったのでしょう？」


「やめたのはお父上の意向と聞いている。だが、彼女自身も内裏が合わなかったのではないだろうか」


「合わなかった……ですか」


「有名になることで私や春宮とうぐうとのあらぬ仲などが噂うわさになるのを嫌きらったのかもしれない。噂もまた言霊であり呪だよ源氏の君」


「繊せん細さいな人なんですね。誰だれになにを言われても気にせずごろごろして稲いな荷り寿ず司しばかり食べている誰かとは大違いですね。いて」


　ぺちん、とこめかみを撃うたれた。晴明の指だった。


　帝はまた笑った。


「源氏の君。彼女は大学者の家に生まれ育った才人だからね。それゆえ言葉に繊細なのだろう」


「自意識過か剰じようなのですわ。あのような異人に帝のお手がつくなど、ありえないこと」


　弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ごが、釘くぎを刺さしてきた。


　帝に他の女人を近づけまいとあれこれ画策しているらしい。


　もしかするとこの人が六条さんをいじめて追い出したのかもしれない、と光は直感した。





　そろそろ会議を再開するか、と右大臣がドスの利きいた声をあげたその時だった。





「親おや父じ！　またこのようなところで狸たぬきや狐を集めてぐだぐだと茶番劇を開いているのか。くだらん。実にくだらん。ハッ！」





　肌はだの露ろ出しゆつが多いぼろぼろの衣い装しようを着て、腰こしに長い太た刀ちを二本差し、髪かみは乱れてぼさぼさ、ひょうたんを担かついだ少年が乱入してきたのだ。


　年の頃は十二歳くらいだろうか。





「やめろやめろ。お前たちのやっていることは、まつりごとの真ま似ね事ごとだ。民たみからいかにして搾しぼり取って私腹を肥こやすか、それしか頭にない」





　酔よっているらしく、その婆ば娑さ羅らな姿の少年は貴族の中に突とつ撃げきして暴れはじめた。


　なぜか、誰も逆らえない。





「と、盗とう賊ぞくだよ晴明！　藤原くん！」


　光はてっきり盗賊だと思いこんでいたが、違った。


「光。あれは春宮だ」


「春宮って？」


「次の帝さ。今の帝と弘[image: ]殿の女御との間に生まれた第一皇おう子じだが、見ての通りぐれている」


「えええー」


「さがりなさい！　そろそろ自分が春宮であるという自覚を持ちなさい！」


「これは母上。ならば俺を廃はい嫡ちやくすればどうだ？　できまい。右大臣家の血をひく皇子でなければ帝にはできまい。ハッ！」


「……どうしてこの子は、こんなふうに育って。物静かな帝には似ても似つかぬ」


　弘[image: ]殿の女御が春宮を叱しかりつけたが、まったく効いていない。


　右大臣は、口をへの字に曲げて黙りこんでいる。


　帝も、


「春宮もいずれ大人になるだろう」


　と言ったきりだ。


　誰も手がつけられない。


　うわあ。家庭崩ほう壊かいしてる。これがもしも大河ドラマだったら危なくてオンエアできないね、と光は思った。


「親父。賀茂祭は近い。勅ちよく使しを誰にする？」


　春宮ＶＳ帝。


「すでに決定した。藤原中将と源氏の君だ」


「ほほう。源氏は初顔だな！　どこにいる？」


「あっ、こっちに来た」


「目を伏ふせろ源氏の君、からまれると面めん倒どうだぜ」


　藤原中将と春宮の視線が、合った。


　春宮は、以前から藤原中将が嫌いらしい。


　まあ、自分の母方の右大臣家も含ふくめて、貴族全ぜん般ぱんが嫌いらしいが。


　からんできた。


「よう、藤原中将。今日もこれから相変わらず女遊びか？」


「さて、どうでしょう」


「さすがは藤原家の御おん曹ぞう司し。脳天気なものだな！」


「まだ父が隠いん居きよしていませんのでね。しばらくは気楽なものですよ」


「けっ。遊び人め。お前は女の敵だ」


「男に恋されぬ女性ほど哀あわれなものはありませんよ春宮。俺は都じゅうの女性を幸せに導くのが生き甲が斐いなのですよ♪」


「ふん、気色悪い！　その澄すました顔は、やめろ！」


　藤原中将は、春宮のあしらい方を知っているらしい。


「おう？　その隣となりでぼやぼやしているお前が、噂の源氏か。変わった髪の色をしているな！」


　しまった。


　目をつけられた！


「あ、ど、どうも。はじめまして」


「まつりごとに口を入れる気もないのに、わざわざなにをしに来た？」


「ええと。少し事情があって、平安京の謎なぞを調べているというか……それであちこちに出歩いているわけで……うん」


「ハッ！　そうか！　この都の謎を知りたいなら、俺に任せろ！」


　しまった、受け流すつもりが思いっきり食いつかれた！


「来い源氏。誰も案内してくれない都の名所を俺が案内してやろう！」


「うわあ。晴明、藤原くん、止めてよ」


「あきらめてつきあってやれ、光」


「うむ。残念だが今日は俺一人でかわいい女の子を探しに行くとするぞ源氏の君」


「藤原くん、あからさまにほっとしてるよ！　僕に押しつけたなっ！」


「春宮にもよき友人が必要なのさ。春宮に声をかけられるとは、さすがは源氏の君」


「源氏、ぐずぐずするな。どうせお前は座ってるだけだろうが。さあ来い！」


「うわあああ。せいめ───い！」


　こうして光は、春宮に連れ去られることになった。


　光の戻もどりを待っていた紫も「どこどこ？　どこに行くの？　その人、誰？」と面おも白しろがってついてきたことは言うまでもない。





　　　　[image: ]





「ここが菅すが原わらの道みち真ざねを天神として祀まつる急ごしらえの神社。北野天満宮という大それた名前で呼ばれているぜ」


　春宮に連れて来られた先は、まだ新しい神社だった。


　境内けいだいのいたるところに、梅の木が植えられていた。


「ええと、春宮さま」


「やめろ。俺のことは朱す雀ざくと呼べ！　春宮なんて身分は、権力にトチ狂くるったうちの家族が勝手に俺に押しつけてきたものだ！」


「へえ。朱雀、ねぇ」


「おお～。いかにも既き存そんの権けん威いに反はん抗こうせずにはいられない中二キャラっぽい名前だよね、光くん！」


「なあ源氏。そのちんまりしたガキは誰だ？」


「わたしはガキじゃないわよ！　この平安京の謎を解くために参上した大冒ぼう険けん家・紫さまよ！」


「……まあ僕の妹みたいなものさ」


「妹というポジションにわたしを押しこめてどうするつもり光くん？　やっぱり浮うわ気き？　浮気を狙ねらってるの？　晴明屋や敷しきをハーレム化するつもりっ？　まさか自分がほんものの光源氏になれるだなんて信じちゃってるの？　寝ね言ごとは寝て言いなさいよ！」


「うるさいガキだな。お前は鳥とり居いの下で待ってろ」


「どうして？　わたしも神社の中に入りたいわ！　もしかしたらあの廃はい神社と繫つながりがあるかもしれないし！」


「うるさい。黙だまれ。俺は女が嫌いだ。中のことはあとで源氏に聞け」


「女嫌いって、もしかして……もしかして光くんを奪うばおうとする腐ふ男だん子しライバル出現なの？　そういえばこいつ、肌の露出多すぎっ！　しまった、腐男子対策は考えたことがなかったわ！　うかつだったわ！」


「……ほんとうにうるさいガキだな……さあ来い、源氏。平安京の真の姿を見せてやる」


　きゃーきゃーと騒さわぐ紫が面めん倒どう臭くさいらしく、朱雀は光だけを連れて楼ろう門もんをくぐり、本ほん殿でんへと向かっていった。





　　　　[image: ]





「久し振ぶりね。どうしてこんな危ない場所に来ているの？」


「あっ、道満ちゃん！　おひさ～♪　烏からすさんも相変わらず元気そうでなによりだわ！」


「……ほんとうに緊きん張ちよう感かんがないわね、あなたは」


　鳥居の下で「どうしてわたしは待たされてばかりなのよ、ねこたま」と文句を言いながら光の帰りを待っていた紫は、黒い外がい套とうに身を包んだ碧あおい目の幼女と再会していた。


　[image: ]屋道満。


　晴明の宿敵。


　人間が造営した平安京を滅ほろぼし、まつろわぬものの手にこの土地を取り戻そうと暗あん躍やくし続けている流れ陰陽おんみよう師じ。


　そのバックには、有力な貴族がついているのではないか、とも噂うわさされている。


　外見は幼いが、実じつ年ねん齢れいはわからない。


　晴明と同じく、道満も不老の術を会え得とくしている。


　ひとたび肉体が砕くだけ散っても、気さえ残していれば、再生することすら可能なのだ。


　人であって人でないもの。


　それが晴明と道満。


　だが、紫にとっては道満は友達だった。


「ねえ道満ちゃん。今でもぶぶ漬づけを出されて京から追い返されたことを恨うらみに思ってるの？　ぐすっ、かわいそう……」


「だから、そんなんじゃないって言っているでしょう！」


「クワー！」


　道満が肩かたの上に載のせている三本足の烏、ヤタガラスが鳴いた。


　紫の肩にとまっていたねこたまが、ヤタガラスに飛びついた。


「ご主人さまをまたさらいに来たのか、おのれおのれ。このねこたまがご主人さまをお守りいたしますぞ」


「クワークワー！　ガアアア！」


「えいえい、これでもかこれでもか」


「クワクワクワア！」


「むーん、ねこたまの正義の鉄てつ拳けんを受けるですぞ」


　ねこたまとヤタガラスの場外バトルがはじまった。


　ヤタガラスの鋭するどいくちばしと、ねこたまのふにふにの丸い手では、戦う前から勝負はついているようなものだが、ご主人さま思いのねこたまは粘ねばる。どれだけつつかれても、持ち前のふにふにのタオル生き地じみたいなやわらかい身体からだで粘る。


　果てしない戦いが道満の肩の上で続いている間……。


　道満は意に介かいさず、紫のツインテールの尻尾しつぽのひとつをつかんで引っ張ってみた。


「ほんとうに変わった髪かみ型がたね」


「あたた～」


「ちょっとは警けい戒かいしなさいよっ！」


「どうして？」


「わたしはあなたを魔ま王おうの贄にえにしようとしたのよ？」


「ああ。そんなこともあったかしら……でもあれって、光くんと晴明ちゃんを呼び出すためのお芝しば居いだったんでしょ？」


　不ふ機き嫌げんそうに、道満がつぶやいた。


「……わたしの雇やとい主ぬしは本気だったわ。成功すればあなたが覚かく醒せいするから」


「覚醒！　そんな恥はずかしい言葉を光くんの前で使っちゃダメよ道満ちゃん！　最近は少し落ち着いてきたけれど、いつまた光くんの自意識過か剰じようの病やまいが再発するかわからないから！」




[image: ]


「そうなの、あなたは『空』の属性持ちだから……って、聞いてないでしょわたしの話を！」


「え？」


「はあ。もういいわ。今は、晴明と戦う時期じゃないし」


「そうね。晴明ちゃんとの戦いで気が減っちゃったものね。早く元気になってね♪」


「心配ないわ、毎日いかなごをぱくぱくと食べれば少しずつ気は回復するから……って、そうじゃなくて！」


「道満ちゃんのポーションって、いかなごなのね。やっぱり播はり磨ま人だわ。瀬せ戸と内うちの海で育った田舎いなか者なのね。京の都とは合わないわね、かわいそうに……」


「いかなごの話はいいのよ！　こんな怨おん霊りようを祀ってる危険な場所に、なにをしに来たのよ？」


「ふうん。危険なの？　この神社が？」


「平安京の中でも最大級に危険なのよ。ここは菅原道真を祀っている神社よ」


　頭上にそびえる鳥居を眺ながめながら、道満が眉まゆをひそめた。


「わたしと光くんは、あちこちの神社を探検することにしたのよ」


「探検？　神社？　なによ、それ」


「わたしたちがこの平安京に召しよう喚かんされる時、二人は廃神社の祠ほこらにいたの。あそこと似た神社がどこかにないかなって」


「あら。もしかして帰るつもり？　せいせいするわね」


　と言っている道満の表情がこころなしか曇くもっている。


「うーん。わたしはまだまだ帰りたくないけど、いつまでもここにいたら光くんを晴明ちゃんにとられかねないからね」


「とられる？」


「光くんは心に欠落がある女の子を癒いやそうとする優やさしい男の子だから……そこがいいところなんだけどね♪」


「なにがあっても動じないしあとに引きずらないあなたより、晴明のほうが欠落だらけのダメ女だということはたしかね」


「そうなのよ。なにしろ、わたしは完全無欠の大天才冒険家だから！」


　まさか、晴明に限って人間の男なんかに興味を抱いだくはずはないけれど、と道満が首を傾かしげるが、紫はもう「光を独どく占せんしたいモード」に頭が切り替かわっている。


「でもね。光くんは道満ちゃんと同居したらきっと道満ちゃんに走るわ！」


「……はあ？」


「憧あこがれの都に出てくるなりあちこちでぶぶ漬けを出されて深く傷つけられた道満ちゃんの心を必ず癒やそうとするわよ光くんは！」


「そんな思い出なんてないわよ！」


「きっとそうだわ！　みさかいなさすぎなんだから、光くんの浮気者！　リア充じゆう野や郎ろう！　爆ばく発はつしろおお！」


　ごんごんごん。


　紫は鳥居の柱に額を打ち付けて、叫さけんだ。


「あああ。このままだとワケあり過去を背負ってしかもそのネタを小出しにして謎なぞめかしている晴明ちゃんに、光くんをとられてしまうわ。わたしも悲しい過去を捏ねつ造ぞうしなくっちゃ！　なにかいい過去話を考えて道満ちゃん！」


「少し落ち着きなさいよ。晴明はそんなさかしらな真ま似ねをするような女じゃないわよ」


「ふうん。晴明ちゃんを信じているのね。やっぱり道満ちゃんって晴明ちゃんの親友なのね♪」


「違ちがうわよ！　あなたってあの男のことに関する限り意外と黒いのね。物ものの怪けより黒いかもしれないわ」


「ふふん。わたしは光くんにヘンな虫がつかないように、あの手この手でがんばってきたものっ」


　どや顔でそんなことを誇ほこられても困るわ、と道満は言いたげにしている。


　一方、ねこたまとヤタガラスの戦いは、道満の足あし下もとでの寝ね技わざ攻こう防ぼう戦せんに移行していた。


　黒い羽根と丸い手をからませながら、ごろごろごろ、と転がる両者。


「晴明ちゃんのワケあり過去って、どういうものなのかしら。道満ちゃんは知ってる？」


「……そりゃあ、昔は仲間のような関係だった頃ころもあったから、知っているけれど……」


「友達だったのね、やっぱり。それなのに……都にのぼってみたら晴明ちゃんは油あぶら揚あげをたくさん出してもらえたのに、道満ちゃんはぶぶ漬けを出され続けたばっかりに友情が壊こわれて……うっ道満ちゃん、かわいそう」


「違うって言ってるでしょう！」


「ほんとうはなにがあったの？　教えて？　ね？　ね？」


　紫も必死らしい。


　どうも平安京に来てから、晴明にキャラを食われている気がしてならないのである。


　横よこ浜はまのみなとみらいのマンションで暮らしていた頃には「光物語」のメインヒロインだったはずが、平安京では「狐きつね耳みみで狐尻尾しつぽで陰陽師で噓うそ吐つき娘むすめで自じ称しようロリババア」とあまりにキャラが濃こすぎる晴明に押されっぱなし。


　紫は自分がだんだん「サブヒロインの幼なじみポジション」というまことにかませ犬くさい立ち位置に追いやられつつあるような気がするのである。


　まだ、同じかませ系でも、おっぱいが大きいという強きよう烈れつなビジュアルを持っている葵あおいのほうが、浮うかばれている気がするのである。


　しかも今からキャラ属性を変へん更こうしたくても、どっこいこれは現実なのでそれはもう無理なのである。


「教えて～。わたしと道満ちゃんは友達でしょう？　おねが～い♪」


「だ、だ、誰だれが友達なのよ！」


「照れてる。かわいい♪」


「うるさいわね。あ、あいつの過去については、あまりおおっぴらに言えないのよ」


「そうなの。よかったわ。やっぱり晴明ちゃんに友情を感じているのね[image: ]」


　紫のへにゃらんとしたご陽気な笑え顔がおから、道満はあわてて視線を逸そらした。


「違うわよ。晴明の過去を明かすということは、わたしの過去を明かすことでもあるわけ。過去の秘密が漏もれると、わたしも都に居づらくなるのよ」


「だいじょうぶ。道満ちゃんはもうじゅうぶん居づらくなってるから、問題ないわよ？　というか最初からぶぶ漬け出されて『播磨へ帰れ』って言われてるんだし」


「呪じゆ殺さつされたいの、あなたは？」


「うう。ごめんね。でも光くんのことを抜ぬきにしても、晴明ちゃんと道満ちゃんの昔話って気になるんだけど……」


「……わたしは、昔からわたしのままよ。晴明が裏切っただけで」


「昔のまま？　ずっと昔から都を破は壊かいしようとしていたの、道満ちゃんは？」


「はじめは、まつろわぬものと人間との区別を壊そうとしていただけだった。晴明は今でもそのつもりなのかもね。わたしはもう、人間どもに絶望しているから」


「二人が手をとって、一いつ緒しよにがんばっていた頃があったの？」


「手をとっていたかどうかはともかく、わたしと晴明を繫つないでくれる『者』がいた時代もあったわ。まつろわぬものと人間を共存させるために戦おうとしてくれた『者』が、かつてはいたのよ」


　誰のことなんだろう？　と紫は思った。


「でも、結局そのような甘い志こころざしを抱いた『者』はこの国では存在することを許されなかった。晴明は甘かった。甘すぎた。共存なんて無理。はじめから朝ちよう廷ていを滅ほろぼすしかなかったのよ。わたしたちの希望の星が潰ついえた時、わたしと晴明の繫がりも永遠に絶たれた──」


「道満ちゃん」


　紫は気づいた。これ以上、無理に聞きだしてはいけない、と。


　道満の碧あおい瞳ひとみが、潤うるんでいた。


　これ以上聞いたら、きっと道満は話してくれるだろうけれど、道満の心に眠ねむる深い傷に触ふれることになってしまう。


　だから紫は、口をつぐんだ。


　そして。


　ねこたまとヤタガラスの戦いも、ついに決着したらしい。


　地面の上に突つっ伏ぷして動かないねこたまの頭を、ヤタガラスがつんつんとくちばしで突つついて「クワアアア」と勝利の雄お叫たけびをあげている。


　ねこたまは失神しているらしい。


　生きている猫ねこなら昇しよう天てんしているところだが、幸いねこたまはあらかじめ昇天済みだった。


「ヤタガラス！　いつまでもそのへたれ猫と遊んでないで、帰るわよ」


　道満が「それじゃまた会いましょう。次は都が滅びていく修しゆ羅ら場ばでの再会になりそうだけど」と微笑ほほえみながら、参道を逆に歩きはじめた。


「紫ちゃん。言っておくけど、この神社の本ほん殿でんに入ってはダメよ。好こう奇き心しんもほどほどにしなさいね。ここはほんとうに危険な場所なのだから」


　いつか道満ちゃんの悲しみを癒やせる『者』になれればいいな、と紫は願った。
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　途と中ちゆう、神職につくものたちが「春宮とうぐう。ここは」と制止したが、朱雀はどこ吹ふく風だ。


　強ごう引いんに本殿内に突とつ入にゆうしてしまった。


　本殿の奥には、ご神体がある。


　そこには本来、人は立ち入れないのだが、朱雀にはそのような常識はないらしい。


　隠かくされたご神体を、朱雀は光に見せた。


「ハッ。どうだ源氏、これがこの神社のご神体、天神だよ。菅原道真のなれの果てさ」


　それは、天てん井じようにまで届く巨きよ大だいな金属の球体だった。


　ブウウン……と低い振しん動どう音が響ひびき、光の足下を揺ゆらしている。


　卵のような形状をした球体のどこにも、継つぎ目がない。


　平安時代にどうしてこのような金属加工品が──まさにオーパーツだ、と突っ込んでいる場合ではない。


　ただの球体ではなかった。


　気だ。


　黒々とした気が、球体からすさまじい勢いで飛び散っている。


　龍りゆう穴けつ結界の術を体得した光には、その気の流れがはっきりと見えた。


　触れただけで身体からだを吹き飛ばされてしまいそうなほどの巨大なエネルギーの渦うずが。


「……こ……これが、天神？」


「そうだ。誰にも見せぬことになっている」


「朱雀。どうして僕に見せてくれたんだい」


「お前は異国から来たそうだからな。この国の常識にまだ染まっていない。澄すんだ目で真実を見み据すえることができると思ったのさ。権力争いで欲ボケしている藤原家の貴族どもには無理な話だ」


　朱雀がにやりと笑いながら、ひょうたんに口を当ててぐい飲みした。


「源氏も飲むか」


「僕はいいよ。いくらきみがショタっ子でも、男子同士で間接キスする趣しゆ味みは僕には」


「飲めっ！」


「……では一いつ杯ぱいだけ」


　こくり。


　手て渡わたされたひょうたんに口を当てて飲んでみたら、中身は甘酒だった。


　アルコール度数限りなくゼロ。


　甘い。


「どうだ。源氏、うまいか」


　朱雀がぎらぎらと光る野や獣じゆうのような瞳で、光を見つめてきた。


「うん。ちょっと甘口かなあ。ねえ、朱雀」


「なんだ？」


「いったいなんだい、このご神体は？　すごい気を発している。とんでもない力だ」


「ハッ。この気を感じるとはさすが源氏だ。これは、御ご霊りようだ」


「また、御霊か」


「藤原家の陰いん謀ぼうで太だ宰ざい府ふに左さ遷せんされ、死して怨おん霊りようとなって平安京に侵しん入にゆうし、藤原家の一族たちをおおぜい祟たたり殺した菅原道真。その霊れい魂こんを、神職者どもがこのご神体の中に封ふう印いんしたのさ」


「怨霊の気を、平安京を守る力に変へん換かんして利用している。それが御霊、か」


「そうだ。詳くわしいな。晴明から聞いたのか？」


「どうだったかな。何度も聞いてきた話だけど、最初は帝みかどから聞かされた気がする」


　ハッ、と朱雀がまた声をあげた。


「俺の親おや父じか。いい男だが、気が優やさしすぎる。右大臣家の専せん横おうを許し、地方を乱れさせたまま、ただ平安京の守りを固めることに夢中できゅうきゅうとしていらあ」


「晴明と叡山の力を借りて？」


「そうさ。しょせん帝なんてお飾かざり、権力を持っているのは藤原右大臣家だからな。帝と言ったって地方の荘しよう園えんには指一本つけられねえ。いわば平安京の主あるじっていうだけのことだぜっ」


「朱雀は右大臣派なの？　弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ごが実のお母さんなんだよね」


「ハッ。俺は右大臣家に利用されているただの駒こまだぜ。くだらねえ。右大臣家も左大臣家も同じ穴あなの狢むじながひりだした糞ふんだ。藤原家なんざ、いずれ俺がぶっ潰つぶしてやらあ！」


　もしかして朱雀くんは、帝が政治の全権を独裁すべきだと考えているウルトラライトな人なのだろうか、若い頃ってそういう過激思想にかぶれることあるよね、と光は思った。


「源氏。お前よ、ほんとうにこれでいいと思うか？」


　朱雀は。


　いきなり、がんがんがん！　と足でご神体を蹴けりはじめた。


　どうかしてしまったのではないか？　と心配になるほど激しく、何度も何度も。


「い、痛くない？」


「おう。痛いが、もっと痛がるやつが出てくるぜ。ほうら！」


「えっ……」


「東こ風ち吹かば──にほひをこせよ、梅の花」


　朱雀はご神体を蹴りつけながら、和歌を詠よみはじめた。


　話している時の、喉のどが潰れたかのようにガラガラとした野太い声とは違ちがう。


　意外にも、少女のように透すきとおった美しい声だ。


　もしかして、この声が朱雀のほんとうの声なのかもしれない。


「朱雀？　どうして突とつ然ぜん、歌を？」


「──主なしとて──春な忘れそ！」


　出た。


　引きずり出された。


　朱雀の歌によって。





『……我を、起こすな……言こと霊だまを用もちいて我を起こそうとするものは……誰だ……』





「うわあああああああああ！」


　光は「心静かに暮らす」といういつもの主義を忘れて、その場に尻しり餅もちをついて悲鳴をあげていた。


　鬼おにだ。


　憤ふん怒ぬの表情を浮うかべた巨大な邪じや鬼きが、ご神体のわずかな隙すき間まから霧きりのように抜け出して、そしてその魁かい偉いな姿を光と朱雀の前に現したのだ。


「こ、こ、これは？」


「そうだ、菅原道真さ。御霊として封印され、平安京を生かし続けるために利用されている哀あわれな怨霊の末路さ。ハッ！」





『……う、お、お……貴様は、朱雀か……我を太宰府へ左遷した藤原家の血をひく春宮か……憎にくきやつ……！』





　もはや、人の姿を止とどめてはいない。


　完全な、鬼だ。


　鬼は朱雀を引きちぎろうともがくが、ご神体から離はなれられず、爪つめが届かない。


　光が抱いだいていた「学問の神さま・天神さん」といったフレンドリーな菅原道真像は、崩ほう壊かいした。


「朱雀。これは……祟り神じゃないか！　ぜんぜん調ちよう伏ぶくされていないじゃないか！」


「そうさ。調伏しちまったら、気を取り出せねえだろ？　こいつを怨霊のまま封ふうじ込めて、その膨ぼう大だいな気を平安京に張り巡めぐらせた道路から流して隅すみ々ずみまで行き渡わたらせている」


「な、何のために？」


「平安京を永遠に繁はん栄えいさせるために。四神相応の地に都を開き人を集めてもなお、気というものはぜんぜん足りないのさ。むしろ人が集まれば集まるほど、土地が拓ひらかれれば拓かれるほど、その土地の産土うぶすな神がみは死んでいく。大地の気が涸かれていく」


「ああ。神と精せい霊れいに満ちた森が人工的な芝生しばふになっちゃうんだね。そういうアニメってあるよね！　子供の頃ころ、観みたなあ！」


　今の光は自分の台詞せりふに責任を持てる精神状態ではない。


「そうさ。だから人工的にこしらえた神が、御霊が必要なのさ。早さわ良らや道真だけじゃ足りねぇから、まだまだ増やすらしいぜ！」


「そ、そんなことをして、だ、だいじょうぶなのかい？　怨霊を、祓はらわずに閉じこめておくだなんて」


「だいじょうぶなものか。だが、これがなきゃ都は荒あれ地に戻もどっちまう」


「おそろしいことだ……」


「はじめに御霊という仕組みを作った連中に文句を言うんだな」


「誰だれが作ったの？」


「その昔、はるか彼方かなたの世界から来た渡と来らい人じんの一族だ。冶や金きんの技わざと、言霊の技。この二つを融ゆう合ごうさせて、怨霊を都を繁栄させる御霊に変えてしまうからくりを完成させた」


　言霊の力。呪しゆ。


　まただ。また、この言葉を光は耳にした。


「ご神体がぶっ壊こわれちまったら、中からこんなやばいものが出てくるんだぜ。強きよう烈れつな怨おん念ねんを持った祟り神が都を直ちよく撃げきだ」


「危なすぎるじゃないか！」


「よほどのことがなければ、壊れることはねえさ。蹴ったくらいじゃびくともしねえ。社やしろには結界も張られている。だが、完全という言葉はこの世にはないんだぜ」


「帝や藤原くんたちは、このことを知っているの？」


「親父や貴族たちは真実を知らない」


「知らない!?　帝もっ？」


「ああ。神官どもにたばかられて、菅原道真はご神体の中で安らかに鎮しずまっていると思っているのさ。だがこいつがほんとうに鎮まるには、あと数百年はかかる！」


「もしもご神体が壊れて、菅原道真が解放されたら……」


「大おお騒さわぎになるだろうよ。ハッ！」


　春宮である朱雀がこれほど婆ば娑さ羅らになってしまったのは、この御霊の秘密を知ってしまったからかもしれない。


　朱雀は、呆ぼう然ぜんとして鬼を見上げている光に、言い放った。


「わかったか源氏？　これが平安京の秘密のひとつ。御霊のからくりだ」
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　賀茂祭がはじまった。


　あれから光は、六条さんの屋や敷しきに行けなかった。


　晴明が「あの屋敷は危険だ」と言って禁じたからではない。


　賀茂祭の勅ちよく使しに選ばれてしまったために、即そく席せきで猛もう特とつ訓くんしなければならなくなったのだ。


　勅使は行列に随ずい行こうするのが主な役目だが、馬に乗らなければならない。


　言うまでもないが、光は乗馬が下手だ。


　晴明の屋敷の庭を舞ぶ台たいに、葵が鬼コーチとなった。


「馬と一体化するのですわ光さん！」


「なにをなさっておられるのです！　甘い甘い！　甘すぎますわ！」


「源氏の貴公子たるもの、わが許婚いいなずけたるものが馬に乗れずしていかがするのですっ」


　何度落馬しても、鬼コーチの教育的指導（矢をいかけ弓で殴なぐってくる）はとどまることを知らなかった。


「少しは手加減してよ葵さん」


　と頼たのんでも、


「まあまあ。あなたは賀茂祭の勅使がどれほど重大なお仕事かわかっておられませんわね。祭りの主役ですのよ。貴族の男子に生まれた者は誰もが憧あこがれる、一世一代の晴れ姿ですのよ！」


　と承知しない。


　それどころか、「もう甘やかしてはおられませんわ」とさらに特訓のメニューが増えた。


　馬上から、的へ矢を放って命中させる特訓とか。


　競馬ジョッキーよろしく、馬で競走する特訓とか。


　暗号のような祝詞のりとを詠み上げる特訓とか。


　手て桶おけに溜ためた水の中に顔を突つっ込んで長時間耐たえる特訓とか。この特訓ははたして賀茂祭と関係あるのかどうか問いただしたい。


　今から合戦でもはじまるのかというくらいのハードな特訓メニューだ。


「勅使役など、どうでもよいではないか」


　と冷さめている晴明や、


「いいから神社探検を再開するわよ光くん！」


　と退たい屈くつしている紫の抗こう議ぎにも、葵は耳を貸さない。


　当の光は、だんだん特訓に慣れていくうちに、（よほど賀茂祭って重大な祭りなんだなあ）と葵のツンツンスパルタ教育ぶりに感心するようになった。


　短期間で、なんとか馬に乗れるようになった。


　少しは「デレ」もほしいところだなと言いたいけれど、晴明から血を分けてもらったせいか、近ちか頃ごろの光は回復力が常人離れしている。


　多少怪け我がや打だ撲ぼくをしても、一晩寝ねれば治る。


　だが、この特訓が続くうちは、六条さんの屋敷を再び訪おとずれるという「約束」を守ることはできなかった。


　光は、約束を守ることだけがとりえのようなところがある。


　それだけに、六条さんに対して気がひけてならない。


　そもそも、賀茂祭の勅使をつとめるための特訓を続けるよりも、光は書物にかこまれた六条さんの静かな屋敷で彼女からもっと西域の話を聞きたかったし、六条さんの優やさしげな声に癒いやされたかった。


　前回の訪問では、途と中ちゆうまでいい雰ふん囲い気きだったけど最後はどたばたになってしまったし、こんどこそ六条さんと二人きりで心静かな時間を過ごしたい、という思いがどんどんつのっていく。


　それに。


　六条さんは藤原家（ことに弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ご）が幅はばをきかせている内だい裏りから身をひいてしまったために、静かな暮らしを取り戻してはみたものの、今は孤こ独どくを味わっている。


　奥手で目立つことを嫌きらう光には、六条さんの孤独はよくわかるのだ。


　六条さんには、紫のような騒さわがしくて明るい家族もいない。


　病やまいに臥ふした偏へん屈くつな父親がいるだけのようだ。


　六条さんに男が近寄ることすら、父親の惟これ宗むねの允ただ亮すけは許そうとしないらしい。


（賀茂祭が終わったら、すぐに六条さんをたずねよう）


　そう決意し、光は賀茂祭に臨のぞんだ。
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　賀茂祭の前夜。


　六条さんの屋敷では──。


　筆を執とり、文章を書きながら。


　六条さんが物思いに、耽ふけっていた。


「……源氏の君……わたしは毎日朝が来るまで待ち続けているというのに……来てくれないのね……」


　仕方のないことだ、と思い直そうともした。


　光は、華はなやかな内裏で活かつ躍やく中の、今をときめく貴公子なのだ。


　自分は、内裏でのつとめを辞して、こうして父の面めん倒どうを見るために屋敷にひっそりとこもっている、一種の世捨て人だ。


　退屈だからこそ、文章を書き、あるいは読み、日々を書物の山の中で過ごしている。


　だが光は違ちがう。


　光は、現世を生きているのだ。まぶしいほどに。


　約束を破るような人ではない、いつか時間ができればきっとたずねてきてくれる。


　そう、信じたかった。


　しかし、「約束を破られたのではないか」というわだかまり、この激しい嫉しつ妬と心、この孤独感を抑おさえることは、もう、できそうになかった。


　光と過ごしたひとときが、あれほど幸せな時間を与あたえてくれたばかりに。


　六条さんは、おそるおそる決心した。


「人目のあるところに行くのは気が進まないけれど、賀茂祭に出かけようかしら」


　もしかしたら、源氏の君と再会できるかもしれない。


　この決断の先に後こう悔かいが待ち受けていることを、うすうす、利発な六条さんは予感していた。


　それでもなお、六条さんは、光に会いたかったのだ。どうしても。


　たとえ一目だけでもお目にかかれれば、わたしのこの黒々とした気持ちは霧む散さんしてくれるはず。きっとそうだ。


　源氏の君の笑え顔がおを、見ることさえできれば──。
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　事件は、賀茂祭の行列が一条大おお路じを通るその日に、起きた。


「やあ源氏の君。なかなか勅使姿がさまになっているじゃないか」


「藤原くんはずいぶんと派手だね」


「なにしろ目立つ好機だからな。見物客の女の子たちからいくら文ふみを集められるか勝負だぜ！」


「藤原くんらしいね。僕はそういうのは面倒だからいいよ」


「ああ。ああ。なんともったいないことを。見ろよ、通りに密集した牛ぎつ車しやの大だい渋じゆう滞たいを。あのうちの半分はお前を観に来てるんだぜ！」


　光と藤原中ちゆう将じようは、馬を並べて行列の中にくわわり、一条大路をゆっくりと進む。


　大路の左右はもう牛車や見物客でいっぱいだ。


　大だい歓かん声せい。


　アイドルグループのライブステージってこういう感じなのかな、と光は思った。


　最近は、こういう境きよう遇ぐうに身をおいても自意識過か剰じようになることもなくなった。


「晴明や紫たちはどこだろう。葵さんも」


「三人仲良く牛車に乗って見物してくれればいいなあ、源氏の君」


「そうだねえ。牛車の中でまたケンカでもはじめるんじゃないかと心配だねえ」


「それで、妹とはいつ正式に夫ふう婦ふになるのかね？」


「あー。それは。ええと……紫が承知しないと思う……たぶん」


「さすがだ、毎日が修しゆ羅ら場ばだな！　俺の上手を行く風流人だよお前は。ははは！」


「はははじゃないよ藤原くん。どうすればいいんだろうねほんとう」


「妹とは子作りしているのか」


「しししししシテイナイよ！！！！　妹さんのそういう話をしていいのっ？」


「ああ。俺は年上好きだからな。年下は妹を含ふくめて眼中にない！」


　実の姉がいたら眼中にあったんだろうか、と光は思った。


「迷ったら妹も紫もどちらも妻にすればいいさ源氏の君。だが、正妻は一人だ」


「おそろしいことを言わないでよ藤原くん」


「どちらを正妻にするかで揉もめるな。今よりも！」


「いや僕はとうぶん独身でいくから。この時代の人は早そう婚こんだよねえ」


「寿じゆ命みようが短いのでね。運がよければ長生きもできるが、流は行やり病や呪じゆ詛そでいつころっと倒たおれるかわからないからなあ」


「そうかあ」


「だから俺は、今を楽しむ！」


　相変わらず、藤原中将は裏表のない快男児だった。


　リア充じゆうといえばリア充だが、名門貴族に生まれたという傲ごう慢まんさがかけらもない。


　ややこしい陰いん謀ぼうも練ねらない。


　藤原家と一口にいっても、いろいろな人がいる、と光はつくづく思う。


　藤原くんに御ご霊りようの秘密を明かしたほうがいいかな、それとも晴明が先かな。六条さんはどこまで知っているのだろうか。紫に教えたら……「なにが出るかな、なにが出るかな！」と歌いながらご神体を破は壊かいしようとするな間ま違ちがいなく。


　それにしても、朱雀はどうして僕に御霊の秘密を明かしたのだろう？





「まあまあ。近場だからと油断していましたわ。満員ですわね」


「だから牛抜ぬきの牛車に乗ろうと言ったのだ私は。あの牛車なら、誰だれも怖おそれて近寄らぬ。場所とりも簡単だった」


「わたくしの牛車に乗らなければ意味がありませんわ！」


「なぜだ」


「華やかに飾かざった牛車で乗り付けてこそ、人よりも目立てるのですわ。行列だけでなく牛車もまた見物客のお目当てですのよ？」


「ふん。貴族はくだらんことにこだわるな」


「物ものの怪け牛車で晴れの舞ぶ台たいに乗り付けようとするあなたが無ぶ粋すいなのですわ」


「うえええ。わたし、酔よっちゃった……他の牛車とぶつかりすぎ……」


　葵、晴明、紫の三人を乗せた牛車は、一条大路で場所とり合戦の真っ最中だった。


　葵は牛車をデコトラのように華やかに飾り立てていて、目立ちまくっていた。


　牛車の屋形には、トレードマークである葵の花をたくさんつけている。


「すごいわ」


「綺き麗れいだね」


「さすが左大臣の姫ひめ」


「賀茂祭というよりも、葵祭ね」


「そうね、葵祭ね」


　と、見物客たちから大評判。


　葵は「どうやら主役はわたくしのようですわね。おーほほほ」と鼻高々だ。


　そして。


　馬うま場ばの乙殿おとどと呼ばれる特等席エリアで、その事件は突とつ然ぜん起きた。


　豪ごう華か絢けん爛らん、これでもかとばかりに無む駄だに飾り立ててほとんどデコトラと化している葵の牛車が、同じ場所の確保を目指して隣となりを進んでいた質素な牛車と衝しよう突とつしたのだ。


「やや。こちらが先だぞ」


「そっちはあとから入ってきたんだ」


　互たがいの従者同士が、ケンカになった。


　壮そう絶ぜつな人ひと混ごみにまみれてやっと進んできたのだ。


　どちらも気が立っている。


　ここで場所を譲ゆずれば、特等席をあきらめて三等席あたりに退ひかねばならなくなる。


　それではご主人さまに申し訳がたたない──。


　両家の従者たちは、たちまち、殴なぐり合いをはじめた。


「まあまあ。騒がしいですわね。なにが起きていますのっ？」


「おえええええ。酔ったああああ！　今の一いち撃げきが最後のとどめだわ……ううううう」


「ご主人さま、しっかりなされませ！　それがしのように宙に浮うくのです。浮けば、車が揺ゆれても身体からだは揺れませぬぞ！」


「ねこたま。わたしは死んでないから、浮けないわよ」


「にゃんと。それもそうでしたな。さすがは聡そう明めいなご主人さま！」


「……まずいぞ葵。牛車同士が体当たりをはじめた。従者をおとなしくさせろ」


　どおーん！


　晴明が話し終えるよりも、早かった。


　両家の従者たちが、「牛車で突撃だあ！」「ぶっ壊こわす！」と互いの牛車を思いっきり正面衝突させたのだ。


「ぶもおおおお！」


「牛さんが鳴いている、うっぷ……」


　周囲には牛車や見物客がぎっしりとつまっている。


　たちまち、大おお騒さわぎになった。


「ちょっと。従者の皆みなさん！　不作法ですわよっ！　おやめなさい」


　あわてた葵が、御み簾すをあげた。


　今まさに戦っている相手の牛車が、目と鼻の先に迫せまっていた。


　葵の牛車のほうが、デコトラと化しているだけに丈じよう夫ぶで強かった。重量もヘビー級だ。


　相手の牛車は質素なだけにもろくて軽い。


　すでに正面衝突対決に敗やぶれて半はん壊かいさせられ、屋形も崩くずれてしまい、中に乗っていた女性は倒れ臥ふしていた。御簾も破れてしまっていたので、葵はその女性の顔をまじまじと見てしまった。


「あらあら。あなたは──六条さん!?」


「ほんとうだわ。偶ぐう然ぜんね！」


「葵。この場は譲ろう。この者を怒おこらせるな」


　そう。


　車争いの相手は、六条さんだったのだ。


　むろん、互いの従者が暴走したことが車争いの原因で、六条さんも葵たちも車争いの相手が誰か知らなかったのだが。


「……う、う……」


　六条さんは、唇くちびるをきゅっとかみしめて、葵をにらみつけてきた。


　したたかに頭を打ち付けたらしく、起き上がれないでいる。


「……源氏の君に近づいたことを、これほど怒っていらっしゃるのね。葵さん……」


「えっ？　ち、違いますわよ！　これは偶然ですのよ、六条さん！」


「噓うそよ!!」


　六条さんの目が、一いつ瞬しゆん、狼おおかみのように獰どう猛もうに光った──ように、葵には見えた。


「あなたは源氏の君と仲良くしたわたしを憎にくんでいるんだわ。そうでしょう？」


「まあ。違ちがうと言っていますでしょう？　意外と頭の固い人ですのね」


「うちは学者の家ですから！　殿との方がたを魅み惑わくするのがお上手な藤原家とは違いますもの！」


「な、なんですってえ？　わたくしはそのようなはしたない女ではありませんわよ！」


「だって源氏の君の屋や敷しきに住み着いているじゃない！」


「許婚いいなずけなのですから当然でしょうっ？」


「待て葵。相手は頭を打っていささか混乱している。寝ねぼけているような状態なのだ。口をつぐめ、妙みような呪しゆを作るぞ」


　晴明が、葵の胸をぎりぎりぎりと握にぎり潰つぶす勢いでつかんで制止した。


「いたたただだだだああ！　どこを握ってますのよ晴明さんっ！」


「この胸を見ていると、なぜか握り潰してやりたくなるのだ。妙に腹立たしくなる」


「痛い痛い痛いっ！」


「どさくさまぎれね～晴明ちゃん。わたしも、えいっ」


「いだだだ、紫ちゃんまで？　おやめになって！」


　この事態を、行列に入ってゆっくりと馬を進めていた光が、目撃していた。


「葵さんたちと……六条さんだ！　たいへんだ、藤原くん」


「止めに入りたいが、勅ちよく使しの仕事があるからな」


「でも。止めに入らないと」


「ダメだ源氏の君。今、お前が顔を出したらかえって混乱する。勅使の仕事を投げ出して失しつ脚きやくしたらどうする」


「僕はいっこうに構わないけど」


「右大臣家が再び専せん横おうに走る。帝みかどの思おも惑わくを裏切ることになるぞ」


「そうか……帝の……」


「うちの妹に任せておけ」


「そうだね。葵さんは、やる時はやってくれるものね」


　光の言葉通りの展開となった。


「従者たちをわけなければ！」


　葵は弓を構えて、まだ対決を続けている従者たちを威い嚇かくした。


「皆さん、お静まりになって！　すぐに六条さんの手当てを！　ケンカはやめなさい！」


　葵の一いつ喝かつでようやくケンカは収まった。


　やっと意識がはっきりしてきた六条さんは、目の前を馬で進んでいた光と視線を合わせてしまった。


　光は、勅使の役をつとめていたのだ。


（見られてしまった！　こんな恥はずかしい姿を！）


　六条さんは、光から逃にげるように、半壊した牛車の屋形内へ身を隠かくした。


「あ。待って、六条さん……！」


　光が六条さんに気き遣づかいの言葉をかけるが、歓かん声せいにかき消されてその声は届かない。


「わたし、なんという言葉を口にして。あさましい姿を、源氏の君に見られて」


　もともと感受性が強い六条さんは自分に恥じ入り、ついには顔を伏ふせて泣きだしてしまった。


「……すみませんでした……わたし……帰ります……」


　六条さんは壊れた牛車からふらつく足取りで降りると、早足で人混みにまぎれて消えてしまった。


　六条さんの従者たちがあわてて主人を捜さがしはじめる。


　止める暇ひまもなかった。


　見物客たちは、二人が光を巡めぐって戦ったのだ、と思いこんでいる。


「六条御息所も内だい裏りから退いてしまってから、すっかり落ち目ね」


「牛車もずいぶんとお安くて古びていて、あっさり壊れてしまったものね」


「葵の花で牛車を絢爛豪華に飾っている左大臣家の姫には、勝てないわね」


「源氏の君に片思いしているけれど、あの左大臣の姫が源氏の君を手放さないそうね」


「そりゃあご一いつ緒しよに暮らしているんですもの」


「六条御息所はお父上がうるさいから、恋こいもできませんのね」


「あれほど美しい才女が、もったいないわねえ」


「藤原家に生まれてこられなかった時点で、負けなのかしら」


「少なくとも恋の道では、華はなやかな左大臣の姫の勝ちでしょうね」


　これでは六条さんにあまりに申し訳ない。


　葵は「たいへんな失礼をしでかしてしまいましたわ……」と涙なみだぐんで肩かたを落とした。


「今のは偶然が重なった事故だったんだし。あとで謝りに行けばいいよ、葵ちゃん」


「わたくしが逆の立場でしたら、口くち惜おしくて今夜のご飯は食べられませんわ……」


「……そうよねぇ……」


「翌朝、二人前いただきますけど」


「葵ちゃんってほんとうにタフだよね」


　晴明も「面めん倒どうなことになったな」と嘆たん息そくしている。


「どうも悪い予感がするぞ、私は」


「晴明ちゃん、六条ちゃんを捜して。陰陽おんみよう道どうの術で。わたしが追いついて謝るから」


「いや紫。今はそっとしておいたほうがいい。焦あせって引き戻もどせば、やぶ蛇へびになる」


「うーん。そうかも……ちょっと待って！　わたしって、最近すっかりうなずき役になってないっ？」


　ご主人さまにもっと光があたりますように！　それがしが祈いのりますぞ！　と、ねこたまが紫の頭のまわりをくるくると回っている。


　葵のデコトラ牛車、晴明の狐きつね耳みみに対たい抗こうするにはそれがしが目立つほかはなし、と思い定めているらしい。


　けなげである。


（でもこれじゃ、まるでノックアウトされてピヨってるキャラみたいだわ）と紫は少々迷めい惑わくに思った。


「光が勅使の役目を無事に終えたらみんなで詫わびに行くとしよう。だが、私はあの屋敷には近寄りたくないな」


「要は面倒臭くさいし私はなにもそそうはしていないから謝る気はないぞ、と言っているわけね」


「そういうわけではないさ紫」


「もしかして晴明ちゃんってけっこう怖こわがりじゃない？」


「ふん。そうかもしれんな」


　一方、光も六条さんが心配で、気が気でない。


　しかし、勅使の仕事を投げ出すわけにはいかなかった。


　祭りはやがて終わる。


　終わったら、速そつ攻こうで六条さんの屋敷へかけつけて「約束」をまだ果たしていないことを謝らなければ、と光は自分自身に誓ちかっていた。
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「愚おろか者め！」


　六条さんの屋敷。


　賀茂祭から逃げるように帰宅した六条さんは、離はなれにある父親・惟宗允亮の寝しん室しつでさんざん叱しかられていた。


　惟宗允亮は病やまいが篤あつく起き上がれないでいるが、その声だけは活気に満ちていた。


　活気というよりは、怒ど気きと言ったほうがいいが。


　その顔は、布ふ団とんに隠されていて見えない。


「だから言ったではないか！　内裏にいる貴族どもには近づくなと！　源氏などに近づくから恥はじをかいたのだ！」


「……しかし、お父さま。あのお方は優やさしい殿方です」


「それがどうした。藤原家の娘むすめと暮らしているのだろうが！　しょせんは藤原家と血を交まじえて立身出世をはかっておる俗ぞく物ぶつぞ。それがあの者の心根よ！」


「それは、帝がお決めになったことで。源氏の君のご意思ではありません」


「まだ言うか。源氏はお前に心を移したりせぬわ！」


「いえ。あのお方はわたし同様、はるか西の彼方かなたの世界から来たお方。わたしと同じ孤こ独どくをかかえて……あのお方を癒いやしてさしあげられるのは、わたしだけ……」


　惟宗允亮は、娘の独白をさえぎった。


「やめよ！　われら一族はただ西方から来ただけではない！　深い因いん業ごうを背負っているのだぞ！」


「それは大昔のことです、お父さま」


「われらには呪のろわれた一族の血が流れているのだ！」


　六条さんは「すべては朝ちよう廷ていのためにやったことです、この国をひとつにまとめて戦いくさを無くすために。当家の栄えい華がを求めてはいなかったはずです」と弁明した。


「その通り。しかしその結果が、これだ！　われら一族は見る影かげもなく落らく魄はくし、帝てい室しつと幾いく重えにも血を重ねた藤原家のみが栄華を極きわめておる！」


「現世での栄華など、わたしたちの一族は求めてはいなかったはず。これでよいのです、お父さま」


「よいわけがあるか！　牛車での争いに簡単に敗れ、無残で哀あわれな姿を観客たちに見られ、六条も落ちたものとさげすまれ、笑われた。今日のお前の失態はすべて、わが一族が没ぼつ落らくしたためではないか！　この国ではな」


　惟宗允亮が、そこで息を継ついだ。


「すべてが、血で決まるのだ！　学問も技術も言こと霊だまも文才もなにもかも、血の力の前に敗れるのよ！　恋の道ですらな！」


「……お父さま、言わないでください！」


「お前が源氏と結ばれることなど、永えい劫ごうにないわ！　その高すぎる気位を投げ捨ててどれほどみじめったらしく這はいつくばって愛を乞こうても、葵から源氏を奪うばうことなどできぬ！」


　また来るという約束すら果たさぬ男よ、と惟宗允亮は哄こう笑しようした。


「あの男は、ただお前を話し友達としか思っておらぬわ。お前もあまりに退たい屈くつな日々にうんざりして、頭の中で恋に恋しているだけよ」


「退屈な日々を過ごさせてきたのは、お父さまではないですか！」


　六条さんは、細い肩をふるわせ、大おお粒つぶの涙を流しながら、叫さけんでいた。


「命令する。源氏には二度と近づくな」


「いやです！　絶対に、それだけは……いやですっ！」


「お前はしょせん、斜しや陽ようの一族の血をひいた娘だ。このまま朽くち果はてよ、父とともに」


「いや……！」


「父を捨てるならば、都をも捨てよ。伊い勢せへでも行け。伊勢神じん宮ぐうの巫み女ことして余生を過ごせ」


　思わず、父親の布団を、はぎとっていた。


　ずっと、この頑がん迷めいな父に支配されてきた。


　内裏での華やかな活かつ躍やくも奪われた。


　誰だれからも才女と敬うやまわれてきた日々も。


　なにもかも。


　そして自分を、このカビ臭くさい本の山に埋うもれた六条の屋や敷しきに押しこめてきた。


　それだけならまだ耐たえられた。


　今、父は。


　源氏の君との恋すら、奪おうとしている。


　これだけは、奪われたくはなかった。


　はじめて知ったこの想おもいを、捨てるくらいなら。


　いっそ。


　いっそのこと──。


　そして。


　彼女は、知った。


　知ってはならない真実を。


　秘密を。


　布団をはぎとった彼女が、見たものは。





「……い、いや……いやあああああああああ！」





　見てしまったのねえ、とどこからか幼女のあざけるような声が響ひびいてきた。


　[image: ]屋道満だ。


　背後に、立っていた。





「見ないで。父を見ないで！」





　相手が誰か、ということなどもうどうでもよかった。


　見られた。


　見られてはいけないものを見られた。


　見てはならないものを見てしまった。


　もう、どうすればいいのか、わからない。





「よかったわね、真実を見ることができて。いつまでもケンカが終わらないからちょっとばかり手伝ってあげたの。噓うそを暴あばくこの鏡を使って」





　幼い道満が小さな錆さびた銅鏡をかかえて、くすくす、と笑っている。


　その銅鏡に映っている光景は──。


　晴明の屋敷だった。


　光と葵。そしてあと二人の少女。


　仲よく、夕ゆう餉げをいただいている。


　楽しげに談だん笑しようしている。


　求めても得られなかった普ふ通つうの家族の風景が、そこにあった。


　自分の居場所など、そこにはない。


　誰も、自分のことなど、忘れているのだ。


　心がえぐりとられるように痛む。


　ほんものの光はまだ勅ちよく使しとしてのつとめを続けていることには、気づけなかった。


　鏡が作りだしたかりそめの光景だと気づける心の余よ裕ゆうは、もう、ない。





「憎にくいわねえ。憎いでしょう。葵が憎いでしょう。光源氏が憎いでしょう。もういいのよ。もう、忍にん従じゆうの日々は終わったの。平安京最強の言こと霊だま遣つかいさん。本ほん性しようを、現しなさい」





　六条御息所は、（今。わたしの心が、邪じや気きに侵しん食しよくされていく。嫉しつ妬とという名の邪気に）とつぶやいた。


　そこで、意識が途と切ぎれた。


　封ふう印いんは、解かれた。


　彼女が幼い頃ころから必死で封じてきた心の結界が、破れた。


　長い金きん髪ぱつが、根本からおそるべき勢いで漆しつ黒こくに染まっていく。


　闇やみの色に。


　烏からすの羽根のような色に。


　その黒くろ髪かみが、ぶわっ、と逆立つ。





「ここからはあなた自身の出番よ、六条御息所さん」




[image: ]


　第四話　おかしいですよ六条さん




　つひに御車どもたて続けつれば、ひとだまひの奥におしやられて、ものも見えず。心やましきをばさるものにて、かかるやつれをそれと知られぬるが、いみじう嫉やきこと限りなし。榻しぢなどもみな押し折られて、すずろなる車の筒どうにうちかけたれば、またなう人わろく、悔くやしう、「何に来つらむ」と思ふに、かひなし。





　とうとう前へ大臣家の車を立て並べられて、御息所の車は葵夫人の女によう房ぼうが乗った幾いく台かの車の奥へ押し込まれて、何も見えないことになった。それを残念に思うよりも、こんな忍しのび姿の自身のだれであるかを見現わしてののしられていることが口くち惜おしくてならなかった。車の轅ながえを据すえる台なども脚あしは皆みんな折られてしまって、ほかの車の胴どうへ先を引き掛かけてようやく中心を保たせてあるのであるから、体裁の悪さもはなはだしい。どうしてこんな所へ出かけて来たのかと御息所は思うのであるが今さらしかたもないのである。







──葵あおい







　　　　[image: ]





　つつがなく賀か茂も祭まつりが終わり、光ひかるたちは晴せい明めいの屋や敷しきに戻もどった。


　すでに深夜である。


　勅ちよく使しの大役をつとめた光は、もう心身ともにへろへろだ。


「……今すぐに僕一人ででも六ろく条じようさんのもとへ」


　床ゆかの上に突つっ伏ぷしながら律りち儀ぎにもそう主張したが、足あし腰こしが言うことをきいてくれない。


「慣れない乗馬と緊きん張ちようで、身体からだが一時的に故障しているのですわ。今日はお疲つかれさまでしたわね」


「平安京に来てからタフガイと化していたのに珍めずらしいわね。ハートが繊せん細さいすぎるのよ。一晩寝ねたほうがいいわよ、光くん」


「おやおやお疲れのようだな。私がかわりに行ってやろうか」


　晴明が珍しく優やさしげに微笑ほほえんで倒たおれている光の頭を撫なでたが、


「いや。僕が行かないと。必ずもう一度行くと約束したからね。約束は絶対だから」


　光の朴ぼく念ねん仁じんな返答が不服だったらしい。


「キミはまたそういう余計な呪しゆを作ってきたのだなあ。どうなっても知らぬぞ」


　頰ほおを膨ふくらませて、「では私は稲いな荷り寿ず司しを食べて寝る」と立ち去った。


　四人とも、やっと屋敷に戻って来たというのに車争いの事件が気がかりで、いまいちはじけられない。


　だが時刻も時刻だし、六条さんの屋敷には病やまいで臥ふせっている父・惟これ宗むねの允ただ亮すけがいる。


　今から押しかけても、厳格な惟宗允亮に「このような時間に無礼であろう」と叱しかられてかえって騒さわぎが大きくなる。


　結局、六条さんの屋敷には明日の朝に全員でお詫わびに行こう、ということになった。





「……誰だれかいますの？」


　丑うし三みつ時どき。


　皆が寝静まってから。


　寝しん室しつで休んでいた葵は、部屋の片かた隅すみに黒くうごめく得体の知れないものの気配を感じて目を覚ました。


　高貴かつ元気に満ちた美び貌ぼうを保つため、葵はよく眠ねむる主義だ。


　弓矢の訓練や乗馬などをして身体を動かすのも、貴族の姫ひめたちが運動不足で体調を崩くずす姿を幼い頃ころから見てきたためだ。


　おのれの美貌を磨みがくことと気力体力健康増進に余念がないビューティマニアの葵は、武士のごとき鍛たん錬れんを行って身体を動かすことが美と健康と熟じゆく睡すいを可能にする、と子供の頃に気づき、鉄の意志で実じつ践せんしてきた。


　なので、この夜も六条さんのことを心配しつつも、布ふ団とんに入るなりぐーぐーすーぴーと完全に熟睡していたのだが……。


「……誰ですの？」


　その葵がただならぬ妖よう気きを感じて途と中ちゆうで目覚めたのは、尋じん常じようのことではない。


　気のせいではなかった。


　たしかに、部屋の片隅になにかがいる。


　夢？


　それにしては真に迫せまっている。


　こちらを、にらんでいる。


　黒い影かげが。


　人の形をしている影が、膝ひざをかかえてうずくまっている。


　顔は、ない。


　ただ、漆黒の目だけが、影のようにぼんやりとしている顔の部分に、うごめいている。


　白目の部分がない、真っ黒い目だ。


　その黒い目が、葵をにらみつけてきた。


「ひっ？」


　葵は、立ちあがっていた。


　これは、物ものの怪けの類たぐいだ。


「せ、晴明さんのお屋や敷しきには結界が張られていて、物の怪は入り込めぬはずですのに」


　枕まくら元もとに立てかけてある破は魔まの弓を手にとり、矢をつがえた。


　物の怪を祓はらう力を封ふうじたセーマン印の呪じゆ符ふが、その矢には貼はられている。





「……こっちへ……来い……」





　黒い影が、陰いん々いん滅めつ々めつとしたかぼそい声で、葵に語りかけてきた。


　影が、しだいに膨ふくらんでくる。


　寝室全体を覆おおいつくそうと、黒い闇の領域が広がってくる。


「わたくしを誰だと思っていますの？　悪あく霊りよう退散ですわ！」


　葵はひるまない。


　迫り来る影めがけて、矢を放った。


　しかしその矢は、闇の中に吸い込まれて、見えなくなってしまった。


「当たらない？」


　にい、と影が笑った気がした。


　足あし下もとから、闇に飲みこまれはじめていた。


「……お前も……こっち側へ……来い」


　動けない。


　下腹部へ。さらに、胸へ。


　闇が、侵食してくる。


「きゃあああああああっ!?」





「どうしたんだ、葵さん!?」


「いよいよ大冒ぼう険けん家の出番が来たみたいだわ！」


「このような夜よ更ふけに、いったい何事だ」


　光。


　紫むらさき。


　晴明。


　葵の黄色い悲鳴（かなりレアだ）を聞きつけた三人が、葵の寝室にほとんど同時に足を踏ふみ入れると。


　そこは、暗黒の世界となっていた。


　どこまでも繫つながる闇やみの空間だった。


　そして、闇は、すでに葵の身体に取り憑ついていた。


　闇の中に立ちすくんでいた葵が、


「うけ。うけ。うけけけけけ」


　とけたたましく笑いはじめた。


　口もとが、くわっ、と裂さけた。


「……悔しい……源げん氏じの君……約束を破るだなんて……」


「約束？　葵さんと僕がかわした約束って……まさか婚こん約やく不ふ履り行こうを怒おこって切れたのっ？」


　光の首に、白い腕うでを伸のばして絞しめようとする。


「いかん。セーマン！」


　晴明が葵の額めがけて呪符を放つが、葵は、


「うきゃきゃきゃきゃきゃきゃ！」


　鬼き女じよのように笑いながら身体を後ろへとのけぞらせ、床に両手を突いてブリッジをして呪符をかわした。


　さらにそのままの姿勢で、かさかさかさ、と後ろへ向かって歩いて逃にげようとする。


「うわあ。スパイダー・ウォークだよ。葵さん、いったいどうしてこんなキャラ変へん更こうを」


「光くん。そういうんじゃないと思うけど？」


「紫、このままじゃ葵さんのキャラが壊こわれていく。せっかくツンデレお嬢じようさまとして立っていたのに。たぶんデレが早すぎて行ゆき詰づまったんだな……」


「だから、そういう話じゃないってば～」


　葵はブリッジ姿勢のまま、おぞましいばかりの速度で壁かべをのぼりはじめ、ついには手と足を天てん井じようについたまま天井から「だらり」と逆さまにぶらさがった。


「よくもわたしを辱はずかしめたわね……源氏の君……呪ってあげる……」


　長い髪かみが、するすると伸びて光の首に巻き付いてきた。


「ちょ。葵さん。やりすぎだよ！」


「光！　ぼんやりするな！　葵の身体には物の怪が憑いているのだぞ！」


「物の怪が？　噓うそだろ。だって晴明の屋敷には結界が……」


「その結界をすり抜ぬけてきた！　よほど手て強ごわいやつだ！」


「なんだって？　じゃあ、葵さんは自分のキャラを今後どう立たせていくか悩なやんだ末にこんな奇き天て烈れつな行こう為いに走ったのではなくて──」


　怪かい異いが、起きているというのか。


「見ればわかるだろうが。なにが婚約不履行だ。どれほど怒っても気位の高い葵がこんな真ま似ねをするか！」


「ううむ。たしかに」


「葵は物の怪に心身を乗っ取られているのだ、バカものが！」


　光くんって生き真ま面じ目めなくせにヘンなところが抜けてるわね、と紫が嘆なげいた。


　その間にも、光の首はどんどん絞められていく。


「うわあ。どんどん髪が巻き付いてくる！　息が、息ができない！」


「すさまじい邪じや気きだな。呪符を投げつけるだけでは効きかぬ。護ご摩まを用もちいる」


　晴明は芥け子しを放ほうり投げて火をつけ、闇を白はく煙えんで覆いはじめた。


「わが結界を突とつ破ぱするとはなみの物の怪ではない」


　晴明の表情に焦あせりが見えはじめていた。


　この屋敷には、[image: ]あし屋や道どう満まんといえどもそう容易には入り込めぬはずなのだ。


　それを、自分に気け取どられることなく侵しん入にゆうするとは。


「オン・アボキャ──」


　葵の黒髪が、晴明の身体をもからめとってきた。


　どこまでも髪が伸びてくる。


　その黒い髪の一本一本に、おそるべき邪気がこもっている。


　晴明はけんめいに踏みとどまり、死し霊りようを祓う真しん言ごんの呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。


「──ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン」


　詠唱は完成した。


　しかし、なおも葵は天井にぶらさがって「その程度の呪文でわたしは祓えないわ。うふ。うふふふふ。晴明さぁん」とカン高い声で絶ぜつ叫きようしている。


　髪の毛で喉のどを潰つぶされるより先に、この異様な声にやられて鼓こ膜まくが破れそうだ。


　ことに晴明は狐きつね耳みみの持ち主だ。


　この音波の攻こう撃げきは、耐たえがたかった。


「晴明！」


「光、こやつは死霊ではない。だが妖よう怪かいの類でもない」


「では、葵さんに憑いているものは」


「おそらくは、生いき霊りようだ。当人も知らぬうちに、肉体から霊れい魂こんが抜け出して葵に憑いているのだ」


「物理的に攻撃すれば葵さんを怪け我がさせてしまう。かといって僕が龍りゆう穴けつ結界を発動させて気を吸収しても葵さんが危あやうくなる。晴明にも祓えないなら……どうすれば？」


「生霊であれば、本体をつきとめて直接祓わねばならぬ」


「本体？」


「そうだ。こやつの本体の名を聞きだすのだ、光！」


「といっても、どうすれば……」


　きしゃあああああ、くえええええええ！


　葵の中に憑いている者は、理性をほとんど喪そう失しつしている。


　ただ怨おん念ねんだけが、暴走している。


　ただ一人、なぜかまだ襲おそわれていない紫が、葵を指さした。


「ねこたま。ちょっと本気だして、あの物の怪を葵ちゃんの身体からだから追い払はらって！」


「合がつ点てんですぞ。合点、合点！　葵どの、このねこたまがお救いいたしまする！」


　紫の肩かたの上から、ねこたまがいさんで出しゆつ撃げきしていく。


　だが。


　ぴん。


　葵の指先ではじかれて、「あーれー」と紫の頭の上に落ちてきた。


「役に立たないわね、ねこたまって」


「ご主人さまああ！　そのようなことはございませぬ！　あまりにもこの者の邪気が強すぎて近寄れぬだけでございまするぞ！」


「ねこたま？　それを、役に立たないって言うのよ？」


　このままでは紫に解かい雇こされる。


　リストラされる。


　ねこたまは「あわわ」と震ふるえながら、声をあげた。


「名は聞きだせませぬが、影かげを浮うかび上がらせることくらいはできますぞ！　ふはああああああ！」


　梅だ。


　星のように白く輝かがやく無数の梅の花弁を、ねこたまが小さな口から吐はいた。


　闇の中に、きらきらと白い星たちがまたたく。


「くおっ？」


　梅の花弁が光を放ち、闇の中に影が浮かび上がった。


　葵に憑いている者の影が。


「おのれ、この妖よう猫びようめ！　眩まぶしい。梅が眩しい。ゆるめぬか！」


　声をあげた。


　若い女の声だ。


「憑いているのは、女の子だわ！」


　紫が叫さけぶ。


　しかし、驚おどろくべきことに影は、もう一つあった。


「おお。陰陽おんみよう師じよ。安あ倍べの晴明よ。本来はそちがいる位置にわが一族が立っていたはずであったのに。口惜しや！」


　こんどは、しわがれた老人の男の怒ど声せいだった。


「バカな。二体の生霊が行動をともにするなどありえない。生霊は本人すら知らぬうちに魂たましいが肉体より離り脱だつしたものだぞ。憑く時は、常に一体であるはず」


　晴明が、細い眉まゆをひそめる。


「二体の生霊が同時に一人の身体に憑けるはずがない。死霊でも生霊でもないのならば、こやつらの正体はいったいなんだというのだ？」


「またまた晴明。噓なんだよね？」


「バカものが。こんな時に噓を吐つけるかっ！」


「晴明どの。物ものの怪けはひるみましたぞ、今が好機ですぞ！」


　ねこたまが晴明をはげます。


　ねこたまが吐く梅の花弁には、物の怪を脅おびやかす力があるらしい。


　光と晴明の首に巻き付いていた黒髪が、外れていく。


　葵に憑いた二体の何者かが、同時に声をあげてうめいた。


　梅──そういえば菅すが原わらの道みち真ざねを封ふう印いんする北野の神社にも、梅の木が無数に植えられていた──と、光は気づいた。


　今をおいて、反はん撃げきする機会はない。


「オン・ダキニ・ギャチ──」


　晴明はさらに芥子を焚たきながら、強力な呪文を詠唱する。


「──ギャカネイエイ・ソワカ」


　完成した。


「……うっ……」


「……ぬおおおおお！　これしきでわれらは……祓はらえぬぞ晴明……！」


　若い女と、老いた男の声。


　それが同時に、葵の口から漏もれてきた。


「…………」


　葵が、意識を失って床ゆかの上に落ちてきた。


「晴明、祓えたのか？」


　光が、葵の身体を抱だき留とめる。


「一時的に封じただけだ。この者どもの名をつきとめて祓わねば、葵は救えぬ」


「……なんだって……」


「もしこのまま憑つかれ続けたら、葵ちゃんはどうなっちゃうの？」


　不安げな紫に、晴明が答えた。


「物の怪に気を喰くらいつくされ、衰すい弱じやくして死ぬであろうな」


「えええええっ!?」


「またまた晴明。縁えん起ぎでもない噓を」


「光、噓ではない。こやつらはとてつもない霊れい力りよくを持ち、しかも生霊でも死霊でもない得体の知れぬやつらだ。名を知ることができねば、葵は二日ももたぬぞ」


　晴明の狐耳が、ぴんと張り詰つめて立っていた。


　緊きん張ちようしているらしい。


　真実なのか、と光は気を引き締しめた。


　それでも、まだ信じられない。まさか、天才陰陽師である晴明の結界を軽々と突破するほどの者が都にいただなんて。


　それに、なぜ、自分と葵を恨うらむ？　約束とはなんだ？


「光。紫。私は葵を守るため、この異界と化した部屋にこもるほかはない。キミたちが敵の正体をつきとめねばならぬぞ」


「晴明。しかし相手は強大だ。祓うのに一日弱かかるとして、猶ゆう予よはあと一日というところか」


「そうだろうな」


「生霊でも死霊でもないなら、いったいなんなのかしら？」


　紫が困り顔の晴明に質問した。


「わからぬ。わからぬものは祓えぬ。さりとて光の龍穴結界の術では、残り少なくなっている葵自身の気まで涸からしてしまう」


「陰陽道の術で正体を占うらなえない？」


「ふむ。式ちよく占せんか。名は言い当てられぬだろうが、手がかりくらいはつかめるかもしれん」


　晴明が式占に用いるための六りく壬じん式しき盤ばんが、ふわり、と宙を浮いて晴明の足あし下もとへと降りてきた。


「ことは急を要する。式盤よ、この物の怪の正体をたずねる。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう──む？」


「晴明ちゃん、なにかわかった？」


「わかったぞ。紫。三日前、寝ねる前に水を飲みすぎておねしょをしただろう。まるっきり外見通りのお子さまだな」


「……どどどどうしてそれをっ？　ち、違ちがうのよ！　違うの！　あれはそうじゃなくて枕まくら元もとにお化けが出てきて金かな縛しばりにあって、それで厠かわやへ行けなくなって、ええと、ええと！」


「あのぶしつけなそそうを、わが安倍家の氏うじ神がみが怒おこっているのだ。道理で私が手こずるはずだ。取り憑いているのは安倍家の氏神だ」


「ええええー。わたしのせいっ？　どうすればいいのよっ？」


「まもなく雷かみなりがなるから、お腹なかを丸出しにしておへそをとらせよ」


「いや！　おへそをとられたら、カエルみたいなお腹になっちゃう！」


「いいから脱ぬげ。面めん倒どうだから全部脱ぐのだ」


「ううう。しょうがないかしら。この場には男の人はいないし……」


「む、紫。一応、ここに男の中の男が一人、いるんだけど？」


「光くんは、見てもいいよ。もちろん見たら婚こん約やく成立だからね。脱ぎ脱ぎ」


「うわあああああ！　少しは恥はじらってくれよ紫！　子供かよ！」


「だってこれは葵ちゃんを救うためなのよ。平安京でキャラ立てに苦労しているわたしが輝くチャンスなのよ。少々光くんのねっとりとした好色な視線になぶるように視し姦かんされてもわたしは耐たえられるわ！」


「──というのはもちろん全部噓うそだ。諸君、こんな緊きん急きゆう事態だというのになにを遊んでいるのかね」


「……晴明ちゃん……」


「暴れよう紫。クーデターを起こすしかない」


「待て。式盤を持ち上げて私に迫せまるな光。ほんとうは『鴨かも』だ！」


「鴨？」


「うむ。鴨、と出た。鳥の、鴨だ」


「それが物の怪の名？」


「名かどうかはわからぬが、手がかりではある」


　光と紫は、顔を見合わせた。


「鴨か」


「鴨、ねえ」


「そういえば、鴨の親子の映像をニュースで見たことがある」


「わたしも見たことあるわ。どこかのお堀ほりに毎年やってくる、軽かる鴨がもの親子ね！」


「それだ。お堀は、かわいい軽鴨親子を一目見ようと大人気」


「あの軽鴨さんたち、無防備なのよねー。鴨がネギをしょって、よちよちとやってくるのよねっ」


「ネギはしょってないと思うけど？」


「それくらい鴨ネギな無防備さが愛らしいと言っているのよ」


「鴨と言えば、鴨鍋なべという料理もあったなあ」


「そうね。軽鴨さんの親子は人間に懐なついているから、簡単につかまりそうだわ。哀あわれ、軽鴨の親子は美お味いしい鴨鍋の具になって、食べられましたとさ……くすん……かわいそうね、光くん」


「紫。全部妄もう想そうだ。妄想に心を痛めて泣くなよ」


「五感を通じて心に映る出来事はありのままの現実そのものではないのだからすべて妄想といえば妄想なのよ光くん？」


「そういうのはいいから、今は現実のことだけを考えようよ紫」


　手がかりはつかんだが、はたして時間切れになる前に物の怪の正体に辿たどり着けるかどうか。


　はなはだあやしかった。


「私は葵に憑いた物の怪が目覚めて再び暴れださぬよう、この部屋で芥け子しを燃やし続けて抑おさえておく」


「晴明ちゃん、ここはわたしに任せなさい。助手を連れて一日で謎なぞを解いて葵ちゃんを助けてみせるわ！」


「そうだな紫。こころもとないが、私が動けぬ以上それしかない」


　なおも葵の寝しん室しつを覆おおっている闇やみは、消えていない。


　部屋は、暗黒の異空間に繫つながったままだ。


　晴明がついていなければ、葵はまたしても闇に飲まれて暴れはじめるだろう。


「行ってくるよ晴明。アドレナリンが湧わいてきて身体からだも動くようになった！」


「頼たのむぞ、光」


　光は、腕うでに抱いている葵の苦しげな寝ね顔がおを見つめながら、「待っていてくれ葵さん。僕たちが一いち丸がんとなって、必ずきみを助ける」と誓ちかった。


「……う……光……さん……」


「葵さん」


「……わたくし……怖こわい……おそろしい……」


　いつも強気な葵のこれほど弱々しい姿を、光は見たことがなかった。


　胸をつかれた思いがした。


「なにかが、わたくしに、憑いて……う、う」


「葵さん。僕たちがついているよ」


　手を握にぎりしめた。


　冷たい。


　いつも熱い葵の指が、死人のように冷たくなっている。


「……あなたの妻に……なりたかったのに……ダメ、みたいですわ……」


　このままでは葵さんは──その考えとともに襲おそってくる恐きよう怖ふに、光自身が勝たなければ葵を救えない。


「必ずきみを守る。約束する。だから、泣かないで葵さん」


　自らの意思で、呪しゆを作った。


　葵を布ふ団とんの上に寝かせて、もう一度「必ず助ける」とつぶやいた。


　紫と晴明が、うなずきあう。


「ふふふ。だいじょうぶよ光くん。ここまでが長かったわ。実に長かったわ。ここからが本編よ！　天才大冒ぼう険けん家の出番がついに来たみたいね！」


「ほんとうにだいじょうぶか？　手がかりは鴨という言葉だけだぞ？」


「任せなさい晴明ちゃん。さあ行くわよ、助手のねこたま。そしておまけの光くん」


「助手がねこたまで、僕はおまけだったのか！」


「急ぎまするぞ。平安京の地理はそれがしにお任せあれ」


　ナビゲーターのねこたまが道先案内人となって、光と紫を先導する。


　平安京では初となる、紫探検隊の出しゆつ撃げきだ。





　この時。


　晴明屋や敷しきの築つい地じの陰かげに、一人の男が気配を殺して立っていることに、葵を闇から守ることでせいいっぱいの晴明は気づけなかった。


　その男は、僧そう形ぎようだが、長い髪かみを垂らしていた。


　怜れい悧りなまなざしで、晴明屋敷の築地の向こう側を凝ぎよう視ししている。


　結界が邪じや魔まで、霊力を用いても透とう視しできない。


　だが、芥子の強きよう烈れつな香かおりは、隠かくしきれなかった。


「晴明め。屋内で大量の芥子を用いたか。そして、このただならぬ邪じや気きはなんだ？」


　叡えい山ざんの僧・良りよう源げんだ。


　鬼き門もん封ふうじ、そして物ものの怪けの調ちよう伏ぶくを生業なりわいとし、藤ふじ原わら右大臣家と結びついている男。


　左大臣家と繫がりがある晴明にとっては、仕事上のライバルである。


　そして良源は、晴明の過去を疑っている。


　晴明が朝ちよう廷ていにまつろわぬ反乱分子であると信じている。


　将まさ門かど・純すみ友ともの乱に晴明が関かかわっていた証しよう拠こを嗅かぎ回っているのだ。


　これは目め障ざわりな晴明を失しつ脚きやくさせるためであり、都を守るというおのれの任務を忠実に遂すい行こうするためであり、叡山の頂点に立ち僧兵を率いて霊力・武力の両輪を兼かね備えた王朝の守護者になろうという自身の野心のためでもある。


「あまりにもあやしすぎるぞ安倍晴明」


　しかも。


　まだ夜も明けていないのに、門が開いて一台の牛ぎつ車しやが進みはじめた。


　牛抜ぬきの牛車ではない。


　晴明は乗っていないらしい。


　芥子の煙けむりの中に、なおも晴明はこもっている。


　屋敷内で、いったいなにが起きているのか？


「あの牛車はどこへ向かおうというのだ。あまりにも異様だ」


　良源の氷のように冷たい目が、すっ、と細められた。


「今こそ晴明の尻尾しつぽをつかむ好機か。見ておれ、九きゆう尾びの狐きつねめ」





　　　　[image: ]





「紫。今こそ自じ称しよう大冒険家の出番だ。晴明がいない今のうちに、鴨という言葉から物の怪の正体を推理して当ててくれ」


　揺ゆられながら、光が紫の手をとって「そろそろ本気出してくれ」とかき口く説どいた。


　紫は自称大冒険家で、探検家で、世界の謎を暴あばくトレジャー・ハンターだ。


　あくまでも自称だけど。


「……光くん。晴明ちゃんがいない今はたしかに逢おう瀬せのチャンスだけど、葵ちゃんを助けるまではまだ赤ちゃん作りは早いと思うわ……」


　ぽっ。


　紫は頰ほおをあからめて、「でもしかたないわよね。人間ってピンチになると生せい殖しよく本能がうずいちゃうものね。まして光くんは男の子だし当然よね」とうなずいた。


「晴明がいると噓ばかり吐ついて推理が先に進まないから、今ここで推理してくれ、って言ってるんだよ！」


「あらそう。これほどのピンチに追いつめられても光くんって案外理性的なのね」


「鴨かも。鴨。鴨。手がかりはこれだけだ。晴明が動けるようになる夜明けまで手をこまねいていたら、間に合わなくなるかもしれない」


「もしかすると言葉遊びのようなものかしら？」


　紫が、両手のひとさし指を左右のこめかみに当てて目を閉じた。


「ぽく。ぽく。ぽく。ぽく」


「なんだよそのオノマトペは。少しは焦あせってくれよ紫」


「あわてないあわてない。いにしえのとんち坊ぼう主ずの真ま似ねをすると、とんちが出てくるの」


「必要なのは黒を白と言いくるめたり烏からすを鳩はとと言いくるめたり壊こわれた橋を『真ん中は橋（端はし）じゃない』などと言いくるめたりする、うっとうしいとんちじゃない。問題を解決できるのは理性的な推理力だ」


「鳩。鳩ね。くるっくー、くるっくー。ぽっぽー、ぽっぽー」


「オノマトペが変わっているだけで、推理が進んでいないじゃないか……」


「静かにしてて光くん！　今はわたしが平安京の謎を暴く名探たん偵ていというキャラを立てる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなんだから！　ぽっぽー。ぽっぽー、ぽっぽー」


「鳩になりきってどうするんだよ。せめて鴨になりきってくれよ」


「鴨の鳴き声なんて知らないわよ」


　紫は、鳩の声こわ色いろを真似ているうちに、ふと閃ひらめいた。


「鴨。その音は──かも。文字にすると──甲こうと鳥」


「甲と、鳥？」


「鴨という漢字を分解すると、甲と鳥、という二つの文字になるわ」


「うん。それで？」


「音にすれば、か・も。かも。かも。かもかもかもかもかも！」


　紫のツインテールの尻尾を、ぎゅうううううう、と光は引っ張っていた。


「ひだいひだいひだい、ひぐう。抜けちゃうじゃない～！」


「真ま面じ目めにやれ。奇き声せいを発すればキャラ立ちできると思っているのか紫は。もしかして平安京を舐なめてないか？　そんな一発芸でやっていけるとでも思っているのか？」


「ひだだだだ。ちょっと待って。芸じゃないの！　マントラを唱えるのは心を空っぽにして無意識から知ち恵えを引っ張りだすためなのっ！」


「マントラじゃないだろ。ただの擬ぎ音おんだろ。原始の咆ほう哮こうだろ」


「ひだだだだ。今、閃きそうになってたのに。光くんの変態プレイのおかげで出てこなくなっちゃったじゃない～！」





　ガンッ！





　衝しよう撃げき音。





　ぶもおおおおお！


　牛が、止まった。


　牛車の屋形が、大きく傾かたむく。


「ご主人さま。光どの。攻こう撃げきを受けましたぞ！」


「うう。ツインテールを引っ張られすぎて、力が出ない……」


「物の怪かっ？　紫は屋形の中にいて。僕が道を開く！」


　やはり、夜の外出は危険だったか。


　光が屋形から飛びだして、道をさえぎる者の前に立った。


　牛車を止めた者は、物の怪ではなかった。


　僧だ。


　ただし、総そう髪はつの僧である。


「あなたは……」


　光は、その者の顔に見覚えがあった。


　この凍いてつくような冷たい目。


　青白い顔、細い顎あご。


　白はく面めんの美男子ではあるが、人間らしさを感じさせない男。


「私だ、光源氏。叡山の僧、良源だ」


　内だい裏りで、会ったことがある。


「都を物の怪から守っているという、あの」


「さよう」


「なぜ僕の邪魔をする？　一刻を争う事態なんだ、道を空あけてくれ」


「光源氏。貴様も、都を破は壊かいせんと目もく論ろんでいる安倍晴明の一派だ。異人の血をひいた貴様が帝みかどの一族であるわけがない。偽にせ者ものだ」


「誤解だよ。晴明はそんなことをたくらんではいない」


「このような夜よ更ふけに外出とはなにをたくらんでいる。吐はけ」


「葵さんが物の怪に憑つかれたんだ。早く正体をつきとめないと、手て遅おくれになってしまう」


「たばかるな光源氏。晴明屋敷に満ちたあの邪気はなんだ。仏法の仇きゆう敵てき、鞍くら馬まの魔ま王おう天てん狗ぐでも召しよう喚かんしたか」


「晴明はそんなものは召喚しない。それは[image: ]屋道満あたりのやることだ！」


　良源は、晴明を疑っている。


　たしかに晴明には、朝廷に対する忠誠心はないと言っていい。


　政権や国家への忠誠心とは異なる何らかの理由で、晴明は平安京を物の怪から守護しているのだ。


　個人的な理由なのかもしれない。


「晴明は……」


　だが、光にはわからない。


　晴明の過去を知らない。


　もどかしさを感じた。


　胸の奥をかきむしりたくなるような強烈な、もどかしさを。


「時間が惜おしい。ここは押し通るよ」


「動くな、源みなもとの光ひかる！」


　高々と数珠じゆずを掲かかげて、良源が光を一いつ喝かつした。


　だが、光の身体からだは良源の放った言こと霊だまには縛しばられない。


　その名は、帝によって与あたえられたかりそめの名だ。


　真ま名なは、水みず原はら光だ。


「その術は僕には効かないよ」


「やはりな」


　良源は、薄うすい唇くちびるの端をつりあげて、にい、と笑った。


　底冷えがするような笑え顔がおだ。


「最初からおかしいと思っていた。そして私は今、証拠をつかんだ」


「証拠？」


「貴様がほんものの源光ではないという証拠だ。ほんものならば、叡山でも有数の霊れい力りよくを誇ほこる私に真名を呼ばれた瞬しゆん間かん、金かな縛しばりに遭あっているはず」


　鋭するどい、と光は思った。


　良源は、さらに続けた。


「ほんものの源光は、藤原家と組んで菅原道真を太だ宰ざい府ふに左さ遷せんした張本人の一人だ」


「えっ？」


「とぼけるな。怨おん霊りようと化した菅原道真は実に多くの政敵を祟たたり殺した。彼を左遷してまつりごとの頂点に立った、首しゆ謀ぼう者しやの藤原時とき平ひら。その時平が後見していた春宮とうぐうまで。内裏の中ちゆう枢すうである清せい涼りよう殿でんと紫し宸しん殿に次々と雷かみなりを落とし、自分を陥おとしいれた藤原家の貴族たちを片かたっ端ぱしから焼き殺した。この時の惨さん劇げきに居合わせた時の帝も気を涸からされ、命を奪うばわれた」


　すさまじい祟り神だった。


　ご神体から漏もれだしてきた菅原道真の姿を、光は思いだしていた。


　神社を建て、道真を御ご霊りようとして封ふう印いんしていなければ、都はすでに滅ほろびていたかもしれない、と光は思った。


「だが一人だけ、道真に祟り殺されていながら死体が見つかっていない者がいる。それが源光だ」


「僕と同名なのか!?」


「菅原道真は藤原家ではない下級貴族でありながら、右大臣の位にまで進み、藤原家の怒いかりを買って破は滅めつした。菅原道真を排はい除じよしたのち、藤原家の力で右大臣になった者が、源光だ。彼は菅原道真を怖おそれ、叡山の僧そう侶りよたちに何度も加か持じ祈き禱とうを行わせた」


　そのような人物がいたことを、光は知らなかった。


　光源氏は、物語の登場人物で、架か空くうのキャラクターだとばかり思っていた。


　だとすれば、「光源氏」とはあまりにも不ふ吉きつな名ではないだろうか。


　自分が光を名乗っているのは、それがもともとの本名だからにすぎないのだが。


　ただの偶ぐう然ぜんなのだが。


　光の本名を知らない良源は、この偶然を偶然とは思っていない。


「だがわれら天台密教の力及およばず、源光は狩かりの途と中ちゆう、泥どろの中に引きずり込まれた」


「泥の中に！」


「それきり、源光の死体は見つかっていない。およそ五十年が経たった今でも、だ。誰だれも死体を発見できなかったのだ」


「犯人は誰なんだ？」


「怨霊となった菅原道真に操あやつられた物ものの怪け、妖よう怪かいの類たぐいであろう。もう五十年も昔に起きた事件だ。少年の貴様が、源光であるはずがない！」


「同名の別人だよ！」


「忌いまわしい名だ。貴様が真に帝の一族であれば、避さける名のはずだ」


　噂うわさ通り、貴様の正体は晴明の式神なのであろう、と良源は言い放った。


「式神に源氏を名乗らせるとは。晴明は菅原道真の真ま似ね事ごとをして都を内側から奪い取るつもりか」


「違ちがう。そうじゃない。右大臣家と左大臣家の力を均きん衡こうさせるために、帝が」


「帝は晴明にたばかられている！　式神よ、聞け。晴明はかつて外側から都を滅ぼそうとしたのだぞ。逆ぎやく賊ぞくの平たいらの将門と藤原純友を利用して」


　良源の言葉に耳を貸すな。


　言霊だ。


　これもまた、呪しゆだ。


　だが光は、晴明を中傷されると、冷静ではいられなくなる。


「晴明はそんなことはしない！　勝手にでたらめな噂を語るな！」


　光の掌てのひらに、風が吸い込まれていた。


　怒りが引き金となって、龍りゆう穴けつ結界が発動していたのだ。


「尻尾しつぽを出したな。式神と知った今、容よう赦しやはせん」


　良源が、冷たく笑いながら手にした数珠をブーメランのように放ってきた。


「わが霊力によって滅めつせよ！　喝かつ！」


「うわっ!?」


　数珠は、すさまじい速度でまばゆく点滅する赤い光を放ちながら、光の首に巻き付いた。


　目くらましだ。


　視界が戻もどった時にはもう、数珠に首を捕とらえられている。


「不ふ動どう龍りゆう炎えん苦く遠おんの術。式神、もはや貴様もこれまで」


「しまった」と数珠に触ふれた瞬間、光の全身は燃えあがっていた。


　ほんものの炎ほのおではない。


　光の気だけを焼きつくす、まぼろしの炎だ。


「うわあああああああ！」


　人間の身でありながら、良源の霊力は、晴明・道満に勝まさるとも劣おとらない。


　天台密教の秘術をはじめて体験する光には、対処のしようがなかった。


　良源は、真言の呪じゆ文もんを唱えながら、光にじりじりと迫せまってきた。


「──ノウマク・サマンダ・バザラダン・センダマカロシャダ・ソワタヤ──」


　光は、（葵さん。まさかこんなところで）と膝ひざからくずおれた。


　首を締しめつける数珠が外れない。


　これまでか？　と絶望しかかった光を救ったのは、一人の幼い少女の凛りんとした声だった。





「光くんになにするのよ！　許さないわよ！」





　紫だ。


　紫がねこたまを引き連れて、牛車から飛び降りてきた。


「逃にげろ紫。こいつは──」


　紫もまた、光の危機となると冷静ではいられない。


　良源の間合いへ、いきなり頭から突つっ込んでいった。


「なんなのよ、このロン毛の坊ぼう主ずは！　ロン毛なのに坊主だなんておかしいじゃない！　この紫さまの合気道殺人コンボでやっつけてやるわ！」


　紫まで良源に殺される！　と光はあわてた。


　だが。


「おお、愛らしい幼女よ。わが名は良源。悪あしき式神を調ちよう伏ぶくしようと……」


　良源は、なぜか幼い少女に対しては完全に無む抵てい抗こうだった。


　そして、紫は光の敵に対してはノーマーシィ。


「うるさーい！　光くんの敵はわたしの敵よ！　正面打ち入身投げから片手取り角落とし、さらに両手取り天地投げの無限コンボおおおおお！」


「お、おおおおっ!?」


　ぶん。


　ごん。


　どん。


　ぶん。


　ぶわん。


　ごおん。


　どおん。


　弄もてあそんだ。


　紫が、良源を。


　投げては引き起こし、投げては引き起こし。


　一方的なリンチに等しい殺人攻こう撃げきが、ひたすら続いた。


　その間、良源は「おおおおお」と叫さけびながら完全に無抵抗だ。


　光の首を絞しめていた数珠も、いつしか緩ゆるんで外れていた。


「……助かった。でも、どうして反はん撃げきしないんだろう」


「紫さまの技量が圧あつ倒とう的てきだからよ！　まだ意識があるみたいね、これだから土の地面は！　下がアスファルトだったら息の根止めてるのに！」


「いや。殺しちゃダメだから紫。もう許してあげてよ」


　だが、どういうことだろうか。


　紫に腕うでをつかまれて投げ続けられている良源は、恍こう惚こつの表情を浮うかべている。


「……ま、眩まぶしい！　お、おおお！　この幼子が発する、まばゆい薄うす紫むらさき色の気は……」


　悶もだえている。


　悪い意味で、悶えている。


　息づかいが荒あらい。


　氷のように凍いてついていた顔に、朱しゆがさしている。


　そして、あれほど無感情だった瞳ひとみに、隠かくしきれない情熱と煩ぼん悩のうの炎が渦うず巻まいていた。


　幼女（高校生だけど見た目は小学生にしか見えない）にいいように弄ばれて、なにかに目覚めてしまったらしい。


「うおおおおおああああああああー！　私は、私は生まれてはじめて、愛情というものを知ってしまったああああ！　このわが胸を貫つらぬく温かく心地ここちよい光！　この子を守りたい、というこの切ない想おもい！　これが、幼き娘むすめ子ごを愛いとおしく思う父親の愛情というものなのかああああ！」


「……光くん。ちょっとこの人なに言ってるのかわかんない。怖こわい！」
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「紫と邂かい逅こうしたとたん、良源が別のキャラになっている。平安京の人たちって、キャラ崩ほう壊かいが早いと思うんだよね。せっかくキャラを立てたと思ったらもう壊こわれている。現代人より感受性が高いためかなあ？」


「そういう問題じゃないわよ！」


　紫のほうが不気味になってきて、手を放して光のもとへ逃げた。


　倒たおされた良源は、大地をかきむしりながら「はあはあはあ」と息を荒げ、「うおおおおおおおおおああああ」と咆ほう哮こうしている。


「ああ。ああ。若紫の君よ！　そなたこそ、わが理想の幼女だ！」


「お坊さん。鼻血が出てるわよ。完全に変態じゃん。それにわたしは光くんと同い年よ？」


「魂たましいの年ねん齢れいを私の目は見ている！　若紫の君。ぜひわが娘になってくれ！」


「いや！　絶対にいや！」


「そなたを生しよう涯がい、わが屋形に押しこめて余人には指一本触れさせぬと誓ちかおう！」


「光くんこいつ真性の変態よなんとかして！」


「まあ、仏僧としての定めを守って女によ色しよくを断ち続けた結果お稚ち児ごさん趣しゆ味みに走るよりは、女の子に惹ひかれるほうがまだノーマルに近いんじゃないかな……」


「その、頭の両りよう端はしから髪かみの毛が尻尾のように飛びだしている愛らしい髪型は奇き跡せきだ！　まさに毘び沙しや門もん天てんの顕けん現げんだ！　私は、私はもう。はあはあはあ」


「んもう。やめてよおじさん！」


「私はおじさんじゃない！　お父さんと呼べ！　呼んでおくれ！」


「いやあああ！　ぜーったい、いや────！」


　良源は、血の涙なみだを流してもがいている。


「うあああああああ！　いや、だと？　わが愛を受け入れてくれぬと？　なんという強きよう烈れつな言こと霊だま、おそるべき呪！　わが不動明王のご加護も効かぬ……」


　そろそろ行こうよ紫、と光が紫の手をひいた。


　でもこのおじさんを放置しておいていいのかしら、と紫は思いっきり良源にひきながらも心配顔。


「たしかにいろいろな意味で心配だけど、僕たちは鴨かもという言葉の謎なぞかけを解かなくちゃいけないんだ」


「そうだったわね。鴨かぁ。鴨ねえ……ぽく、ぽく、ぽく」


　こめかみに指を当てて木魚の音を口まねしはじめた紫。


　その無む邪じや気きで無む垢くな姿にあてられたらしく、良源は悲鳴をあげた。


「いかん！　わが不動心が破れる！　仏道修行で抑おさえ込んできたはずの欲望が、悪しき欲望が、幼女のすべすべのお肌はだをふにふにしたいという煩悩が溢あふれ出てしまう！」


　わたしのほうが悲鳴をあげたいわよ……と紫はこぼした。


　実はとても騒さわがしい人だったんだね、と光。


「これまで修行を重ねて封ふうじてきた煩悩が一気に爆ばく発はつしたようですぞ。なんという狂くるおしい煩悩の量。このままでは鬼おにになってしまいますぞ」


　と、ねこたま。


「なんだって？　怨おん念ねんもないのに、仏僧が鬼にっ？」


「並外れた煩悩の持ち主の場合、欲望だけでも鬼になることがごく希まれにございます」


「つまり良源おじさんは、ロリコンなのね。ざんねんな人だったのね……」


「その化ばけ猫ねこの言う通りだ。若紫の君、あなたが愛らしすぎるのがいけないのだ！」


「だから、わたしのせいじゃないわよ！」


　良源は、おのれの中の煩悩と必死で戦っているらしい。


　完全に独ひとり相ず撲もうなのだが、一心不乱に祈いのっている。


「このままでは私は魔ま道どうに落ちてしまう！　文もん殊じゆ菩ぼ薩さつよ！　わが悪しき煩悩からこの麗うるわしの若紫の君をお守りください！　オン・アラハシャ・ノウ！　か──────っ！」


　ばんっ！


　なんと。


　苦し紛まぎれに呪文を唱えた良源の身体からだが、爆発した。


「「自爆!?」」


　いや、自爆ではない。


　ある意味自爆だが。


　良源の身体は、三十三体に分ぶん裂れつしていた。


　小さな手乗りサイズに。


　しかも。


　良源の姿ではなく、一体一体が、鴨の姿になっていた。


　小鴨が三十三羽。


「くわ」


「くわ」


「くわ」


「くわ」


「くわ」


「くわー」


　きゃあああ、かわいいい！　と紫が本能だけで飛びつこうとしたのは言うまでもない。


　光があわてて止めた。


「魔道に落ちる寸前、自らの身体をたくさんの小鴨に分裂することで煩悩をも細かく割ったのですな。天台の高僧をかくも惑まどわすご主人さまの魅み力りよく、あなおそろしや」


「近づいたらまたややこしくなるよ紫。さあ行こう」


「ううう。一羽でいいから、飼いたいな～」


「ダメだよ」


　光は紫を牛ぎつ車しやに戻もどし、「いろいろ話し合うべきことがあると思うけれど、今は鴨という言葉の謎を解かないといけないから。それじゃ」と一礼して小鴨軍団を避さけながら牛車を再び動かした。


「くわ。くわ。くわ。若紫の君のおんために、私が謎の一いつ端たんを解こう」


　小鴨の一羽が、人語を発した。


「かもという音は鴨川、ひいてはその上流に流れる賀茂川に通ず」


「賀茂川!?　そうだ。鴨川と賀茂川がまぎらわしくて僕は困っていたんだった」


「また鴨は甲こうの鳥と書く。甲を背負い口に鳥のようなくちばしを生やした生きものといえば」


「河童かつぱだわ！」


「そう、河童だ。くわ。くわ。くわ」


「ありがとう！　ということは、鴨という言葉の正体は──賀茂川の河童！」


「この先は賀茂川の河童に直接たずねられよ。あまりにも愛らしすぎる若紫の君がたずねれば、喜んで真相を教えてくれるであろう。くわ。くわ。くわ」


「ほんとうにありがとう。で、おじさん。人間の姿に戻れるの？」


「……煩悩が鎮しずまれば……さらばだ。くわ。くわ。くわ」


　賀茂川の河童。


　結局紫は推理力で謎を解いていないのだが、まあ、天性のかわいさでロリコンの良源を籠ろう絡らくして謎を解かせたのだから、紫のお手て柄がらかもしれない。


　賀茂川の河童といえば、六条さんを日中に襲おそっていたあの河童たちだ。


「わたしがすべての謎を解くまであと一歩ね。急ぐわよ光くん！」


　紫探検隊は、一路、賀茂川へと向かった。
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　まだ夜は明けていない。


　賀茂川の畔ほとりに降りた光と紫は、また、あのボロを着た童わらべと出会った。


　あっ！　わたしたちがリア充じゆうすぎて生きているのが辛つらいと言っていた女の子だ！　と紫が声をあげると。


「もう、やけてしまうよ。やけてしまうよ」


「焼けてしまう？　なにが？」


「たいへんだよ」


　光は、誰だれなんだろう、とボロをはぎとろうとした。


　ボロの中の童は、すっ……と姿を消してしまった。


　ボロだけが、光の足あし下もとに、ふぁさっ……と落ちた。


「まるで空うつ蟬せみの術だね、光くん」


　いったい誰なんだろう？　と光はいよいよいぶかしく思ったが、紫が「急ごう！」とせかしてくれたので、われに返ることができた。


　二人で賀茂川に向かって、「河童ー」「河童さーん」と呼びかけた。


「……誰だ。尻しり子こ玉だまを抜ぬかれたいのか」


　河童の大将が、水面から首だけを出してきた。


「僕だよ」


「あっ、光源氏どの！」


「きゃああ！　至し近きん距きよ離りから生きている河童を観みられるなんて！　平安京ってすごいわね！」


　紫が「聞きたいことがあるの！」と、これまでの経けい緯いを説明した。


「ここへ来れば、謎が解けるって聞いたの！　教えて河童さん！」


「なるほど……その物ものの怪けの正体を、知りたいわけですな。知ればおそろしい目に遭あいますぞ」


「でも、葵ちゃんを助けなきゃ！」


　紫に頼たのまれると、河童の大将は「かぱ～」といなないて興奮した。


「わかりました。お教えいたしましょう」


　無邪気な紫は、動物や物の怪に懐なつかれるという特性を持っている。


　この特性は、物の怪で溢れている平安京では強力な武器となる。


　ただし、ロリコンにまで懐かれるのは困りものだが。


「生いき霊りようですよ」


　河童の大将の言葉は、意外なものだった。


「でも生霊が二体揃そろって憑つくことはないって、晴明は言っていたよ」


「光源氏どの。生霊が、死し霊りようを操あやつっているのですよ。それゆえ、二体が憑いているのです」


「生霊が死霊を操る？　そんなことが」


「なみの生霊にはできません。だが、おそろしく霊れい力りよくの強い生霊であれば。たとえば」


「たとえば？」


「六条御息所なら」


「六条さんっ？」


「まさか？」


　光も紫も、にわかには信じがたい。


　しかし河童の大将は、確信があるようだった。


「光源氏どの。われら河童があの姫ひめを白昼襲ったのには、理由があります。その理由と、今回の事件とは繫つながっております」


「あの時は教えてもらえなかったんだよね。でも六条さんに聞いても答えてくれなかった。いったいどういう理由なんだ？」


「六条御息所の一族は、この地に都を造るために彼方かなたの世界より持ちこんできた術を用もちい、まつろわぬものたちに言こと霊だまの呪しゆをかけ、河童や天てん狗ぐといった物の怪にしてしまった言霊遣つかいの末まつ裔えいなのです」


「え……？　なんだって？」


「惟宗家の先祖は、西方からやってきた言霊遣いの一族でした。彼らは平安京を造営する際、まつろわぬ民たみたちを土地から追い、言霊を操ってまつろわぬものを人ではないものにしたのです。さらには早さわ良ら親しん王のうたち祟たたり神を御ご霊りようとして神社に封ふう印いんしました」


　光は、「そうだったのか」と声をあげた。


　菅原道真を封じたご神体を前に春宮とうぐうの朱す雀ざくが言っていた、御霊の仕組みを作った渡と来らい人じんの一族とは、六条さんの一族のことだったのだ。


「でももう、大昔の話です。六条御息所には罪などないというのに、われらは彼女の牛車を不意に目もく撃げきしたため、つい、はるか昔の恨うらみを思いだして襲しゆう撃げきしてしまったのです」


「それと、葵さんに憑いている物の怪との関係は──」


「賀茂祭で起きた車争いの噂うわさは聞いていますよ、光源氏どの」


　あっ、と光が叫さけんだ。


「賀茂祭。かもまつり。またしても『かも』だわ光くん！」


「六条さんと葵さんは賀茂祭で車争いを──今回の事件は、賀茂祭が発ほつ端たんだったということか!?」


　紫も、同じ結論に達したらしい。


　そんなあ、と泣きそうな声をあげている。


「生霊とは本人の意思とは無関係に、怨おん念ねんだけが一人歩きする怪かい異いです。霊力が強く気位も高い六条御息所は、賀茂祭で自分に恥はじをかかせた葵の姫に深い恨みを抱いだいた。しかしながら、なにぶん気位が高く実際に行動をすることには消極的なお方です」


　賀茂祭の特訓に忙ぼう殺さつされていた僕が約束を果たさなかったためだ、と光は思った。


　またしても、約束という呪が、このような事態を招いたのだ。


「道を歩けば先祖の恨みとばかりに河童に襲われもする。自らの霊力を、言霊の力を怖おそれておられる。ゆえに才女とうたわれながら父親の命令に逆らえず内だい裏りから身をひいてしまい、今また光源氏どのへの想おもいを素す直なおに打ち明けることもできぬのです」


「…………」


「完かん璧ぺきな女によ人にんであるというのに、その才も美び貌ぼうも自ら封ふうじて鬱うつ屈くつしておられる。そこに、あなたの許婚いいなずけとの車争いです」


　簡単に呪を作るなと晴明にいましめられていたのに、気にかけていなかった。


　歌は苦手だと言っていないで、せめて文ふみだけでも交かわすべきだったのだ。


「それでは、六条さんの生霊が」


「葵ちゃんに憑いているのかしら!?」


「おそらくは当人も知らぬうちに身体からだから魂たましいが抜け出し、死霊を引き連れて憑いているのでしょう」


　すぐに六条さんを祓はらわなければ。


　しかしその前に、六条さんに詫わびなければならない。


　必ずたずねるという約束をまだ果たしていないことを。


「紫とねこたまは、晴明にこのことを伝えてくれ」


「光くんは？」


「僕は先に一人で六条さんの屋や敷しきを訪おとずれる。約束を果たさないと、この呪は祓えない」


「一人で？　危険すぎるわ！」


「だいじょうぶ。僕には龍りゆう穴けつ結界がある。自分の身ぐらいは守れる。それに六条さんは、優やさしくて理知的な人だから。事情を伝えれば生霊の調ちよう伏ぶくに協力してくれるよ」


「……だといいけど……ああいうタイプに限って、切れたら怖こわいのよ……？」


　紫が心配そうに光を上目遣いに見つめてくる。


　いつも子供っぽいくせに、不意に、少女のまなざしで光を見る時がある。


　今が、そうだった。


　はっ、とさせられた。


　だが、光の決意は変わらなかった。


　むしろ、より、決意はかたくなった。


「ねえ紫？　僕は昔、四国の山の中へ迷子になった紫を迎むかえに行っただろう。あの時と同じだよ。すべては約束を破った僕の責任なんだ」


「しょうがないわね。止めても行くのよね、光くんは」


「うん」


「まあ、そこが光くんのとりえよね。でもわたしが晴明ちゃんを連れて来るまでは、危険な真ま似ねはしないように」


「うん。約束するよ」


「はあ。光くん。またまた適当な呪を作ってる」


「あ。ほんとうだ」


　紫は、困ったように微笑ほほえんだ。




　第五話　六条さんの秘密




「いであらずや。身の上のいと苦しきを、しばし休め給へと聞えむとてなむ。かく参り来むともさらに思はぬを、物思ふ人の魂は、げにあくがるるものになむありける」





「そうじゃありません。私は苦しくてなりませんからしばらく法力をゆるめていただきたいとあなたにお願いしようとしたのです。私はこんなふうにしてこちらへ出て来ようなどとは思わないのですが、物思いをする人の魂というものはほんとうに自分から離はなれて行くものなのです」







──葵あおい







　　　　[image: ]





　夜が白みはじめていた。


　光ひかるは、ただ一人で六ろく条じようさんの屋や敷しきに向かっていた。


　紫むらさきとねこたまを牛ぎつ車しやに乗せて晴せい明めいの屋敷へ戻もどってもらい、先行して自分一人で六条さんのもとを訪れようとしていた。


　必ずまた訪れるという約束を果たさねば、呪を解放しなければ、きっと六条さんの生いき霊りようを祓はらうことはできないだろう。


　そう思ったからだ。


　みだりに呪を作ってはならないという晴明の忠告が、胸にこたえる。


　六条さんに会いたい、あの優しい笑顔を見たいという想いで光の胸はこのところいっぱいだった。


　たずねられなかったのは晴明に「あの屋敷は危険だ」と禁止されたためではない。


　賀か茂も祭まつりの勅ちよく使しの任をつとめるために特訓を続けていたためで、心ならず六条さんに会えなかったのだ。


　会いたい気持ちでいっぱいだった。


　約束を破るつもりなど、かけらもなかった。


　だが。


　それゆえ。


　それゆえに。


　光は、六条さんの心情を推おし量ることを怠おこたった。


　六条さんも自分と同じく、会えない寂さびしさを感じてくれているだろうか、とは思っていた。


　同じ異い邦ほう人じん同士、ひかれるものがあった。


　この異郷で、仲間に巡めぐり合えたという意識だろうか。


　しかし、斜しや陽ようの一族の姫に生まれた悲しみや、ありあまる才能と美貌を持ちながら華はなやかな内裏での人生を父の意向で断たってしまった辛つらさといった、六条さんのもっと深い内面を光は推し量ることができなかった。


（僕はまだ、平安貴族になりきれていなかった。この世界の人間なら誰だれでもすぐに感じられるだろうことに、気づけなかった──僕は、少しは成長できたと思っていたけれど、まだまだだった）


　人との間に呪を作るのであれば、最後までその呪に対して責任を負い続けなければならない。呪が、呪のろいに変わってしまうのを見過ごしてはならない。「わかってくれるだろう」というのは甘えだ。


　人の感情が、言葉を使うことなくお互たがいに正確に伝えられるものであれば、と光は思った。


　思ったが、人間は言霊なしでは意思や感情を相手に伝えることができない。


　特に、遠く隔へだたった場所にいる相手に対しては。


　ケータイやスマホやＰＣといったコミュニケーションツールを持たない平安京では、歌を文にして送るというようなやり方でなければ、隔たった相手に想いは伝わらない。


　だが……。


　六条さんほどの理知的で優しい人が、自己抑よく制せいができる言霊遣いの達人が、たとえ賀茂祭で恥ち辱じよくを受けたからといって生霊になるだろうか？


　生霊は当人にも自覚できない無意識とはいえ、葵さんを苦しめようとするだろうか？


　疑問は残る。


　ありえない、と思う。


　まだ、何か隠かくされた秘密があると思う。


　六条さんの生霊が引きつれている死霊とは誰なのか。


　なぜ、生霊になってしまったのか。


「六条さん」


　光は、六条さんの屋敷に、踏ふみ込んだ。


　廊ろう下かをわたり、書物で埋うもれた六条さんの書しよ斎さいに、足を踏み入れた。


　六条さんは、書斎に突つっ伏ぷして、眠ねむっていた。


　徹てつ夜やで書き物をしていたらしい。


　頰ほおに、乾かわいた涙なみだの跡あとが残っている。


「六条さん……ごめんね」


　光は、六条さんの隣となりにしゃがみこみ、机の上を覗のぞきこんだ。


　いったい、なにを書いていたのだろうか。


「これは」


　二冊が、同時に書き進められていた。


　一冊は、書き言葉で。


　もう一冊は、話し言葉で。


　内容はどうやら、同じらしい。








　いづれのおほん時にか、女によう御ご更こう衣いあまた侍さぶらひ給たまひけるなかに、いとやむごとなききはにはあらぬが、すぐれて時めき給ふにありけり。





　これが、書き言葉で記されている本の冒ぼう頭とう。





　どの天皇様の御み代よであったか、女御とか更衣とかいわれる後こう宮きゆうがおおぜいいた中に、最上の貴族出身ではないが深い御ご愛あい寵ちようを得ている人があった。





　こちらが、話し言葉で書かれている本の冒頭。





「これはいったいなんだろう？　六条さんは魂が分ぶん離りして生霊になっているさなかに、なにを書いていたんだ？」





　目が離せなくなっていた。


　この書きかけの本の中に、秘密が隠されている気がした。


　光は、話し言葉で書かれている本を読み進めた。


　物語のようだ。


　冒頭。身分は低いが美しい貴族の女性・桐きり壺つぼが、内だい裏りで帝みかどにみそめられたために周囲の女性から嫉しつ妬とされ、いじめられて死んでしまう。


　藤ふじ原わら家に生まれてこなかったばかりに。


　桐壺は皇おう子じを残すが、皇子には後うしろ盾だてがない。


　帝は皇子の将来を案じ、皇族から外して源げん氏じとして臣下に降格させる。


　彼は「光源氏」と呼ばれる。


　光源氏は藤原左大臣の娘むすめ・葵を妻とし、左大臣の息むす子こ・藤原中ちゆう将じようとともに女の子漁あさりなどをするが、世間での噂うわさとは裏腹にその性格は質素で生き真ま面じ目めだった。幼くして母と別べつ離りした彼の心はなにかが欠落していて、いつも、何者かを求めている。





　光源氏、すばらしい名で、青春を盛り上げてできたような人が思われる。自然奔ほん放ぽうな好色生活が想像される。しかし実際はそれよりずっと質じ素みな心持ちの青年であった。その上恋れん愛あいという一つのことで後世へ自分が誤って伝えられるようになってはと、異性との交こう渉しようをずいぶん内輪にしていたのであるが、ここに書く話のような事が伝わっているのは世間がおしゃべりであるからなのだ。





「これは……これはもしかして、僕のことなのでは……光源氏の母親・桐壺の設定は、まるで、六条さん自身が帝にみそめられたらこうなっていた、という感じだ。この物語は──」





　源氏の恋こい人びとの六条貴き女じよの邸やしきは大きかった。広い美しい庭があって、家の中は気け高だかく上手に住み馴ならしてあった。まだまったく源氏の物とも思わせない、打ち解けぬ貴女を扱あつかうのに心を奪うばわれて、もう源氏は夕顔の花を思い出す余よ裕ゆうを持っていなかったのである。





「ちょ。六条さん本人が出演しているよ！　しかも、僕の恋人というキャラポジションに!?　僕は六条さんにメロメロになっている！　こ、これはいったい、どういうわけだっ!?」





　これ以上先を読むのはまずい。危険だ。危ない。逃にげろ。引き返せ。


　いろいろな意味でまずい！


　あらゆる意味で危ない！


　この先は死地だ！


　紫との約束を思いだせ、この先に踏み込むな。今は逃げろ！　晴明を待て！


　ありとあらゆる警けい戒かい警報が、光の心身のいたるところから発せられていた。


　だが。


　どうしても、先を、読みたくなる。


　この本には、この物語には、いちど手にとったら最後まで手放せなくなる強きよう烈れつな魔ま力りよくがあった。


　章立ては、ところどころ、欠落している。


「夕顔」の章に至っては、六条さんの登場シーン以外、ほとんど未完成だった。


　はっきりわかることは、今書かれている場面は、ほとんどすべて光源氏・その妻の葵・源氏の恋人である六条さんの三人にまつわる物語部分だということだ。


　そして「葵」の章で、物語は、急展開を迎むかえる──。


　今をときめく藤原家の娘で、源氏の正妻・葵。


　没ぼつ落らく貴族の娘で、源氏の陰かげの恋人・六条さん。


　両者の間で、賀茂祭での車争いが勃ぼつ発ぱつする。





　とうとう前へ大臣家の車を立て並べられて、御み息やす所どころの車は葵夫人の女によう房ぼうが乗った幾いく台かの車の奥へ押し込まれて、何も見えないことになった。それを残念に思うよりも、こんな忍しのび姿の自身のだれであるかを見現わしてののしられていることが口くち惜おしくてならなかった。車の轅ながえを据すえる台なども脚あしは皆みんな折られてしまって、ほかの車の胴どうへ先を引き掛かけてようやく中心を保たせてあるのであるから、体裁の悪さもはなはだしい。どうしてこんな所へ出かけて来たのかと御息所は思うのであるが今さらしかたもないのである。





「……これは……」





　もう、目を離はなすことができない。


　指が勝手に次のページをめくって、目がひとりでに文字を読んでしまう。


　憑つかれているかのように。


　物語に、憑かれてしまったかのように。





「……これは。この物語は」





　ついに、六条さんは生いき霊りようとなって、葵に取り憑いた。


　葵を心配した源氏が妻をはげまそうとすると、葵は恨うらめしげに源氏に訴うつたえる──。





「そうじゃありません。私は苦しくてなりませんからしばらく法ほう力りきをゆるめていただきたいとあなたにお願いしようとしたのです。私はこんなふうにしてこちらへ出て来ようなどとは思わないのですが、物思いをする人の魂たましいというものはほんとうに自分から離れて行くものなのです」





「この物語は、現実に起きた出来事を書いているんじゃない。六条さん自身は自分の生霊の存在を知ることができない。自分自身と葵さんになにが起きているのかを知らないはずだ。では、では、このストーリーは……」





　という声も様子も夫人ではなかった。まったく変わってしまっているのである。怪あやしいと思って考えてみると、夫人はすっかり六条の御息所になっていた。





「言こと霊だまだ。この物語そのものが、強烈な呪しゆなんだ。現実が。この世界が。六条さんが書いているこの物語の通りに進んでいる！」





　もうダメだ！


　これ以上は一行も読むな！


　読めば、六条さんの生霊が紡つむいだ呪が完成してしまう！


　そう直感しているのに、身体からだが言うことを聞かない。


　先を読み進めてしまう！


　いや、強制的に、続きを読まされている！


　光は自分が、あらがいがたい呪に落ちたことを知った。


　知ったが、もう、どうにもならない。





　いる人数が少なくなって、邸てい内ないが静かになったころに、葵の君はにわかに胸がせきあげるようにして苦しみ出したのである。御ご所しよへ迎えの使いを出す間もなく夫人の息は絶えてしまった。





「う、噓うそだろ」





　書き言葉で記されている本の側の、該がい当とうするページは──。





　殿のうち人ずくなにしめやかなる程に、にはかに例の御お胸をせきあげて、いといたう惑ひ給ふ。うちに御消しよう息そこ聞こえ給ふ程もなく、絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ。


　絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶え入り給ひぬ絶えろ息絶えろ絶えろ絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ息絶えろ死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね息絶えろ死ね死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね息絶えろ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死








「うわ……うわあああああああああああああああああああああああああ！」





　自分自身の叫さけび声が、金かな縛しばりを解いた。


　手にした本を、六条さんの背中の上に落としていた。


　六条さんは身じろぎもせず、突つっ伏ぷして動かない。


　それなのに。


　光の背後から、彼女の陰いん々いん滅めつ々めつとこもった声が、聞こえてきた。





「源氏の君。読んでしまったのね」





　振ふり向くと、六条さんがそこにもいた。


　白しろ装しよう束ぞくだ。


　死人のように、真っ青な顔をしている。


　金かな槌づちを、振りかざしている。


　そして、ぷんと鼻を突く、この香かおりは。


「洗っても洗っても、芥け子しの匂においが取れないの」


　自分がなにを見ているのか、光は本能で理解した。


　これは、生霊だ。


　六条さんの身体から分ぶん離りした、もう一人の六条さんだ。


　彼女自身の言霊の力でこれまで抑おさえつけられてきた、六条さんの暗黒面だ。


「読んでしまったのね。わたしの、誰だれにも見せてはならない暗黒の一面を。こうなることをずっと怖おそれていたのに。いつかこういうあさましいことになるのではないかと、わたしは」


「六条さん！　話を聞いて！　僕は約束を破るつもりはなかった。賀茂祭の勅ちよく使しの任務が終わったら、すぐにここに来るつもりだったんだ！」


「もう手て遅おくれだわ。源氏の君。わたしのこんなあさましい姿を見てしまったのだもの。もう、わたしと仲良くするつもりなんて、消え失うせたでしょう？」


「そんなことはないよ。そんなことは！　でも、どうして」


「最初はただの妄もう想そうを書いていただけだったの。こうなればいいな、というわたしの夢を。あなたに恋こいし恋されたかったという想おもいを。恥はずかしい願望を。そんなものを読まれただけでも、わたしは恥ずかしさのあまり死んでしまいたい。でも……」


「六条さん」


「気がついたら、わたし自身が生霊になって葵さんを取り殺す話を書いてしまっていたのよ！　言霊の力を振り絞しぼって、書いてはならないものをわたしは書いてしまった！　おそろしい呪じゆ詛その物語を！　もう、おしまいだわ！」


「まだ引き返せるよ、六条さん！　つらかったんだね。言霊遣つかいの末まつ裔えいに生まれてきて、言霊の力を持って生まれてきて、ずっとつらかったんだね。河童かつぱたちにまで先祖の罪を恨うらまれる日々で、内だい裏りに出仕することもできなくなり」


「泣いても無む駄だよ！」


　泣いている。


　光は、大おお粒つぶの涙なみだをこぼして泣いている。


　だが、自分の命惜おしさに泣いているのではない。


　六条さんの苦しみを思って、泣いている。


　ここに至るまでの道のりの中で、さまざまなヒントがちりばめられてきた。


　日中、河童に襲おそわれた六条さんの牛ぎつ車しや。


　惟これ宗むね家の先祖は、景けい教きようを祀まつる渡と来らい人じん。


「初めに言ことばがあった」という聖書の言葉。


　六条さんをこの屋や敷しきに縛り付けている頑がん迷めいな父親。


　呪しゆをみだりに作るなという晴明の警告。


　この屋敷は危ないという晴明の怖れ。


　朱す雀ざくが見せてくれた、菅すが原わらの道みち真ざねの御ご霊りよう。


　御霊の仕組みを作った者は、渡来人の一族。


　あらゆる暗示を、光は、ぎりぎりまで繫つなげることができなかった。


　もっと早く、このパズルを解いていれば──！


「六条さん」


「源氏の君。同情なんてやめて。わたしを哀あわれまないで！」


「違ちがう。哀れんでいるんじゃない。僕は」


「みんなでわたしをあざわらっていたくせに」


「そんなことはしていない。みんなで六条さんに謝りに行くはずだった。こんな騒さわぎになってさえいなければ」


「噓よ。わたしはっきりとこの目で見たわ！」


「幻げん覚かくだよ！　断じてそんなことはしていない、誰も！　葵さんは六条さんにひどいことをしてしまったとすごく落ちこんでいた！」


「源氏の君。わたしの言葉を信じてくれないのね。わたしが狂くるっていると、そう言うのね」


「ほんとうなんだ。僕の言葉を信じてくれ！」


「約束を破る人の言葉なんて信じられない。もう終わりだわ。わたしと一いつ緒しよに滅ほろびてちょうだい！」


　ぶん。


　金槌が、投げつけられてきた。


　光は避よけながら、部屋を飛びだし、廊ろう下かを走った。


　しかしそこは、出口とは逆方向に繫がっている廊下だった。


「ダメだ。間違えた！」


　この先は、離はなれに繫がっている。


　六条さんの父・惟宗允ただ亮すけが病やまいで寝ねている建物だ。


　もう、惟宗允亮に救いを求めるしかない。


　娘むすめを解放してくれ、と頼たのむしかない。


　六条さんが抑よく圧あつされ、壊こわれてしまった最初のきっかけは、間違いなく惟宗允亮だ。


　きっと惟宗允亮によって六条さんは内裏からも引き離され、恋すら禁じられて、ただひたすらに書物に埋うもれ言こと霊だまの力を磨みがく隠いん遁とん生活を余よ儀ぎなくされたのだろう。


　惟宗允亮に責任を転てん嫁かするつもりはないが、もう、自分の言葉では六条さんは癒いやされない。


　光は、惟宗允亮の寝しん室しつへと飛び込んでいた。


「惟宗さん！」


　返事がない。


「惟宗允亮さん！　お父さん！　どうか、六条さんを──」


　布ふ団とんをはぎとった。





「うわあああああああああああああああああああああああああああああ!?」





　布団の中で寝ていたものは。


　人間ではなかった。


　ミイラだ。


　干ひからびて半ば白骨化しているミイラが、寝ていた。


　ミイラの口もとだけが、がく、がくと動いている。





「いったい。いったい。いったいこれは。いったいどうなっているんだ！」


　ミイラの喉のどが、しわがれた老人の声を発した。


「わしが死ねば、後うしろ盾だてのない娘の行く末が案じられた。ゆえにわしはまだ死ねぬ。肉体は朽くちても、魂たましいだけで現世に残り娘を見守らねばならぬ。だからわしは娘に命じて」


「朽ちた肉体の中に、死し霊りようとなった魂を封ふうじさせていたとでもいうのかっ!?」


「その通り。怨おん霊りようを御霊としてご神体に封じるのと同じ、惟宗家に伝わる西方の秘術よ」


「異常だ！　こんなことをさせて、繊せん細さいな六条さんの心が壊れるとは思わなかったのか！」


「誰よりも繊細であるがゆえに、娘は一人では生きていけぬ。誰かが必要だ。だが娘は気位が高い。他人にすがることなどできない。頼たよるべき一族は落らく魄はくしている。だから、父親であるわしがいつまでも娘を見守るほかはないのだ」


「葵さんに憑ついていた死霊は、お前だったのか！」


「娘のためだ源氏の君。お前の許婚いいなずけには、死んでもらう。まもなく娘の言霊は成じよう就じゆするであろう」





　バカな。


　そんなバカな。


　光は、惟宗允亮のミイラを蹴けり飛ばしてやりたかった。


　はじめは純じゆん粋すいに六条さんを案じていたのだろう。


　死の床とこで、自分の身にかえても娘を守りたい、と真しん剣けんに祈いのったのだろう。


　だから六条さんは、惟宗允亮の言いつけを守り、おそろしい術を自分の父親に用もちいたのだろう。


　だが、これはもう肉親の愛というものではなくなっている。


　異様な執しゆう念ねん、執着にすぎない。


　こんなものがあるから、こんなものが屋敷にいたから、六条さんは外の世界へと出て行くことができなくなったのだ。


　できるわけがない。


　もはや、これは、怨霊だった。


　娘への執着が、娘に接近する者たちへの怨念へと変質していた。


　このような術そのものに、無理があるのかもしれない。


　御霊として封じられた菅原道真が、鬼おにと化しているのと同じに。


　惟宗允亮もまたしだいに人であった頃ころの心を失い、今はただ執着だけが死霊としてとどまっているのかもしれない。


　そうか。六条さんにあのようなおぞましい文章を書かせたのも──。


　ぎしり。


　背後で、床ゆかが鳴る音。


　そして、深い悲しみに満ちた少女の声。





「父の秘密を知ったわね。源氏の君。もう、絶対に生かしては帰せなくなったわ」
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　平安京に、異変が起きていた。


　あろうことか。


　雷かみなりが落ちた。


　内裏から、出火したのだ。


　炎ほのおはたちまち燃え広がった。


「帝みかどをお守りせよ！」


「なにが起きている？」


「あの渦うずのように天の彼方かなたまで延のびる黒雲は」


「雷だ。雷が、次々と」


「この内裏だけを狙ねらって落ちてくる！」


　出仕していた貴族たちは、かつて同じ怪かい異いがこの内裏を襲ったことを思いだした。


　菅原道真だ。


　黒雲の中に、ぼんやりと、鬼の姿が浮うかび上がってきた。


「あれは」


「菅かん公こうぞ」


「ありえない」


「北野の社やしろに御霊として祀まつり、調ちよう伏ぶくしたはず」


「菅公はいまや都を守護する天神となられたはず」


　日頃対立している右大臣も左大臣も、争っている場合ではなかった。


　もはや、内裏を包んでいく業ごう火かを消すことはかなわない。


　帝とその一族、春宮とうぐうたち、内裏に伝わる数々の秘宝や神じん器ぎを守らなければならない。


　内裏の上空を覆おおいつくした巨きよ大だいな黒雲の中から、声が、響ひびいてきた。





『おそるべき言こと霊だま遣つかいの霊れい力りよくが解き放たれ、我を封じていた北野の社を壊した。結界は、破られたのだ』





　右大臣と左大臣は、抱だきあって震ふるえた。


　二人はともに、菅原道真を左さ遷せんし怨霊とした藤原家の一族である。





『我は再び目覚めた！』





　雷が、落ちた。


　二人の目の前に。


　あとわずかで、右大臣も左大臣もともにケシズミとなって吹ふき飛ばされていただろう。


「おそろしい。おそろしい。北野の社から再び舞まい戻もどり怨霊に戻ったか」


「いかん。菅公は、われら二人を狙っておるぞ！」


「おお。かつて清せい涼りよう殿でんと紫し宸しん殿を雷で焼き払はらい、菅公に仇あだなした藤原家の者たちを殺した時と同じぞ！」


「良りよう源げん。そなたご自じ慢まんの良源はどこじゃ！」


「そちが飼っておる安あ倍べの晴明こそ、どこへ消えたのじゃ！」


「晴明からは、今日は出仕できぬと、さきほど使いがあった！」


「なんという間の悪い！　いや。良源も晴明もおらぬ今こそ菅公が内だい裏りを襲しゆう撃げきしてきたのは必然か!?」


「もはやいがみあっている場合ではない。良源のみが頼りぞ。良源はどこへ消えたのじゃ」


「いっこうに、わからぬ」


　内裏から避ひ難なんしようとする人々の中に飲みこまれた二人のもとに、なぜか小こ鴨がもの群れがよちよちと駆かけ寄ってきた。


「物ものの怪けか？」


「くちばしに紙をくわえておる」


　右大臣が、小鴨から紙を受け取った。


　文ふみだった。


「おお。おお。良源はおそろしき者に出会い魔ま道どうに落とされかけ、術を用いてしばし難を避さけ、姿をくらましている、とある！」


「なんと！」


「霊力が戻るまであとしばらくは動けぬ、と」


　くわ。くわ。くわ。と、小鴨の群れがいっせいに鳴いた。


「御ご霊りようが再び怨霊に戻るとは。聞いておらなんだぞ。神官どもめ！」


　右大臣が歯ぎしりをして、天をにらんだ。


　もう、黒雲すら、炎と煙けむりによって覆い隠かくされ、見ることはできない。


　広大な内裏のすべてに、火は燃え広がっているらしい。


　菅公の高笑いだけが、鳴り響いてくる。


「もはやこれまでか」


「そのようじゃ」


「まだ終わってはおらぬぞ！」


「「帝！」」


　日頃物静かな帝が、炎の中をかけていた。


　かつて、叡えい山ざんが焼けた。


　あの時、都を守る結界は半ば破れた。


　まもなく、将まさ門かどと純すみ友ともが乱を起こした。


　そして今、内裏が炎によって消しよう滅めつしようとしている。


　王朝崩ほう壊かいの危機、国家存亡の危機である。


「どこへわたられます！　そちらはもはや一面の火の海……」


「温うん明めい殿でんへと！」


「温明殿も燃えておりますぞ！」


「温明殿には破は邪じや鎮ちん護ごの力を秘ひめるふた振ふりの霊れい剣けんがある。護ご身しん剣けんと破は敵てき剣けんだ。霊剣を用いて、私自らが菅原道真の怨霊を調伏する！」


「危険すぎますぞ！」


「そのようなことをなされば、帝ご自身も……」


「そのようなことを言っている場合か！」


　帝は脇わき目めもふらず、炎の中へと飛び込んでいこうとした。


　しかし、もはや温明殿は完全に炎に飲みこまれている。


　近寄れない。


「……おお。これでは、頼たのみの霊剣はもはや燃え尽つきたか……！」


　炎に行く手をさえぎられた帝が、悲痛な声をあげた。


　右大臣と左大臣が帝のもとに駆け寄り、けんめいに火の粉を払いのける。


「ももも者ども！　みみみ帝をおおおお守りせよ！」


「もうダメじゃ。終わりじゃ！　道どう満まんか。道満の仕し業わざなのか！」


　どおおおん！


　巨大な雷が炸さく裂れつする音と同時に。


　鬼となった菅原道真の巨きよ体たいが、ゆらり、と炎の間からその姿を見せた。


　降り立っていた。


　内裏の建物を二本の足で踏ふみつぶしながら。


『よくも我をたばかり、御霊などにしおったな。二度までも我を騙だましおって』


　咆ほう哮こうしている。


　いったい何のことだ、と帝が眉まゆをひそめ、右大臣と左大臣が「それが、わかりませぬ」「菅公は鎮ちん魂こんされて都を守る御霊になってくださったとしか聞いておりませぬ」と答えた。いや、答えになっていない。


『わが怒いかり、もはやこの程度で鎮しずめることできぬぞ』


　叫さけび荒あらぶる怨おん霊りようの足あし下もとに、ふらり、と一人の婆ば娑さ羅らな姿をした童どう子じが現れた。


「親おや父じ。こういう手合いは俺に任せておけ。こいつとは初対面じゃねえからな、ハッ！」


「春宮!?」


　朱雀だ。


　ぼろぼろに錆さびた剣一本を構えて、朱雀が鬼の前に立ちはだかった。


　あの春宮さまがこの未み曾ぞ有うの危機を前に覚かく醒せいされた！　と左大臣が手を叩たたいた。


　しかし。


　朱雀は、鬼を見上げながら笑っている。


　その狂きよう態たいは、常つね日ひ頃ごろと変わらない。


　いや、普ふ段だんよりもいっそう荒あれ狂くるっていた。


　だが、荒ぶる春宮だけがこの大怨霊と波長を合わせて言霊を疎そ通つうできるのかもしれぬ、と帝は朱雀に最後の望みを託たくした。


『ぬう。いつぞやの小こ僧ぞうか！』


　天に向かって、朱雀は、叫んだ。


「おい道真。この都を薙なぎ払うも焼きつくすもいまやお前の自由だ。いったいどうするよ？」
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　光は部屋の片かた隅すみに、追いつめられていた。


　惟宗允亮の寝しん室しつである。


　すでに、夜は、明けていた。


　だが、何が起きているのだろうか、ひっきりなしに落らく雷らいの轟ごう音おんが屋や敷しきの外から響いてくる。


　どういうわけか、あの菅原道真が目覚めたらしい、と光は直感した。


　菅原道真は、天神とも雷らい神じんとも呼ばれている。


　室内にごくわずかに差し込んでくる煙混じりの曇くもった光は、黒々と渦を巻く闇やみに侵おかされていく。


　六条さんの生いき霊りようが発している、闇に。


　目の前まで、六条さんの生霊が迫せまっていた。


　もう、逃にげ場はない。


「六条さん！　お父さんが。死し霊りようがきみの心を苦しめて狂わせているんだよ！」


「いいえ。あなたがわたしを壊こわしたのよ。あなたが、わたしとの約束を破ったから」


「そう思われてもしかたはないけれど、破ってはいないよ。だからここに来たんだ。目を覚まして！」


「源氏の君。わたしを救いたいのならば、父を殺せばいいでしょう？」


　指が、喉のどにからまってきた。


「六条さんのお父さんはもう死んでいるんだ！」


「生きているわ！　ずっとわたしを見張っているのよ！」


　そう。


　今もだ。


　今も、六条さんの生霊の背後には、惟宗允亮が立っている。


「源氏の君。娘むすめを惑まどわした罪を思い知れ」


　惟宗允亮の邪じや気きを掌てのひらから吸い取って消滅させてしまえば、六条さんの生霊は身体からだの中に戻るかもしれない。


　しかし、光にはどうしてもできなかった。


　生前に彼を大学者たらしめていた学識や知性のほとんどを失ってしまった死霊とはいえ──。


　惟宗允亮は、六条さんの父親なのだ。


　六条さんの生霊は、赤い涙なみだを流している。


　碧あおい瞳ひとみも、白目の部分も、真しん紅くに染まっている。


　おぞましい物の怪となりながらも、六条さんは変わらずに美しい、と光は思った。


　いや、この世のものならぬ生霊となった彼女は、何者にも比べられぬほどあやしく、そしてはかない。


「源氏の君。どうしてわたしを滅めつしてくれないの」


「そんなこと、できないよ。もう一度あの優やさしい笑え顔がおを見せてくれ、六条さん」


「無理。あなたにこんなあさましい姿を見られて、わたしはもう生きていけないわ！」


「六条さん。ずっと苦しかったんだね。お父さんの秘密をかかえて。人目を忍しのぶしかなかったんだね」


「……なにもかも、もうおしまいだわ……！」


　闇が、光の足下を飲みこみはじめていた。


　この闇が心臓に達すれば、僕はどうなるのだろう、と光は静かに思った。


　なぜか、もう、恐きよう怖ふはなくなっていた。


　六条さんの悲しみを、光は、今、わかちあっている。


　彼女の心の声を、光は、聞いている。


　はるか彼方かなたの異国から、景教を奉ほうずる彼女の一族は迫はく害がいされ、東へと流れてきた。


　景教は、西方で隆りゆう盛せいを誇ほこっているキリスト教の一派だ。


　しかし異い端たんとされ、祖国で一族は迫害を受けて来た。


　東へ、東へと旅を続け、ようやく辿たどり着いたのだ。


　遠い遠いこの極東の島に。


　彼女の先祖たちは朝ちよう廷ていに従い、この島に古くから暮らしていたまつろわぬものたちを、言こと霊だまの力で物ものの怪けに変えた。


　この国に、居場所を得うるためだったのだろう。


　なぜなら、この島の東にはもう、なにもない。


　どこまでも果てしなく続く海しかない。


　この島が、終着地点。世界の果てなのだ。


　この島からも追われればもう、生きられる世界はどこにもなかったのだ。


　だが。


　平安京の建設に尽じん力りよくした彼女の一族は、その後は用済みとされ没ぼつ落らくした。


　みだりに言霊を用いた怖おそれと罪悪感だけが残った。


　六条さんが容易に他人に心を開けなかったのは、ただ気位の高さゆえではない。


　言霊遣つかいとしての自らの力と血を、怖れていたのだ。


　なによりも六条さんは、父と死別することを怖れた。


　この世界に一人きりで孤こ立りつすることを怖れた。


　だから、父の言いつけを守ってしまった──その瞬しゆん間かんから、六条屋敷は異界となってしまったのだ。


　死霊が住み着いた、魔ま界かいに。


　彼女の孤立は、深まるばかりだった。


　そこに、彼方の世界から来た、光が現れた。


　はじめて、一族以外の仲間を見つけた、はずだった。


　自分の居場所を見いだせる、はずだった。


　それなのに──。


「源氏の君。どうして泣いているの」


　自分が泣いているのか、それとも彼女が泣いているのか、光にもわからない。


　ほんのささいな誤解が積み重なっただけなのに、どうして僕は六条さんを生霊になるまで思い詰つめさせてしまったのだろう、人の心を察する力を持てた、余よ裕ゆうができた、そう思っていたのに。そう容易に、他人の心を知ることなどできないのだ。心は、どこまでも深いのだ。恐怖も、「もう女の子は懲こり懲ごりだ」という嫌けん悪お感かんも、「こんなに面めん倒どうな現世など捨ててしまいたい」という虚きよ無む的な感情も、湧わいてはこない。


　ただ、彼女を、この人を癒いやしたかった。


　似ていた。光自身に。


　それなのに龍りゆう穴けつ結界の力では、癒やせない。


　かつて幼い頃ころ、紫が世界から孤立していた僕を癒やしてくれたように、僕はこの人を癒やすことができない。


　それが、もどかしかった。


「僕は、六条さんとともに行くよ」


「源氏の君」


「現世にもう居場所がないというのなら、この世ではない別の世界に行こう」


　本心だった。呪しゆを結ぼう、と思った。


　しかし六条さんの生霊は、まだかろうじて、本来の心を残していたらしい。


「……ダメ……あなたまで来てはダメ！」


　光の喉を絞しめ続けていた手が、ゆるんだ。


　その隙すきをついて。


「おやめなさい！　六条さん！」


　葵が放った、破は魔まの弓だった。


　矢が、絡からみ合っていた光と六条さんの生霊とを、離はなればなれにした。


　いつの間にか。


　室内に、呪じゆ符ふをかざした晴明、ねこたまを引き連れた紫、そして弓を構えた葵の三人がかけつけていた。


「葵さん!?　起き上がってだいじょうぶなのかっ？」


　葵は今もなお、憑つかれているはずだ。


　立ちあがって弓を構えられるはずがない。


　だが葵は、これでもかというくらいに腰こしを反そらして、言い放った。


「光さん。よくも言いつけを破って、この女と浮うわ気きしましたわねっ！　裏切り者っ！」


「まさかそんな理由で起き上がってここまで来たというのかっ!?」


「もちろんですとも！　今日という今日は、ぜーったいにあなたを許しませんわよっ！」


　そうですともこの程度の物の怪に憑かれたくらいで倒たおれているわたくしでは、んがぐぐ、うげげげげ、ケケケケケこの娘の身体はわしがいただいたわ！　ちょっとお待ちなさい物の怪！　高貴なわたくしの身体に憑くなど許しませんわよ！　光さんをお仕置きするまでは！　うおおお眩まぶしい。眩しくて引きはがされてしまう、なんじゃこやつはあああ！　おーほほほほ！


「って葵さん、一人でボケと突つっ込みを繰くり返して。いったいどうしたいんだ！　紫、突っ込み役をやってあげてくれ！」


「違ちがいますわ！　わたくしは死霊と戦っていますのよ！　うけ、うけうけけけ！　これから素すっ裸ぱだかで六条大おお路じを走り回ってこの娘の評判をぼろぼろにしてわが娘を持ち上げてくれるわ！　いいえいいえ、そんなはしたない真ま似ね、わたくしは死んでもやりませんわよ！　ぜええええっったいに、わたくしは自分の評判と光さんの貞てい操そうを守り抜ぬきますわ！」


「やっぱり一人で二人分トークしている……しかも、面おも白しろい」


　晴明が、叫さけんだ。


「バカもの！　光、話している片方は死霊だ！」


「なんだって！」


「葵はつい先刻まで『わたくしはもうダメですわ。晴明さん、光さんをお頼たのみします』とはらはら涙を流していたというのに、紫からキミがこの屋や敷しきに向かったと知らされると同時に『光さん、許婚いいなずけが死にそうになっているというのに浮気とはどういうつもりですの！』と大激げき怒どして床とこから自力で立ちあがったのだ！」


「えええー」


「その巨きよ大だいな怒いかりの力によって、死霊を自分の身体から半ば引きはがしているのだ！　呆あきれるほどの精神力だ！」


「……女の子って……もしかして死霊よりも怖こわい生き物なのか？」


　晴明は「死し霊りようが葵に釘くぎ付づけになっている今が調ちよう伏ぶくの時だ」と六条さんの生いき霊りようの前へ飛び込んでいく。


　あわてて、紫がそのあとを追った。


「六条御み息やす所どころ！　お前が生霊で、惟宗允亮が死霊だったわけだな！　言霊の力で父親を現世に留とどめていたか！」


「すごすぎるよ六条ちゃん！　もうオカルト現象てんこ盛りでどう反応すればいいかわからないわ、わたし！　インタビューさせてっ！」


「事件の謎なぞは解けた。だが、なぜお前ほどの知性の持ち主が生霊になど──」


「邪じや魔まをしないで！」


　六条さんの生霊の足あし下もとから、再び黒い闇やみが蛇へびのようにうねりながら這はいよってくる。


　晴明と紫を飲みこもうとする。


「……セーマン……」


　晴明は臆おくさない。


　走りながら、五ご芒ぼう星せいの呪符を六条さんの生霊の額へと投げつけた。


「……うあああああ……！」


　六条さんの生霊がしゃがみこみ、悶もだえた。


　呪符をはがそうと、暴れ回る。


　地じ震しん？


　揺ゆれた。


　建物が激しく揺れはじめた。


　違う。


　地震ではなかった。


　呪符の呪じゆ縛ばくから脱だつしようとする六条さんの力が、暴走しているのだ。


　このままでは。


　屋敷全体が、崩くずれ落ちる。


　晴明はしかし、手をゆるめない。


「今だ光。その娘むすめの魂たましいを抑おさえろ。怨おん念ねんによって生じた邪気を吸い取れ！」


「でも、六条さんが死んでしまったら」


「その娘は言霊遣いの末まつ裔えい。しかも一族の誰だれよりも強い霊れい力りよくを受け継ついでいる。なみの人間とは気の量が違う。案ずるな！」


「でも……！」


「光。怖れるな！　きみには、相手の気の残量がわかるはずだ。きみは式神としても、光源氏としても成長している！　涸からしてしまう寸前で見切って止めろ！」


　噓うそだろうか。


　また噓なのだろうか。


　晴明の瞳ひとみを凝ぎよう視しした。


　光を心から信しん頼らいしている瞳だった。


（わかる。なぜだろう。これほど危機に直面して、精神が研とぎ澄すまされているからだろうか。いつもはまるでわからない晴明の心が、見える）


　決断した。


「六条さん！」


　額の呪符を引きちぎりかけていた六条さんの生霊に、光は抱だきついていた。


　邪気の流れがはっきりと見える。


　間違いない。


　光は、自分が成長していることを、確信した。


　僕には。


　六条さんをこの闇から救い出すことが、できる！


「ここだ。ここから、暗黒の邪気が溢あふれ出ている！」


　つかんだ。


　むにゅうううう。


「きゃあああああ！　げ、源氏の君っ？　な、なんということを……！」


「待て！　そこは胸だぞ光！　変態めが、乙女おとめの胸をつかむな！」


「ちょっとお待ちなさい光さん、どさくさにまぎれて、げははははわが娘の胸をつかんだということは娘をめとる覚かく悟ごをしたということだな源氏の君、いいえいいえ光さんの許婚はこのわたくしですわよっ！　これはただの戯たわむれ、火事場泥どろ棒ぼうですわっ！」


「光くん、どさくさにまぎれてサイテーだわ！　触さわりたいならわたしの胸を触ればいいじゃないの、バカああああ！」


　違うんだ、六条さんの生霊の心臓にあたる部分から邪気が溢れてきているんだ、でも意外と六条さんって胸あるんだね、もっとぺたんこかと思っていたけど、ってそうじゃない！


「龍穴結界！」


「あああああああ！」


「乙女を悶えさせるな光！　力を悪用するでない！」


「光くんが変態になっちゃったわ！　お仕置きよ！　一刻も早く、幼い少女の平らな胸にしか興奮しない真人間に戻もどって！」


「どこを触っているのですか光さんっ！　それ以上わたくしの目の前で浮気をするならば、射い殺ころしますわよ！」


「違うんだ！　僕はただ龍穴結界を開いて六条さんの生霊から邪気を吸い取っているだけなんだ！　へくちゅん、へくちゅん!!」


　今、僕は人として式神として大きく成長して颯さつ爽そうと活かつ躍やくしているはずなのに、なぜか悪事を働いているようで後ろめたい気分だ、どうしてだ、と光は思った。


「……う……」


　六条さんの生霊が、光の腕うでの中でゆっくりと消しよう滅めつしていく。


　身体からだに魂が戻ろうとしている。


「おのれ源氏の君、娘を押し倒すのかと思いきや、邪気を吸って調伏するつもりか！」


　葵に憑いた惟宗允亮の死霊が、光に飛びかかってきた。


「当たり前だろ！　僕は紳しん士しだよっ！」


「やらせはせんぞ！」


「行かせないわよ！　光くんを攻こう撃げきするやつには、容よう赦しやしないから！」


　紫が葵の腕をとって、ぶん、と投げた。


「ぎゃふううっ！」


　頭から床に落とされて悲鳴をあげているのは、葵だ。


「むむむ紫さん！　お待ちになって！　こここの身体はわわわわたくしのもので」


「待たないわ！　悪いけど葵ちゃん、物ものの怪けが出て行くまでボコボコになってもらうからっ！」


「あ～れ～！」


　がんがんがん。


「はーやーくー、出て行け出て行け出て行け出て行け出て行け！」


「ぎゃふう、ぐやふうう、ふぎゅううう！」


　葵の身体が二度、三度、宙を舞まって床に天てん井じように壁かべに叩たたき付けられる。


　葵さんって物の怪調伏のたびにひどい目に遭あわされる運命なんだろうなあ、と光は気の毒に思った。


「か、身体が思うままにならん！　いかん、この借り物の身体では……！」


　葵の口から、死霊の悲鳴とともに、黒い霧きりのようなものが漏もれだしてきた。


「抜けたぞ！　セーマン……！」


　晴明が、惟宗允亮のミイラに呪符を投げた。


　だが。





「ドーマン」





　指で九く字じを切り、その呪符をはじきとばした小さな影かげが、ひとつ。


「あとしばらくの間、この親子の霊力を暴走させておかないと困るのよね」


　芦あし屋や道満だった。


　なおも揺れ続けている建物は、すでに崩ほう壊かいをはじめている。


「道満。やはりお前が、六条御息所を暴走させたのだな。そして、菅原道真を解放した」


　晴明が、道満の前に立ちはだかり、紫たちを守るように指で印を結んだ。


「ええ。御ご霊りようの術はもともと惟宗家の先祖の言こと霊だま遣つかいどもが考案したもの。結界を破るには、惟宗家の人間の霊力がいちばん有効なの」


「このような真ま似ねをしてまで、都を滅ほろぼしたいのか道満」


「当然でしょう晴明。もう手て遅おくれよ。ちょうど今、菅原道真が内だい裏りに雷かみなりを落として焼き払はらっているところよぉ」


「くそっ。道満、お前の策略だったのか！　藤ふじ壺つぼさんや藤原くんたちが危険だ！」


　六条さんの生霊を抱きながら、光は、浮うき足あしだったようにうわずった声で叫さけんでいた。


「やめて道満ちゃん。ぶぶ漬づけを出されたからって内裏を焼くだなんて、いけないわ！」


「違ちがうって言ってるでしょ！」


　紫は、今でもぶぶ漬けが道満の怒りの大本だと信じて疑わないらしい。


「晴明。ご神体を完全に破は壊かいしつくして道真を永久に解放するまでは、しばし時間がいるの。それまでは六条に暴れてもらわないとね」


「ふん。六条御息所に限って、言霊の力に憑つかれて暴走するはずがない。はじめからおかしいと思っていた。道真を目覚めさせるためだったとはな」


「もう手遅れよ。内裏は焼けちゃったわよ。道真を祓はらえる霊れい剣けんもね。このまま平安京全土は二度と人間が住めない焼け野原になっちゃうの。うふふふっ」


「まだご神体は完全に壊こわれてはいまい。六条御息所であれば、再び菅原道真を封ふうじられるさ」


「手遅れね。もうその娘は正気には戻れないわよ。気位の高い娘だもの。これほどの恥ち辱じよくに耐たえられず、鬼き女じよになるしかないわ」


「どうかな道満。お前は、光を甘くみている」


「完全に怨おん霊りようと化した父親もいるのよ」


「だがこちらには、紫がいる。道満。『空』の属性を持つ式神は、二人いるのだぞ」


　晴明と道満は、お互たがいに相手の隙すきを狙ねらってにらみ合っている。


　狭せまい室内だ。


　道満も晴明も、容易には動けない。


　距きよ離りが近すぎるため、うかつに術を繰くりだせば相打ちになってしまうのだ。


　道満が、ちらり、と光のほうに視線を動かした。


　光は六条さんの生いき霊りようを抱だきしめて、耳元でささやいている。


「……六条さん。どうか菅原道真を封じてくれ。藤原家や朝ちよう廷ていに納なつ得とくいかないこともあるだろう。でも、今は過去を忘れて、生きている都の人々を守ってくれないか。お願いだ」


「……源氏の君……」


「僕はこの平安京が好きだ。深い闇やみの世界も含ふくめて。人も町も、闇がなければ光もない。完全に真っ白い人なんて、闇をかかえていない人なんて、どこにもいない。闇が深ければそれだけ、僕はその闇を癒いやしたくなってしまう。きみもだ、六条さん」


「……許して、もらえるの」


「許すも許さないもない。きみはよく耐えてきたよ」


「ほんとうに……？」




[image: ]


「もう、だいじょうぶだよ」


　道満は、「まさか」と驚おどろいていた。


　六条さんの生霊が放っていたあれほどの邪気が、あとかたもなく消え去っていた。


　違う。


　もう、生霊じゃない。


　光が抱きしめている六条さんは──生きた、肉の身体を持っている。


　霊れい魂こんを失って書しよ斎さいに寝ねていたはずの身体が、魂のほうへと引き寄せられ、光の腕の中に収まっていたのだ。


　道満が晴明とにらみ合っているわずかな間に、光は彼女を調ちよう伏ぶくしていたのだ。


　邪気を吸いつくして涸らしたのではない。


　六条さんは、そのような技術とはまったく違う理由で、光に救われたのだ。


　どのような理由なのかは、光自身にもわかっていない。


　ただ、六条さんと、心が通じた。


　それだけは、わかった。


「……ありがとう……源氏の君」


　目を開いた六条さんは、静かにうなずいていた。


　泣いている。


　光の腕の中で、声をあげて、泣いている。


　それでも道満は動けない。


　晴明が、お互いの必殺の間合いに入り込んだまま、じりじりと接近してきている。


「ヤタガラス！　光源氏を邪じや魔まするのよ！」


　クワアア！　とヤタガラスが道満の肩かたから飛んだ。


　だが、


「そうはさせませんぞ！」


　ねこたまがリベンジ戦がはじまったとばかりにヤタガラスに飛びついて、両者の戦いはまたもやグラウンドへ。


「烏からすごときに二度も負けはしませんぞ。負けたらそれがしは首をつって死にまする。えいえい」


「クワアアアア！」


　猫ねこと鳥の戦いは、泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていしてきた。


「どうやら今回はこれまでのようだな、道満。惟宗家に目をつけたのはよかったが、次回は仲間を増やすことだな。次回があれば、だが」


「おのれ晴明！　まだよ。まだ、惟宗允亮が──！」


　だがミイラの中に舞い戻っていた惟宗允亮の死霊もまた、身じろぎひとつできずに紫に頭を撫なでられていた。


「おじさん、インタビューしていいかしら？　もうだいじょうぶよ。六条ちゃんのことは、光くんに任せなさい！」


「……その、ようじゃ……源氏の君は……安心して娘むすめを託たくせるお方……じゃ」


「光くんはぼやぼやしているけど、必ず約束は守る子よ。結けつ婚こんはさせないけどねっ」


「……娘が、菅公を封じ都を守るという大役を……」


「そうよ。結婚はさせないけどね！」


「わが娘はこれで、世に出られるのであろうか。生霊と化し左大臣の姫ひめに憑ついた物の怪という悪評を背負うことなく、都を守った者として……」


「もちろん！　光くんが支えてくれるわ！　今をときめく源氏の君だもん！　結婚はさせないけどね！」


「……ほんとうか……」


「光くんの約束は、絶対なのよ！　結婚はさせないけどね！」


　紫には、怨霊の邪じや気きを浄じよう化かし、怨おん念ねんを晴らす力が備わっているらしい。


　惟宗允亮の声に、知性が戻もどっていた。


「ちっ。まただわ！　紫に近づくと、どいつもこいつも骨ほね抜ぬきにされるのよ！」


　道満はだが、紫には手出ししないでいる。


　できないのだ。


　どうしても、紫を敵として憎にくめないのだ。


　鞍くら馬ま山やまでもそうだった。晴明をおびき寄せるために芝しば居いを打った。だがほんとうに生いけ贄にえにするつもりは、なかった。


「怪かい異いを怖おそれずむしろ喜んで受け入れるその無邪気さが、文字通り邪気を無くしてしまうのだろうな。紫には、邪気も怨念も効きかぬ」


　晴明のその言葉を、「ミイラに憑いた死霊さんと会話するなんて、霊界ラジオを発明しようとしていたエジソンを超こえたわ！」と感動している紫は聞いていない。


「要するに、頭が空っぽっていうことね！　ヤタガラス、撤てつ退たいよ！」


　ヤタガラスの黒い羽根が、ぶわっ、と舞まい散った。


　誰だれもがその羽根に一いつ瞬しゆん、気を取られた。


　気づいた時には。


　道満は、倒とう壊かい寸前の屋や敷しきから姿を消していた。


「ずいぶんあっけなく撤退したね、晴明」


「菅原道真の解放で手て一いつ杯ぱいだったようだな。そろそろ倒壊する。この屋敷から出るぞ」


　揺ゆれは、収まっている。


　だがもう、建物のほうが限界だった。


「……きゅう……」


「晴明。紫にボコられた葵さんが起き上がらない。屍しかばねのようだ」


「そいつは頑がん強きようだから心配無用さ」


「ちょっとだけ待って、晴明ちゃん！」


　紫は、ぎりぎりまで待った。


　惟宗允亮が、人に戻った六条さんに、最後の声をかけるまで。


「……娘よ。そなたを言こと霊だまで縛しばった愚おろかな父を、許してくれ。これよりは、源氏の君を頼たよるがよい」


　肉体は枯かれ果てたままだが、生前の優やさしい父の声に、戻っていた。


「……はい……わたしは源氏の君とともに生きていきます。今までほんとうにありがとうございました、お父さま」


　その六条さんの言葉が届いたのかどうか。


　ふっ……。


　ミイラとなっていた惟宗允亮の身体からだは、砂になって崩くずれ落ちていた。


　そして、六条屋敷もまた。
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　内だい裏りを包んだ紅ぐ蓮れんの炎ほのお。その猛もう威いは、とどまるところを知らない。


　平安京のすべてを焼きつくす勢いで、燃え続けていた。


　上空には、巨きよ大だいな黒雲。


　まるで龍りゆうの如ごとき威い容ようを誇ほこっている。


　その雲の中から、菅原道真が哄こう笑しようする声が、響ひびき渡わたっていた。


「霊剣は失われた。これまでか。私は、民たみを守れなかったのか」


「帝みかど。ここはどうか叡山へ」


「左大臣よ。私はどこにも行かぬ」


「それはなりませぬぞ！」


「右大臣。どこへ逃にげても同じだ。私が鎮ちん魂こんのために、菅原道真の贄にえとなろう」


「そのような。なんと。そのようなことをおっしゃってはなりませぬ」


「帝てい位いは春宮とうぐうに継つがせよ。春宮とともに、民を都から逃がすのだ」


　朱す雀ざく門もんから内裏の外へと退たい避ひしていた帝そして貴族たちは、もはや打つ手がない。


　ただ一人。


　春宮の朱雀だけが、錆さびた剣けんを担かついで門の屋や根ね瓦がわらの上に立っている。


　内裏の正門たる、朱雀門の上に。


「親おや父じ。大臣ども。女ども。さっさと逃げちまえ！　俺はこの大怨おん霊りようと、勝負がしてみてえ！」


　このような時に人の正体がわかる。あれは意外にも大器であった、と帝が目を細めて門の上に立ちはだかる朱雀を見つめている。


「どうやら、そのようです」


「しかしまだ譲じよう位いをご決断される時ではありません」


「皆みなの者。私はこの厄やく災さいを防げなかった不徳の帝だ。今は春宮を守れ」


　朱雀門に、稲いな妻ずまが落ちた。


　朱雀はすばやく身をかわして、地上へ降り立った。


　天空に解き放たれた菅原道真が、荒あれ狂くるっている。


『こざかしや！　我は藤原家の血をひくものを帝位になどつけぬぞ！』


　大地が、震しん動どうした。


　誰も、立っていられない。


　朱雀だけが、ゆらりゆらりと細い身体を五ご重じゆうの塔とうのように左右に揺らしながら、かろうじて立ち続けている。


「おいおい。菅公よう。てめぇに同情的だったこの俺まで襲おそうのか？」


『おうよ。我は藤原家の血を根絶やしにする！　その身体に流れる血を恨うらむのだな、小こ僧ぞう！』


「まじでやべえぜ、こりゃ。面おも白しろすぎるじゃねえか！　錆びたボロ剣で大怨霊と勝負かよ。ハッ！」


　右大臣も左大臣も、もう気が気でない。


　この世の終わりが来た、と絶望した。


「春宮を守れ！　霊れい剣けんでなければ無理だ！　あの錆びた剣では、調伏はできぬ！」


「帝の仰おおせである、春宮さまをお守りするのじゃ！」


「すっこんでな！」


　朱雀は血走った目をつりあげて、吼ほえた。咆ほう哮こうした。


「俺の身体に流れる藤原家の血が祟たたられているというのなら、運命ととことん戦ってやろうじゃねえか！　来いや、菅公！」


『滅ほろびよ！』


　朱雀の小さな身体が、突とつ如じよ、竜たつ巻まきに飲みこまれた。


「おおおおおお！」


「うわあああああ！　春宮さまああああ！」


　この混乱の中。





「──初はじめに言ことばがあった」





　安倍晴明と光が、一人の異人の少女を連れ、朱雀大おお路じをまっすぐに歩いて向かってきた。


　その少女は、陰陽おんみよう道どうとも仏教とも神しん道とうとも異なる、不可思議な言葉を、唱えている。


　その手には、銀色に輝かがやく小さな十じゆう字じ架かが握にぎられていた。


　少女は、言葉を、続けた。





「言は神と共にあった。言は神であった」





　おおおお、と天空から巨大な咆哮が響いてきた。


　菅原道真が、悲鳴をあげているのだ。





「この言は初めに神と共にあった。すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、一つとしてこれによらないものはなかった」





　俺の見せ場を邪じや魔ましやがって！　言こと霊だま遣つかいか？　と、背後を振ふり返った朱雀が形ぎよう相そうを変えた。





「この言に命があった。そしてこの命は人の光であった。光はやみの中に輝いている。そして、やみはこれに勝たなかった」





　まことに奇き妙みような、誰も耳にしたことのない、言葉だった。


　黒雲が、すさまじい速度で霧む散さんしていく。





　菅原道真は、


『言霊遣いの小こ娘むすめめ！』


　と狂おしげに叫さけび声をあげ、少女の身体に雷かみなりを落とそうとあがいた。


　だが、雷はまるで当たらない。


　ことごとく、逸それていく。


　なぜだ、と悲鳴のような声が天空より轟とどろいた。


　なにかが、少女を守っていた。


　晴明の結界か。


　少女自身が口から発する言霊か。


　あるいは、光という存在なのか。


　おそらくは、そのすべてが、少女を庇ひ護ごしているのだろう。





「──わたしの平へい安あんをあなたがたに与あたえる──」





　少女の言葉が、終わった時。


　菅原道真は、北野の社やしろに再び封ふうじられていた。


　朱雀が、「終わりか？　なんだよつまらねえの」と舌打ちする。


　貴族たちが、少女のもとに駆かけ寄る。


「よく来てくれた安倍晴明！　都は救われた！」


「この人は、たしか」


「そうじゃ。惟宗允亮の娘の……」


　人々に注目されることが苦手な少女は、少しだけ不安そうに光の腕うでに細い手を搦からめた。


「怖こわがらなくてもいい。だいじょうぶだよ」


　光の言葉が、少女を支えていた。


　だから、胸を張って、笑え顔がおで答えた。





「わたしは、六条御息所です」
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「六条さん？　わたくしの硯すずりを勝手に使われては困りますわ！」


「どうせ埃ほこりを被かぶっているのだから、構わないでしょう。宝の持ち腐ぐされでは、硯がかわいそうだもの」


「まあ。まあまあ。なんという厚かましくていけすかない姫ひめなのかしら」


「それはあなたご自身のことを言っているのね、葵さん」


「六条さんっ！　あなた、いつまでわたくしの屋や敷しきに居座るつもりですのっ？」


「そうねえ、六条屋敷を再建するまでかしら」


「いったいいつ再建しますのよっ？」


「さあ。わが家には本以外、財がないから。本が焼けなかったのは幸いだったけれど」


「ほかに行くところあるでしょう！」


「残念でした葵さん。わたし、源氏の君以外に、頼たよれる人はいないの」


「ここは光さんの屋敷ではありませんのよー！」


「あら、そうだったの。でも、あなたの屋敷でもないわよ葵さん？」


「うぐぐ。光さんのものはわたくしのもの、晴明さんのものもわたくしのものですわ！」


「理り屈くつにもなっていないわね」


「まあまあ葵ちゃん。六条ちゃんも、落ち着いて……まただわ！　どうしてわたしが止め役させられてるのよ～!?　わたしは光くん物語のメインヒロインじゃなかったのっ？」


　かしましい。


　屋敷が全ぜん壊かいした六条さんは、一時的に、晴明の屋敷で暮らすことになった。


　六条屋敷を再建するまでの期間限定ではあるが、再建するにもさきだつものが足りていないので、光と晴明がいずれ調達して六条さんの屋敷を建て直すということになった。


　しかし晴明も宵よい越ごしの金は持たない主義で貯ちよ蓄ちくなどないし、光がほとんど無一文なのは言うまでもない。


　今しばらく、六条屋敷の再建には時間がかかる。


　葵は「皆みなさん、どこまでこの女に甘いんですの」と怒おこって左大臣家が六条屋敷を建て直すと言いだしたが、六条さんが「あなたの力は借りません」と断固拒きよ否ひしたのだ。


　今日も、六条さんと葵は口ゲンカしている。


　止め役に回らざるを得なくなった紫が「物ものの怪けの謎なぞも解けちゃったし、このままではわたしの立ち位置がどんどん侵しん食しよくされていくわ」と困っている。


　六条さんの膨ぼう大だいな蔵書は、幸い、無事だった。


　今、ねこたまと紫がそれらの蔵書にあたってけんめいに問題の『●●物語』を探している。





「晴明。いろいろと危なかったけど、一段落だね」


「そうだな。今回は私も少し疲つかれたぞ光」


　光と晴明は、二人並んで庭園を眺ながめながら今回の事件のてんまつを回想しあっていた。





　六条さんが景教の言こと霊だまを用いて菅原道真を再び北野の社に封じた直後だった。


　平安京の空を雨雲が覆おおいつくし、豪ごう雨うが降りはじめた。


　内だい裏りを燃やしていた炎ほのおは、この雨によってようやく鎮ちん火かされたのだ。


　平安京は奇き跡せき的に壊かい滅めつをまぬがれた。民たちが暮らす地域には、被ひ害がいはなかった。


　六条屋敷の蔵書が燃えずに残ったのも、そのためだ。多少、濡ぬれてしまったが。


　とはいえ、内裏の大部分は燃えてしまったし、怨おん霊りよう調ちよう伏ぶくのための霊剣も失われた。


　平安京の防衛体制が危機的な状じよう況きように陥おちいったことは間ま違ちがいない。


　激しい雨に打たれながら、帝みかどや左大臣、右大臣、弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ご、藤壺たちは、六条さんと晴明を「都を救ってくれた」と絶賛した。


　弘[image: ]殿の女御や右大臣までが手放しで喜んでいたのは、それほど事態が危機的だったということだろう。


　帝は「道真は御ご霊りようにされたことを怒っていた。神官から聞いていた話とは違う。御霊をこれまでよりも丁てい重ちように鎮ちん魂こんせねば。六条御息所、知ち恵えを貸してくれ」と六条さんに依い頼らいしたほどだった。


　ただ一人、六条さんを認めないものがいた。


　すべてが終わってから、良源がようやく焼け落ちた朱雀門の前に姿を現したのだ。


　三十三羽の小こ鴨がもに分ぶん裂れつしていたために手て柄がらを立て損そこねた良源は、帝の前で晴明を責め立てた。


「安倍晴明。貴様が黒幕だ。昨夜から屋敷で護ご摩まを焚たいていたであろう！」


　もちろん、晴明は素知らぬ顔で受け流す。いつものように。


「私はかかる事態を予期し、昨日の夜から護摩を用もちいて不ふ眠みん不ふ休きゆうで菅原道真調伏の下準備をしていたのさ。私のおかげで六条御息所の調伏が首しゆ尾びよく成功したのさ」


　晴明は平然と噓うそを吐ついて、六条さんをかばいつつ、自分の手柄を水増しした。


　ちゃっかりしているなあ、と光が呆あきれたことは言うまでもない。


「良源。お前こそこの大事にどこへ消えていたのだ」


「ぐ。私は、魔ま道どうに落とされそうになってやむを得ず一時待たい避ひしていた」


「ふん。野心は人一倍だが、肝かん心じんの時に役に立たぬ坊ぼう主ずだな」


「だまれ晴明！　あの誘ゆう惑わくも貴様の罠わなだったのであろう！」


「誘惑とは？」


「い、いや。なんでもない……げふん、げふん」


　紫に邂かい逅こうしてロリコンの扉とびらが開いてしまったんだよねこのお坊さんは、と光は言いたかったが、良源のプライドを木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいするのを怖おそれて口をつぐんだ。


　ロリコンを怒らせると怖こわいのだ。


　紫がらみであれこれ厄やつ介かいな目に遭あってきた光は、そのあたり、身にしみている。


　そして良源は、六条さんに矛ほこ先さきを向けた。


「六条御息所。今の術は邪じや教きようだ！　貴様、いったいどのような邪神を祀まつっている！」


　藤壺が「国難を救ってくださったお方に、なんという無礼な言葉を吐はくのです」と良源をたしなめたが、良源は小鴨になってなにもできなかったことがよほど屈くつ辱じよくだったらしく、なおも六条さんを追つい及きゆうした。


　六条さんは、もう逃にげも隠かくれもしない。


「景教です。景教の神こそが、惟宗家の真の氏うじ神がみです」


「景教だと？」


　良源には、景教に関する知識はなかった。貴族たちも誰だれも知らなかった。


　惟宗家は弾だん圧あつを怖れて用心深く景教の存在を隠してきたのだから、無理もない。


　六条さんは、惟宗家と景教について簡潔に語った。


　惟宗家の一族は、はるか西方の国から来た。代を重ねて徐じよ々じよにこの国の人間に容姿が近くなっているとはいえ、髪かみの色や瞳ひとみの色が異なるのはそのためである。


　祖国で景教が邪教とされ迫はく害がいされたために、安住の地を求めて東へと移動するほかなかった。


　東に流れ着いた景教徒たちの一部は、あらゆる宗派を寛かん容ように受け入れていた大だい唐とう国に寺を建てたが、百年ほど昔、道教に凝こった時の皇こう帝ていによって弾圧されあえなく滅ほろんでしまった。


　しかし、海をわたったこの島国では事情が少し違った。


　まだ奈な良らに都があったはるか昔。


「仏教はこの国に根付くだろうが、景教は難しい」と見み抜ぬいた当時最高の学識の持ち主・[image: ]戸うまやどの皇おう子じのはからいで、彼らは景教を秘教とし、一族の中だけでひっそりと祀ってきたという。


　血相を変えた良源が「惟宗家がそのような外げ道どうの神を祀っていたとは一大事だ」とさらに六条さんを責め立てようとしたが。


「六条御息所よ。そなたの一族はかつて数多くの神社を建ててくれたが、実は知られざる神を祀っていたのか。そしてその神は、言霊の神だったのだな」


　帝は「この国の神々は八や百お万よろずおられる。景教の神だけを邪神と決めつけるは不公平にすぎる。そなたが景教の神を祀ることを認めよう」と六条さんを許し、良源の言葉を却きやつ下かした。


　藤原中将は、実はこのようなキャラ設定を背負っていた六条さんがツボに入ったらしく、涙なみだを流して感激していた。


「なんという異国情じよう緒ちよに溢あふれた切ない美少女だ！　ぜひ俺の妻に！」


　良源が「左大臣家は、仏法を敵にするおつもりか」と気け色しきばんだが、


「叡山まるごと左大臣家の敵にまわるならまわれ！　俺は断固として美しい少女の味方だ！」


　藤原中将は、一ミリたりともブレなかった。


　光は苦く笑しようしていた。


　良源は、六条さんの追及をあきらめたらしい。


　なぜか頰ほおを染めてがくがくと身体からだを痙けい攣れんさせながら光に「若紫の君によろしく。童女は双六すごろくが大好きなものだ」と高価そうな双六盤ばんを手て渡わたして、「ぬうう！　またも魂たましいが魔道に落ちそうになってきたああ！」と叫さけびながら小走りに去っていった。


　光以外には、何のことだかわからない。


　良源ほどの高こう僧そうがいったいどのようなおそろしい魔物に狙ねらわれているのであろう、と帝たちは不思議そうだった。


　そして一いち躍やく株をあげた朱雀は、いつの間にか姿を消していた。


「ハッ。一件落着か。また退たい屈くつになっちまった」


　と言い残して、どこかへ遊びに行ってしまったという。


　だが、霊れい剣けんを失ってしまった帝は菅原道真と対等に渡わたり合ってみせた朱雀への譲じよう位いを真しん剣けんに考えはじめていた。


　朱雀の母は、弘[image: ]殿の女御だ。右大臣家にとっては、これは朗報である。


　葵を許婚いいなずけとして光を後こう援えんする左大臣家にとっては逆に、朱雀への譲位はまだしばらく阻そ止ししたいところだ。


　今日もまた晴明と六条さんを連れて現れ、菅原道真の調伏に成功した光の力が、さらに押しも押されぬものになるまでは。


　いずれ帝てい位いにつく朱雀と並び立つ力を、光が獲かく得とくするまでは。


　まつりごとが、動きはじめていた。








　ちなみに。


　光と紫の前に二度現れた、あのボロを着た童わらべの正体は、いまだわからない。


　道満ではなかった。


　顔は見ていないが、声が違う。


　妙みように気が抜ぬけたような、陽気な声だった。


　またあの童と会いそうな予感を、光は抱いだいている。





　晴明と二人、庭園を眺めながら。


　光にはまだ、いくつかわからないことがあった。


「晴明。六条さんは藤原くんの求きゆう婚こんを丁てい重ちように断って、この屋や敷しきで仮住まいをはじめたけど……まだ藤原家へのこだわりがあるのかな？」


「そうではないさ。キミのせいだぞ光」


「どうして僕のせいなんだよ」


「はあ。少しは乙女おとめの心を読めるようになったと思っていたが、気のせいだったか」


　晴明は目を細めて、「わからないよ」と嘆なげく光の横顔を見つめている。


「ま、わからなくてけっこうさ。私には好都合だ。ふふ」


　狐きつね耳みみが、ぴこぴこと跳はねていた。


　うわ。かわいい。と光はつい心乱れてしまう。くしゃみしたくなってきた。


「こ、好都合って？」


「乙女心がわからない朴ぼく念ねん仁じんのキミに話す必要はないさ」


「まあ、話されてもどうせ真っ赤な噓うそで僕を惑まどわせるだけだろうから、いいか」


「も、もう少し食い下がれ、このバカものが！」


　なぜか、晴明は怒おこりだした。


「じゃあもう少し。まだわからないことがあるんだよ。景教のことなんだけど」


「……そっちか……ほんとうに朴念仁だなキミは」


　狐耳が、へにゃん、としおれた。


　うわあ。やっぱりかわいいな。これで噓吐つきという属性さえなかったらなあ……僕はたぶん、今この場で、心静かにはいられなくなるだろう。


　光は、感じている。


（晴明と二人きりなんて久し振ぶりだぞ。六条さんと一いつ緒しよにいると仲間に巡めぐり合えたようで癒いやされるけど、晴明とこうしているとどんどん心がかき乱されて僕は自分がわからなくなる。僕はもしかすると）


　予感。


　予兆。


　なにかを、感じている。


　それがなんなのかは、まだその想おもいについて鈍どん感かんで未経験な光には、正確にはわからない。


　だから。


　今は、起きた事件の総決算をしておこう、と思った。


「この国では、景教はなぜ公おおやけにできなかったのだろう？」


「[image: ]戸皇子は仏教がこの国に持ちこまれた時代の、最高の学者だったのさ。その皇子がそう判断したのだから、正解だったのだろうな」


「なぜ皇子は仏教は広まるけど景教は隠しておいたほうがいいと考えたんだろうね？」


　そんなこともわからぬとはキミはゆとりがありすぎるな、と晴明は笑った。


「景教の教えには、神が一ひと柱はしらしかいない。だから八百万の神がいるこの国の風土とは合わぬのさ。陰陽おんみよう道どうは神もまた呪しゆだと捉とらえる純じゆん粋すいな『技わざ』の体系だから、そのあたりは気楽なものだが、神という言こと霊だまを実体として捉える信しん仰こうというものは厄介でな」


「そうか。でも仏教だって、いちばん上にお釈しや[image: ]かさまがいるんじゃないの？」


「仏教には釈[image: ]だけでなく弥み勒ろくや如によ来らいなどおおぜいの神仏がいるから、この国の神々との習合がたやすかったのさ。釈[image: ]を生んだ天てん竺じくもまた八百万の神々がおわす国だというからな」


「晴明。また適当なことを言って僕を騙だまそうとしているね？」


「噓ではないさ」


　いやいや噓に違ちがいない。ほころびを出させるために少し踏ふみ込んでやろう、と光は思った。


「晴明。伏ふし見み稲いな荷りも六条さんの先祖が建てたんだよね。言霊遣つかいの一族が」


「……む……ま、まあ、そうなるな」


「ということは伏見稲荷にも、御ご霊りようが封ふうじられていたりするの？」


「……私は、稲荷神社が嫌きらいなのだ。その件は、知らない」


　晴明の狐耳が、ふにゃふにゃ、と１／ｆエフぶんのいちの揺ゆらぎを開始している。


　動どう揺ようしているらしい。


　知らないと言い張っている晴明の瞳が、どこか、ひどく悲しげだった。


「以前も命令したはずだろう。私の前で稲荷神社の話はするな、光」


　真剣な、少し悲しげなまなざしで、そう乞こわれた。


　僕はまだ晴明についてなにも知らなさすぎる、と気づくと、心が痛む。


　拗すねたくなってきた。


「……わかったよ。稲荷寿ず司しは好きなくせに」


「あれは私が考案したものだからよいのだ。神の食材・油あぶら揚あげで、ご飯を包む。日持ちがして栄養満点で食べれば霊れい力りよくが回復する。すばらしい料理ではないか」


「油と炭水化物のコンボ。食べ過ぎると太るよ」


「ふふ。私は絶対に太らない体質さ」


　これはたぶんほんとうなのだろうが、でも、やっぱり噓かもしれない。


　いつか僕は晴明から「ほんとうのこと」を教えてもらえるような男になれるのだろうか。


　もどかしかった。


　晴明とともに過ごせばそれだけ、晴明の謎なぞは深まるばかりのようだった。


　過去になにがあったのかも。


　今、晴明がどんなことを考えているのかも。


　自分をどう思ってくれているのかも。


　知らずにはいられない。


　他人の心の領域にみだりに立ち入ってはいけないと光はつねづね考えているが、なぜか、晴明だけは別だ。例外だ。


　もっと、晴明を知りたかった。


　それなのに口からは、異なる言葉が出てくる。


「晴明。怨おん霊りようを御霊として封じないと、この都の繁はん栄えいはほんとうに維い持じできないんだろうか？」


「そうだな。今はな」


「きちんと調ちよう伏ぶくしてあげたほうが菅原道真も喜ぶんじゃないだろうか。あんなふうに怨念とともに封じ込められたら、かえって怨念が増すばかりだ」


「ふふ。六条御息所もそうだったな。父親によって屋敷に封じ込まれたために、暴発して生いき霊りようになってしまった」


「六条さんはもう解放されたけど。御霊は」


「そう焦あせるな光クン」


　そう。


　僕は焦っている。


　晴明にもっと近寄りたくて、晴明の中のなにかを解放したくて、僕は焦っている。


「いずれは御霊に頼らずとも繁栄を維持できる時が来るさ」


「いずれ、か」


「いずれ、だ」


　光は思った。


　その「いずれ」は、いつ来るのだろう。


「いずれ、って、いつのことなんだ？　晴明？」


「ふふ、そうだな。弥勒が世を救うのは釈[image: ]が死んでから五十六億七千万年後だぞ」


「噓だよね！」


「ほんとうだ。良源に聞け」


「その頃ころには太陽に寿じゆ命みようが来て地球は滅めつ亡ぼうしてるよっ！」


「ふうん」


　そんなに待っていられるか、と光は思った。





「ところで、光。あんな面めん倒どう臭くさい六条御息所の、どこが気に入ったのだ」





　え？


　なに？


　何の話？


「晴明？　僕はこっちだよ。どうして梅の木に話しかけてるんだよ」


「こ、答えねば呪じゆ符ふでお仕置きだぞ」


　狐耳が回っている。くるくると。


　これはどういう感情を表しているんだああああ!?


「さ、さっさと答えろ光」


「六条さんは、異国からこの平安京に来た人だからね。僕にどこか似ているから」


「似ているか？」


「うん。髪かみの色がそっくりだしね」


「……そんな理由か。ほかにもそのような女によ人にんはいるであろうが」


「ああ。[image: ]屋道満だね」


「私だっ！」


　額に、晴明の指が飛んできた。


「いてっ」


　呪符じゃなくてよかった。


　でも、なぜか激げき怒どされている。


「晴明が、異人？」


「はあはあはあ。キミの知力はバカを通り越こしてほんとうに虫けら同然だな。私こそ平安京に流れ着いた異人の最さい高こう峰ほうではないかバカものが。この髪の色、この瞳ひとみの色、この狐耳を見ろっ！」


「ああ……そうだったかな。見慣れちゃったよ」


「なんだと!?　もう私に飽あきたというのかっ!?」


　光は、晴明がなにを言っているのかよくわからない。


　飽きるもなにも、謎だらけじゃないか……。


　それに。


「晴明は僕にとって、異人じゃないよ」


　そう。


　これは、本心。


「……で、ではなんだ？　こ、恋こい人びとなどと言うでないぞ」


　どうして必死で梅の木に話しかけているんだろう、と不ふ審しんに思いながら、光は答えた。


「晴明は僕にとって家族だよね。年ねん齢れい近そうだけど実は晴明は永遠に近い時間を生きているという説もあるから、お姉さんかな」


「……姉……姉だとっ？　お仕置きしてやる！」


「どうして怒おこるんだよ晴明？　ここはうるっと来るところじゃないの？」


「なぜだ！」


「僕はさ。妹分の紫とお母さんがわりの桐きり子こさんがいてくれるけど。故郷には、ほんとうの家族はいないんだよ」


　どうして僕はこんな恥はずかしい言葉をしゃべってしまったんだろうと気づく前に、ごく自然にそう語っていた。


「だから僕にとって、家族という言葉はとても重くて大切な呪なんだよ」


「ふ、ん……」


　晴明が、光の肩かたに小さな頭を載のせてきた。


　日差しがうららかすぎて、眠ねむいらしい。


　それとも眠いふりをしているだけで。


　惜おしくも、光にはわからない。


「……キミはずるいぞ。そういう言葉を、さらりと笑え顔がおで口にするとは」


「じゃあ噓うそを吐つこう。実は僕、故郷には七人の嫁よめと百人の愛人をかこっているんだ。四十七の都道府県すべてに港のように愛の巣が準備されていて──」


「それは噓というより恋人も作れぬダメ少年の哀あわれな妄もう想そうだな」


「むっ。晴明には恋人いたのかよ」


「だから寿命が短い人間と恋などせぬ、不要だったと言っているだろう」


　光は、よかった……となぜか嬉うれしくなってしまう自分がちょっといやかもしれない。


　だって、それじゃあ晴明は孤こ独どくすぎる。


　それなのに。


「ほ、ほんとうだよね。ある日突とつ然ぜん、大噓だったと言いださないよね」


　そう、言ってしまう。


「ほんとうさ」


　でも、晴明もなぜか、嬉しそうに狐きつね耳みみをぱたぱたと振ふっている。


　晴明の細い肩を、不意に、抱だきしめたくなってしまった。


　この壁かべを越えたかった。


　今なら、許されるような気がする。


　光は、そろり、と晴明の肩に手を回そうと……。


「よいか光」


「わあああああ。ごめんなさい！」


　あわてて手をひっこめた。


「なにを謝っている？　よいか心して聞け」


「あ。はい」


「六条御息所よりも、私のほうがずっとおそろしくて面倒臭い女だぞ」


「どうしたのさ晴明？　晴明が面倒臭いことはよく知っているよ。なにしろ言葉の半分以上が噓なんだし、僕はいずれ真実と噓の境目がわからなくなって人間不信になりそうだ」


「そういう意味ではない！　六条は言こと霊だま遣つかいの一族の中でも指折りの霊力を誇ほこるが、人間だ。だが私は、九きゆう尾びの妖よう狐こなのだぞ」


「なぜか自じ慢まんしているように聞こえるね」


「自慢さ」


　そっと、晴明が指先で光の頰ほおを撫なでてきた。


　どきり。


　衝しよう撃げきのあまり、光の心臓が一いつ瞬しゆん、止まりそうになっていた。


「光。今回の騒そう動どうは、キミがもとの世界へ帰る方法を調べたから起きたのだぞ」


「せ、晴明？」


「キミは私の式神だぞ。よそ見をするな。私だけを見ていればいいのだ」


　真しん摯しな、どこか怯おびえが入っている晴明の瞳。


　晴明がこんな表情をするのか、と光は思った。


　はい、と答えれば、永遠に解けない呪しゆを生むことになる。


　そんな予感がした。


　それに、まだ、越えなければならない壁がある。


「僕は……晴明の過去をまだなにも知らないからね」


　思いきって、口にしてみた。


　当たり前だ、誰だれが教えるかバカが、と晴明に怒ど鳴なられたら、僕の心はどうなってしまうんだろう、かき乱されるくらいじゃすまないかもしれない。


　そう怯えながら、言葉にしてみた。


　晴明は、怒らなかった。


　目を細めて、微笑ほほえんでいる。


　微笑みながら、細い舌先で、自分の唇くちびるの端はしを軽く舐なめてから、こう言った。





「もとの世界に帰らぬと誓ちかえば教える。誓うか、光」




[image: ]




　あとがき







　この巻は予告通り、六ろく条じようの御み息やす所どころ、略して六条さん編です。


　六条さんの物語は「源氏物語」前半のクライマックス。いやむしろ「源氏物語」の真のラスボス（ヒロインではなくラスボス）は六条さんだったのではないかとさえ言われており、世間はすっかり六条さん再評価ブームですが、六条さんの魅み力りよくを一言で言えば、


「おかしいですよ六条さん」


　これに尽つきます。


　二十一世紀に至ってようやく、時代が六条さんに追いついた！


　天才陰陽おんみよう師じの安あ倍べの晴せい明めいとて、六条さんと対たい峙じして無ぶ事じでいられるかどうか。


　平安京では、祟たたり神つまり怨おん霊りようを御ご霊りようとして祀まつることで平安を得ようとする御霊信しん仰こうが盛さかんなのですが、これは日本独特のものだそうです。


　御霊の有名どころでは、怨霊となって都に祟り、桓かん武む帝ていをして平安京へ遷せん都とさせた早さわ良ら親しん王のう。


　唐とうに渡わたり日本の兵法道や陰陽道の祖となった吉き備びの真備まきびも御霊です。吉備真備は唐で出会った幼く美しい妖よう怪かい・九尾の狐を日本に連れて来た露ロ璃リ魂コンだとも言われます。生前からいろいろややこしい人だったようです。


　やや時代がくだって、太だ宰ざい府ふに左遷された菅すが原わらの道みち真ざね。


　まだ死んだばかりですが、説明不要の平たいらの将まさ門かど。


　彼らはみな死後に怨霊となったわけですが、六条さんはさらに斜ななめ上を行っています。


　どう斜め上を行っているのかは、本編でのお楽しみということで。


　とにかく、このままでは姫ひめ狐ぎつねワールドが六条さんに侵しん食しよくされてしまうのです。


　晴明は、メインヒロインの座を死守せねばなりません。


　がんばれ晴明。





　今回も「あとがきで六条さんへの熱い想おもいを訴うつたえてください！」と相変わらずちょっとなに言ってるのかわからない状態の担当さん、かわいい晴明たちのイラストを描かいてくださったＰ19さん（ねこたまグッズほしい……）、この本を手にとってくださった読者のみなさんに多謝多謝です。三巻は晴明パートマシマシにしたいなぁ。
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